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    　第一章　選択


    



    　御み厨くりやタクトは夢を見ていた。


    　それは暗く悲しい物語。


    　以前、夢の中で見た、涙を流す異世界の少女を瞼まぶたの裏に浮かべる。


    　成長した少女は今、ゼラ・ハイヴという生まれ育った世界ではなく、この地球で生きている。


    　元の世界に帰る方法もわからずに、たった独りで。


    　タクトは、この一か月の出来事を思い出す。


    　ルナとの出会い。


    　錬金術組織との関わり、自分がその組織に属したこと。


    　組織の裏切りと異世界への扉。


    　そしてルナの生い立ちと彼女の体に刻まれた呪のろい。


    　まどろみの中でしばし物思いにふけりつつ、タクトは目を開けて起き上がろうとした。


    「重っ……」


    　思わず声が出てしまう。


    　布ふ団とんに入ったままタクトは視線をずらした。


    　獣けもの耳みみと尻しつ尾ぽを生やした女性が、タクトにのし掛かるような体勢で心ここ地ちよさそうに寝息を立てていた。服装はタクトの貸したワイシャツ一枚。太ももは露あらわになり下着がチラリと覗のぞいている。


    「……魂の座に……ジオ・グラムが、ある……ので……ええと、拒絶は……」


    　なにやら寝言らしき声を出しながら半獣の女、ルナがゴロリと寝返りを打つ。その彼女の周囲には古びた書物が何冊も散らばっていた。


    　タクトは壁にかけてある時計を確認する。


    　時刻は午前四時。外はまだほの暗く街も静まり返っていた。


    　そっと布団を抜け出し、露出の多いルナの肢体を極力目に入れないようにしながら彼女に布団をかける。その寝顔を見て、思わずため息が漏もれた。


    「また遅くまで読んでたんだな」


    　その様子を見るだに、読んでいる間に寝てしまったようだった。


    　周囲に散らばった古文書はタクトの父親が残したものだが、それらは全てルナが居たという異世界ゼラ・ハイヴの言語で記されていた。


    　ルナは昼夜関係なくその書物群を読み漁あさっている。それは彼女の現状を打開するために必要なことだった。


    　異世界人である彼女がこの地球に転移してきたその理由は、ゼラと地球を結ぶ「扉」を破壊するため。先祖より受け継いできた扉の「番人」の血族であるルナがその役割を担っている。


    　そしてタクトは、ルナという番人を手助けする役目を請うけ負った「儕ともがら」の一族の末まつ裔えいに当たる。


    　二年前から昏こん睡すいする妹、結ゆ月づきの治療手段を追い求め、タクトはルナと共に様々な出来事を体験した。しかし現在、昏睡病の原因が異世界の物質「ジオ・グラム」に寄生された結果であると判明していること以外治療に進展はない。


    　ジオ・グラムをこの世界に呼び込んだ異世界の扉については、それを安定化させていた装置の爆発と共にこの世界から消滅した。


    　タクトは再びルナの顔を見つめなから、扉の消滅後に彼女が告げた言葉を思い出す。


    　──この体は、時期が来れば自然に消滅するように呪のろいがかかっておる。


    　彼女の寿命はおおよそで残り一か月。しかし扉がない今、帰還の手立てはない。


    　昏睡病の治療手段と帰還方法。


    　その二つを見つけるために、タクトとルナはゼラの古文書から有用な情報を入手できないかと足あ掻がいているのだ。


    　今この場で心ここ地ちよさそうに寝息を立てているルナの顔からは不安も悲しみも読み取れない。


    　だが彼は知っている。


    　この世界でたった独りだとしても気丈に振る舞おうとする彼女のことを。帰還が絶望的になったときタクトに迷惑が及ばぬように、人知れず天命を全まつとうしようとした彼女のことを。
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    　だからタクトはルナを引き止めた。必ず帰還させると約束し家に連れ帰った。


    　今でこそ独りで死のうなどと考えることはないだろうが、彼女の心の奥には死への恐怖がわだかまっているだろう。そして呪のろいが発動する期限は刻々と迫っている。


    　それは妹の件に関しても同じだ。治療薬が開発できないのであれば妹もまた死を待つ運命なのだから。


    　タクトは重苦しくなった気分をため息と共に吐き出すと、素早く着替えを済ませてルナを起こさないように気遣いながら部屋を出た。


    　携帯を取り出しディスプレイに目を落とす。昨晩、タクトが所属する錬金術組織「アガスティア」の所長代理である間ま宮みやから、研究所に出向くよう呼び出しのメールが届いていた。


    　再び携帯をしまって、寝室のある二階から階段を下りる。台所に行ってルナのための朝食を作ってから外出することにした。


    　食欲旺おう盛せいなルナのために朝食としてはボリュームの多いメニューを用意しておく。古文書の調査で疲れているであろう彼女を、せめて少しでも喜ばせたかった。


    



    　その日の午後、タクトは犀さい星せい薬理化学研究所の白い通路を歩いていた。


    　研究所は錬金術組織の拠点として今も稼働している。


    　アガスティア代表者の六ろく条じよう時とき宗むねは既に死亡しているものの、この研究施設に被害があったわけでもなくむしろ今も治療薬研究のために利用されていた。


    「ええと……資料室ってどこだっけ」


    　タクトは周囲を見回しながら進む。


    　彼は、間宮に呼び出されたもう一人と資料室で待ち合わせをしていた。


    　そのもう一人の名は雪ゆき城しろ莉り緒お。同じアガスティアに属する仲間であり、ジオ・グラムに融合されても昏こん睡すいすることのなかった「適応者」でもある。


    　資料室を見つけて前に立つと自動ドアが開く。室内には巨大な壁掛けモニターが三つと操作端末が置いてある。その端末の前に莉緒はいた。


    「おはようございます」


    　タクトの来訪に気づいた莉緒が、振り返り笑みを見せる。彼女は私服姿で黒を基調としたワンピースにカーディガンを羽は織おっていた。


    「……ここで、何してるの？」


    「少し文献を漁あさっていました」


    　莉緒がモニターを見た。そこには蛙かえるやら蛇へび、星座や羽の生えた人間などが配置された絵が映し出されている。絵の中には細かい文字がびっしりと書き込まれていた。


    「文献て……何かの絵に見えるけど」


    「錬金術の極意は基本的に文字情報で残さないようにしてあるんです。迫害を受けていた時代もありましたし、その真理はすぐに読み解けないよう抽象的な絵や図形などで表されるようになっています」


    　そういうことか、とタクトは納得する。そこで莉り緒おが思い出したように言った。


    「タクト君は錬金術の知識も技術も継承されていないのでしたね」


    「ああ……うん。親父の考えか何か知らないけど、ね」


    　ルナ曰いわく、御み厨くりや家は先祖代々ゼラ・ハイヴから来訪する番人を手助けする役目の他に、異世界への扉を開こうとする組織を監視する、という役目も担っていたと推測していた。


    　タクトの父親、御厨顕あき嗣つぐは頻ひん繁ぱんに家を空けていたが、それは任務を行っていたためと思われる。そのことをタクトが知ったのはつい最近のことだ。


    　父親がなぜ全てのことを隠していたかはわからない。既に彼はこの世にはおらず、じかに話を聞くことも叶かなわない。


    　父の本心を理解できる日は、きっと来ないだろう。そう思うと少し胸が痛んだ。


    　ただ事実として、タクトは儕ともがらにもかかわらず錬金術の知識を何も持っていない状態にある。


    「ではこのデータベースの使い方も少し教えますね。今までタクト君はトレーニングばかりでこの施設を使う暇ひまもありませんでしたし、いい機会かもしれません」


    　タクトはアガスティアに入ってから基本的に、東あずまという傭よう兵へいとの戦闘訓練に明け暮れていた。それ以外の、例えば設備の扱いなどは聞いても教わってもいない。


    　六ろく条じようは番人を捕らえるために、儕であるタクトの動向を把握しようと仲間に引き入れただけだ。これから拘こう束そくする相手に余計なことを教えるつもりはなかったのだろう。


    「助かるよ。頼む」


    　莉緒は頷うなずくと、丁てい寧ねいに説明を始める。


    「ここは錬金術の専門用語や術式、論理、数式を全てデータベース化しています。一種の図書館のようなものですが、錬金術に用いられる特殊な記号や暗号を打ち込むと、それらを組み合わせ理論体系化して図版を自動生成するようにもできているんです」


    　例えば、と莉緒は「ヘルメスの鳥」「賢者の水銀」といった用語を幾つか打ち込んだ。


    　すると絵の中の図形や動物がぐにゃりと動き、まったく別の図版に変化する。


    　莉緒によれば、打ち込んだ用語は化学物質の精製や自然現象、抽出したい物質などを示していて、それを元にデータベースが実験手法や秘術を導くという。


    　絵に隠された意味などタクトにはさっぱりわからないが、神秘的なものに触れた少しの高揚感があった。


    「で、この図版に隠された意味、つまり実験手法や秘術についても解析することができます。これは未いまだ知られていない錬金術の文献が発見されたときに役立つんです」


    　莉緒が端末を操作すると、図版が消えて代わりにウインドウが開いた。


    　そこにびっしりと英文の文章が出現する。


    「これがその中身を記したものだと？」


    「はい。ある程度予測の範囲もあるので最終的には人が読み解く必要もあるんですけど、非常に使える設備なんですよ」


    　実感を伝えようとしてか莉り緒おの声にも熱がこもっていた。


    　タクトは莉緒の隣で端末を覗のぞき込む。使う機会が来るかわからないものの、覚えておいて損はないシステムだろう。


    　そこで莉緒は端末を操作して画面に映る英文を消した。


    「あれ、何か調べようとしてたんじゃないのか」


    「ちょっとした検索でしたので、もう大丈夫です。予定時間までもうすぐですしね。操作については今度また改めて教えます」


    　タクトと莉緒は連れ立って資料室を後にした。


    　それから進むうちに通路がガラス壁に囲まれる。タクトはガラス壁の向こう側を横目で見た。巨大な円筒形培ばい養よう槽そうに浮かんでいる半透明の鉱物が目に入る。


    　ジオ・グラムだ。


    　培養槽の前にいる研究者たちは熱心な顔つきで何やら話し込んでいる。彼らの目的は人々が昏こん睡すいしてしまう「眠り姫症候群」の治療薬を作ること。そのためにアガスティアはジオ・グラムを狙うヘテログリフといった錬金術組織と闘いながらジオ・グラム回収を進めてきた。


    　だがそれは、所長であった六ろく条じようが彼ら善良な錬金術師を騙だますためについた嘘うそだった。


    　錬金術師たちは治療薬開発のため研究を進め、有益なデータを収集してきた。例えば莉緒のようなジオ・グラムに耐性のある人間の、遺伝的素質が判明したのも彼らの功績だ。


    　しかし六条はその成果を秘密裏に悪用して非道な人体実験を繰り返し、ジオ・グラムに融合されると昏睡してしまう耐性のない人間に、短時間だけとはいえ異能を授さずける薬を生み出した。その事実を知った研究者たちのショックはいかほどだっただろうか。


    　思い描いていた理想が壊される無力感や絶望感。両親の死や妹の昏睡を体験している少年にとっては馴な染じみのある感覚であり、彼らの心情も幾らか察することはできた。


    　タクトはガラス壁のある通路を通り過ぎながら治療薬について考える。


    　ここに集つどう錬金術師は決して劣った人材ではない。だが彼らにはできない非道な人体実験を繰り返していた六条のほうが、より研究を進めていたために、裏をかかれてしまった。


    　何とも釈然としない結論だが、発想を変えれば六条がより詳細な研究データを持っていたなら、治療薬開発にもフィードバックできる成果があるかもしれない。


    　だが、現段階で頭の痛い問題があった。


    「なあ、莉緒」


    「何ですか？」


    「六ろく条じようの研究データって……やっぱりもう手に入らないのかな？」


    　その名を聞いて、莉り緒おの顔色が少し曇った。


    　異世界への扉を開くために自分や父親を騙だまし、利用していた男の名を軽率に出してしまったことに気が付き、タクトはうしろめたくなる。


    「ええ。適応化の薬に関するデータは、地下施設の崩壊と共に全て失われてしまったようです。この施設に残された研究成果も幾つかはありましたが、どれも重要なものではなく……」


    　その表情とは裏腹に、彼女は努めて冷静に語ろうとしている。


    　莉緒の中に葛かつ藤とうはあるのだろうが、塞ふさぎ込むわけにいかないことも自覚しているのだろう。


    「こちら側からデータを移した痕こん跡せきもあるので何とか再現できないかと試行錯誤してるのですけど、芳かんばしくはありません」


    「そうなんだな……うまくいくといいんだけど」


    「やはり犀さい星せい財閥に依頼するべきかもしれません。システムやソフト関係の専門家とか、いくらかアテがあると思うんです」


    　タクトは神妙な顔つきで莉緒の話に頷うなずく。


    　まったくの門外漢で何も手伝えることがなく、事態が好転するのを待つしかなかった。


    　しかし六条は異世界への扉を開けようとした張本人だ。扉を開く禁きん呪じゆ「異界門顕現マグヌス・オプス」に関する重要な情報を持っていた可能性は高い。


    　ルナを帰還させる手掛かりがない今、その情報が必要だった。


    「それで今日は、犀星財閥にその専門家を紹介してくれるよう頼みに行くと？」


    　タクトと莉緒は所長代理の間ま宮みやに呼び出されたものの、目的は知らされていない。


    「いえ、今回は犀星財閥からの呼び出しのようです。私も何の話なのか聞かされてなくて」


    　そう言われてタクトは呼び出しの理由を想像してみる。実際に会った犀星財閥の人間は、財閥の人間とはいいつつも普通の会社員のような風ふう貌ぼうの男で、組織経営などの事務的な話を淡々とするのみだった。内容の中心は金銭面で、込み入った話があったことはない。


    　いつものように大した話ではないのだろう、と予想する反面、何か違う展開が起こるのではという予感もあった。それを言葉にすることもなく、二人で廊下を進む。


    　突き当たりにある所長室の前に行くと、そこには白衣姿の小太りな男が立っていた。


    「あ、二人とも！　お待ちしてましたよ！」


    　二人の姿に気づいた間宮が声をかける。少しだけ焦あせった様子だ。


    「なぜそんなところで立って待っているのですか？　私たちが来るまで部屋で待っていてくれればいいのに」


    　莉緒が率直な疑問を投げると、間宮は汗の浮かんだ額ひたいをハンカチで拭ぬぐう。


    「いやその、先ほどまでは中にいたのですが、どうにも掴つかみどころのない方で、外の空気をね、はは」


    　苦笑いを浮かべた間ま宮みやの返答に莉り緒おは首を傾かしげる。


    「さぁ、とにかくどうぞ入ってください」


    　押されながらタクトと莉緒が部屋に入る。


    　六ろく条じようという部屋の主あるじがいなくなった所長室は現在間宮が使用しているが、そこはタクトが初めて訪れたときと何ら変わりはない。


    　ただ応接用のソファーに一人の見知らぬ男が座っている。


    　灰色のスーツを着た二十代ほどの男は二人の入室に気づいて立ち上がる。細身だが背は高く色白な肌をしている。艶つややかな栗色の髪の下には端正な作りの顔があった。全体的な容姿は美男子と呼ぶに相応ふさわしいが、男の表情は感情に乏とぼしく真ま面じ目めな目つきで二人を見ていた。


    「あなたは……！」


    　男を見ても何もピンと来なかったタクトだが、一方で莉緒は驚いている。


    「お呼び立てしてすまない。さぁどうぞこちらへ」


    　男が精せい悍かんな外見に似合う美声でソファーの対面へ座るよう促うながす。


    　二人が座ると間宮だけ部屋を出ていき、その後に男が座った。


    「まず自己紹介しよう。私は犀さい星せい武たけ臣おみ。犀星財閥のものだ」


    　念のため、と武臣は名刺を取り出してテーブルの上に置いた。タクトでも知っているような有名企業の顧問だとか取締役といった肩書きがずらっと並べられていた。


    「いえ、アガスティアの一員としてもちろん存じております。犀星財閥現当主である犀星宗そう十じゆう郎ろう氏の後継者であり、海外事業を束たばねている若き実業家。そのお噂うわさはかねてよりお聞きしていました」


    　莉緒が堅い台詞せりふを言うのでタクトは驚いて背筋を伸ばす。


    　武臣の表情は変わらず、そこに謙けん遜そんや自信家めいた様子も浮かんでいない。感情の機微が少なく何を感じているのか読み取れない顔つきだった。


    　そこでドアが開き間宮が人数分のお茶を持ってきた。間宮は三人分の湯のみを置き、自分の分をテーブルの端に置いてタクトの隣に座った。


    「さて、雪ゆき城しろ莉緒さんに御み厨くりやタクト君、でよかったかな。報告書の通りであれば君たち二人が六条氏の策謀に巻き込まれた適応者である、と。その認識で間違いないだろうか」


    　武臣が唐突に切り出した。


    「はい。間違いありません」


    　莉緒が答えると武臣は頷うなずく。


    「私は事件当時に日本にいなくてね。事の顛てん末まつは全て把握しているが齟そ齬ごが生じていないか、情報が抜けていないか確かめたい。よいだろうか」


    　躊躇ためらいなく、わかりましたと莉緒は答える。それを聞いて武臣は彼が把握しているという事件の全容を簡潔に話し始めた。


    「君たちは一か月前、六ろく条じように拘束された。だがその日、錬金術組織「ヘテログリフ」の強襲が重なった。君たちはその騒動の隙すきをついて脱出し、六条がジオ・グラムを出現させていた次元の穴を隠していた事を知る。ここまではいいかな？」


    　その言葉に莉り緒おが頷うなずくの見て、武たけ臣おみは続ける。


    「そして、次元の穴は原因不明の爆発を起こして消滅した、と」


    　タクトは淡々と喋しやべる武臣の顔色を窺うかがっていた。美青年の表情は特に変化はない。莉緒が報告した事件の顛てん末まつの中から、ルナという異世界人の存在と、六条がルナを狙って行動していたという事実が除かれていることを感づいてないかどうかが気がかりだった。


    　真相を話さない理由は、主にルナという存在を秘密にしておくためだ。


    　六条は適応化の薬を生み出したものの、それは不完全な代しろ物ものだった。


    　そこで薬を完璧にするためにゼラ人であるルナの肉体、遺伝子を欲した。そのため六条はルナを誘おびき寄せるためだけにジオ・グラム争奪戦という壮大なマッチポンプを仕掛けていた。


    　異世界人はかつて錬金術師に「賢者の石」と称されるジオ・グラムを与えた存在でもある。今回は六条のみが彼女を狙ねらっていたが、ルナの存在が明るみに出ればまた争いの火種となりかねない。たとえ支援者である犀さい星せい財閥でも伏せておく必要があった。


    　説明を聞き終えた莉緒は、間違いありません、とだけ答える。


    　ふむ、と武臣は相あい槌づちを打った。その青みがかった瞳ひとみが二人に向けられる。


    「六条氏が君たちを拘束した理由は、どう考えている？」


    「おそらく不安定だった次元の穴が正常化できる目め処どが立ったのだと思います。正常化できればジオ・グラム回収役は必要ない。私たちは用済みになったのではないかと」


    　莉緒は顔色一つ変えず偽りの設定をすらすらと述べた。


    「なるほど。つまり君たちはあくまで利用されていた立場であり、幸運も味方して生き残ることができた。それ以上は何も関与していないし知ることもない。そういうことか」


    「はい」


    　武臣の双そう眸ぼうが細められる。その視線は何かを探るようなもので、タクトは自身の緊張が顔に出ないように意識した。


    「それで今日は事実確認というだけで呼び出されたのでしょうか。そうであれば、報告書に記載した以上のことはご説明できないかと思いますが」


    　詮せん索さくされる前に莉緒が先手を打つと、武臣は首を振る。


    「では本題に入ろう。ここアガスティアの代表者六条時とき宗むねはジオ・グラム出現の発端となった研究を推進していた事実を隠し、適応化薬開発を秘密裏に遂行するため我われ々われに虚偽申告をしていた。我々も君たちも、あの六条という男にまんまと踊らされたことになる」


    　間ま宮みやが俯うつむいた。その顔色は暗い。騙だまされていた事実を再認識しているのだろう。


    「我々にも当然、彼の策謀を見抜けなかった責任と罪がある」


    　武たけ臣おみの声は真剣なもので、対処が遅れたことを酷ひどく悔やんでいるようだった。


    「今回の事件が発覚してから私を含めた首脳部により緊急会談を行った。本件に関しては犀さい星せい財閥が全面的な組織運営を行うことを決定している。まずはアガスティアの解体と治療薬開発の研究体制をより強固なものに作り替える」


    「それはつまり、貴方あなたが指揮を執とって治療薬開発を続行するということですか」


    　莉り緒おの問いに武臣は頷うなずく。


    「そう受け取ってもらって構わない。それと日本で起こったジオ・グラム発生の件を把握している錬金術組織のうち、治療薬開発に協力的な組織が出てきている。そうした組織とも情報交換や提携を行う」


    「ほ、本当ですか？」


    　タクトは思わず声を上げていた。


    「確かな情報だ。どうも六ろく条じようが他組織との交流および情報発信を全て遮しや断だんしていたようだ。そのためこんな事態になるまで我われ々われに声が届かなかったのだろう」


    　確かに、六条はタクトらを騙だますために治療薬開発を行う唯一の組織がアガスティアだと嘘うそをついていた。他に善良な組織がいても、接触されると六条には不都合だったのだろう。


    　思いがけぬ朗報にタクトは目を輝かせたが、続く言葉に違和感を覚えた。


    「ついては君たち適応者にも我々が運営する錬金術組織への参加を願いたい。今日はその提案のために出向いた」


    　タクトと莉緒はお互いに顔を見合わせる。


    「あの、俺たちはもうアガスティアに入ってますよね？　そのまま移るんじゃないんですか」


    「はっきり言えば君たちの待遇は現在とはまったく異なる。本人の事前承諾なしで移籍させることは避けたい」


    　なにやら不穏なものを感じさせる口ぶりだった。


    「ジオ・グラムは社会に対する影響があまりにも大きい。それは適応者も同じだ。特異な存在であることに変わりはない。君たちには我々の管理の下もとで生活してもらうことになる」


    「管理……好き勝手に動くな、っていうことですか」


    「具体的にいえば我々の希望は三つ。一つ目は位置把握のためＧＰＳをつけてもらう。取り外しできぬよう肉体内部に埋め込む施術をしてだ。二つ目は我々の所有する施設で生活を送ってもらう。三つ目は申請なく能力を発動した場合は厳重なペナルティを課すこと。それも埋め込んだＧＰＳで把握できるようにする。君たちを信用していない、というわけではないがこれが我々の判断なのだよ」


    　タクトは眉まゆ根ねを寄せて黙った。武臣の言うことは理解できる。できるがこれでは軟禁と変わらない。


    　それにタクトにとっては、もっと都合の悪い側面があった。


    　それは環境変化に対してではなく、居い候そうろうしているルナについてだ。


    　考え込むタクトの代わりに莉り緒おが口を開く。


    「ローゼンエレメンツと京都御領秘術協会にも適応者が在籍しています。彼らはどうするつもりですか？」


    　ジオ・グラム争奪戦に参加していた組織は主に四つ。アガスティアとヘテログリフの他にはローゼンエレメンツと京都御領秘術教会が確認されている。タクトはまだ出会ったことはないが、その二組織にも適応者がいて莉緒が何度か交戦したことは以前に説明されていた。


    「その二つの組織については現在調査を行っている。彼らがジオ・グラムを求める理由は定かではないが、ジオ・グラムの出現が停止したことは既に把握しているだろう。争いあう理由はない。そこで犀さい星せい財閥から接触を行い休戦協定を結ぶ」


    「しかし彼らが素直に管理されてくれるでしょうか」


    「だからこそ次期当主である私が折せつ衝しようを命じられている。彼らの目的にもよるが、できうる限り譲歩する用意はある」


    「従わない場合はどうするつもりですか」


    　莉緒が強い口調で問う。武たけ臣おみは彼女の視線を真正面から見返した。


    「争いは起こしたくはない。だがそれは時と場合による。その準備が私たちにはある」


    　暗に武力行使により従わせると言っているようなものだった。おそらく犀星財閥は豊富な資金と権力により、それなりの武装集団を用意できるのだろう。


    「じゃあ俺たちが従わないって返事をした場合も……」


    「対応は変わらない。だが前提は対話での解決だと覚えておいてほしい」


    　タクトも莉緒も黙り込む。その沈黙を破ったのは武臣だった。


    「君の妹君が昏こん睡すい病患者だというのは報告で聞いている。組織に参加してもらえば優先して治療を進めることもできる。最新鋭の医療機器に専属チームもつけられる。君にとってはまたとない話だと思うが」


    　膝の上に置いていたタクトの手がピクリと動いた。


    「それでも君は悩むか？」


    　険しい顔で黙り込むタクトに武臣は辛抱強く待ったが、やがてため息を吐ついた。


    「すぐに答えを出せというのは性急だな。すまない。考える時間は必要だろう」


    「……すいません」


    　武臣は一度目を瞑つむると、今まで黙り込んでいる間ま宮みやのほうを向いた。


    「これからアガスティアの権限は私に移譲される。間宮氏には既に了承はいただいている」


    「ええ、はい。私もそのほうがいいと思うんです」


    　間宮がハンカチで額ひたいの汗を拭ぬぐう。その顔はどこかほっとしたようでもあった。この一か月いきなり所長代理として組織を任されたというプレッシャーもあったのだろう。


    　そして武たけ臣おみは淡々とした口調で間ま宮みやに言い放った。


    「早速ですが、御み厨くりやタクトと雪ゆき城しろ莉り緒おの両名の施設への出入りは禁止してもらいたい」


    「えっ、それは……」


    　間宮が戸惑いの声を上げた。そしてタクトと莉緒の顔色をチラリと窺うかがう。


    「組織の人間でもない者を施設に入れるべきではない。当然の処置だ。適応者である君たちを自由にさせるのは私なりの気遣いだと思ってほしい」


    「……それが考える時間、でもあるわけですか」


    　タクトが硬い声こわ音ねで言うと、武臣は頷うなずく。


    「期限は二週間だ。それは私が待てる最大限の猶ゆう予よでもある。それまでに答えを聞かせてほしい」


    　沈黙する二人に武臣は重ねて言う。


    「色好よい返事を期待している」


    　それから武臣は間宮と重要な話があると言って二人に退席を促うながす。タクトと莉緒はともに思案に駆られたまま、無言で席を立ち部屋を出た。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　犀さい星せい財閥に呼び出された翌日、タクトと莉緒は慈じ英えい大学病院にいた。


    　今日は、かねてより予定されていた結ゆ月づきの転院手続きが行われる重要な日だった。行き先は長野県にある莉緒の親族が経営しているという民間病院だ。


    　昨日の犀星財閥からの提案はタクトにとって予想外の出来事だった。そして妹の結月にとっても無関係な話ではない。


    　しかし、転院を遅らせるわけにはいかないという判断で予定通り決行することになった。


    　二人は病院の救急搬入口前に停車する救急車を見ている。医師の指示に従って看護師がてきぱきと動いていた。そして今、患者である妹の結月が車内へ搬送されていく。


    　ベッドに寝たきりで点滴やモニターと繋つなぐチューブをつけられたままの少女は、微かすかな揺れにも目を覚ますことなく看護師と共に車中に入った。


    「結月……」


    　タクトは、眠り続ける妹の名前を呟つぶやく。


    　眠り姫症候群という病に冒された結月の体は痩やせこけ、非常に弱々しい。そして、こうして育った街から別の土地へ移されるということにも気づくことはない。


    　兄が心配そうに見つめていることすら知ることはないのだ。


    　結月を転院させることに不安がないわけではない。長い移動時間で体に負担がかかるかもしれない。遠い場所にいるため、簡単には様子を見に行けないという難点もある。


    　それに、急ではあったが犀星財閥からの提案も気がかりだった。ともすれば財閥直下の病院に転院するという選択肢だってあったのだ。


    　そのため結ゆ月づきの転院を延期するべきかと彼は迷った。


    　しかしタクトは、結月を早く安全な場所に置くべきだと考え、転院手続きを済ませることにした。転院先が莉り緒おの親族が経営している病院ということからも、信頼に足るものだった。


    「それでは出発します。よろしいですか」


    　看護師が声をかける。タクトはじっと結月を見ていたが、ややあって頷うなずいた。


    　救急車のドアが閉まった。結月の姿が見えなくなると途端に不安が膨ふくれ上がって、タクトは眉まゆを曇らせる。


    　だが、これでいいのだと彼は自分に言い聞かせた。


    　しばらく遠く離れてしまうことになるが、今こん生じようの別れというわけではない。


    　そうして救急車は発進し、あっという間に姿が見えなくなった。


    　しばらく立ち尽くしていたタクトの側そばに莉緒が歩み寄る。


    「……本当に付き添いをしなくて、よかったのですか」


    　莉緒が顔色を窺うかがうように聞いてくる。


    「うん……今は仕方ない。ここを離れるわけにはいかないから」


    　本来は親族が付き添うものだ。特に寝たきりの妹の世話をしたいという思いは強い。


    　だが昨日の武たけ臣おみからの提案もある上に、自宅ではルナを匿かくまっている。彼女は今、古文書の調査にかかりきりになっていて家を離れることはできない。


    　そう返事をした後でも、莉緒の心配そうな目つきは変わらない。


    　莉緒の優しさを感じ取ったタクトは、彼女に向き直り笑みを作る。


    「俺なら大丈夫。莉緒のおかげで結月の転院もできた。すごく感謝してるんだ」


    　結月が他県の病院に転院することはタクトの希望だったが、それを実現できたのは莉緒の力があってのことだった。


    　妹は先の事件で、タクトとルナを誘おびき寄せるために六ろく条じようの人質にされたのだ。一歩間違えれば妹は無事ではいられなかっただろう。


    　六条はもういないとはいえ、今後もしものことがあった際に、昏こん睡すいしたまま動けない結月は逃げることもできない。タクトがずっと側にいることも難しく、病院関係者に警護を依頼するわけにもいかない。


    　錬金術や異世界に関わるタクトはこの先も危険な目に遭う可能性が高い。結月にまで危険が波及することは避けたかった。そこで今後の対策を莉緒に相談したところ、莉緒の叔父が経営している病院に転院してはどうかと提案をしてもらうことができた。


    　何でも莉緒の母親もそこに入院中で親族に診てもらっているという。結月も二十四時間監視の病室に入れてもらう、ということだ。


    　そうすれば、タクトが側そばにいなくても危険を察知できる。


    　警備の面でも抜かりはないということなのでタクトはその提案にすぐ飛びついた。


    　転院すれば結ゆ月づきとの距離は離れてしまうものの、彼にとって魅力的な話であることに違いはなかった。


    　タクトが提案を受け入れると、莉り緒おは短期間のうちに書類の用意やら事前相談など様々なことを手伝ってくれた。彼女との縁がなければこれほど早く転院することもできなかっただろう。


    「本当にありがとう」


    　タクトが再度礼を言って頭を下げると莉緒は手を振る。


    「そんなかしこまらないでください。私はこれくらいして当然の立場なんです」


    「前も言ったけどそれは違う」


    　その言葉を聞いて、莉緒がビクリとする。


    「莉緒のせいじゃないんだ」


    　言い含めるように強く言う。


    　彼女の父、雪ゆき城しろ玄げん盛じようは六ろく条じようと共に異世界の扉を開こうとした共謀者だ。


    　その父親の行為を事前に止められなかったことに彼女は負い目を感じ、贖しよく罪ざいのため争奪戦に身を投じてきた。


    　だが、昏こん睡すい患者を救うため命がけで奔ほん走そうしてきた彼女が、卑ひ下げするように自分を追い込む必要などないのだと、タクトは思う。


    「でも……」


    「ただ、結月のことを心配して力を貸してくれたのは本当に助かった。俺、莉緒には感謝してもしきれない」


    　タクトの率直な言葉に神妙な顔つきだった莉緒は微笑を浮かべ頷うなずく。


    「お役に立てて私も嬉しいです。あと、あの」


    　そこで莉緒はチラリと周囲に目を向ける。


    　遠巻きながらも見舞い客などが二人を興味深げに見ていたのだ。


    「ちょっと、離れましょうか」


    「う、うん。そうだな」


    　人目につく場所で真剣なやり取りをしていれば否いや応おうなく注目を集めてしまう。


    　二人はそそくさと歩き始めた。


    　時刻は夕方に近くなっている。暖かな日差しがそろそろ陰り始める頃だった。


    　タクトはブロック塀で舗装された遊歩道を歩きながら、先ほどの続きを話し始める。


    「それでとりあえず、もう少し落ち着いたら結月に会いに行こうと思ってる。身の回りのものとか着替えとか、事前に届けてるけど最低限のものだけだし、この病院とは勝手が違うこともあるしね」


    「そうですか……やっぱりいろいろと心配になります、よね」


    　莉り緒おはタクトの心境を慮おもんぱかるように呟つぶやく。


    「正直、不安なところはある。でもここにいたら何が起こるかわからないし、できるだけ遠くにいるほうが安心かもしれない。莉緒だってそう思ってお母さんのこと預けたんだろ？」


    「私の場合は……」


    　そこで彼女は口ごもり歩く速度が落ちる。


    「お父さんが死んで酷ひどく衰弱したお母さんは、自宅療養できない状態でした。私もアガスティアに入ることが決定したのでずっと付き添うこともできなかった……でも正直に言えば、あんなお母さんを見ていたくなかった、ということもあります。遠く離れることでジオ・グラム入手に専念できると思った」


    　自虐的な声にタクトは、しまったと思った。


    「ごめん、嫌なこと聞いて」


    「いえ、大丈夫です。もう争奪戦も終わったことですから」


    　莉緒は優しげな目でタクトを見つめる。


    「全ての真実が明るみに出てお父さんの想いもわかった。お母さんに伝えてあげれば回復の兆しもあるかもしれない。しばらくお見舞いにも行けていませんし、私も落ち着いたら会いに行こうと思います」


    　彼女の父は確かに六ろく条じようの共謀者ではあったが、最後には反旗を翻ひるがえして実験を止めようとしたことが明らかになった。その真実が彼女や母親にとって幾ばくかの救いだろう。


    「そっか、それがいいと思う。どうせなら二人で行こう」


    「えっ……二人で、ですか」


    「うん。駄目かな」


    「駄目じゃないですけど……」


    　心なしか莉緒の頬ほおが赤くなっている。


    「私、男の子と遠出したことなくて……その、長野県まで二人きり、ですし」


    　莉緒の言葉でタクトも急に実感した。タクトとて女の子と二人きりでどこかに出かけたことなどない。それがたとえ見舞いだとしても、道中の長い時間を二人でいなければいけないと考えると急に緊張してしまった。


    「タクト君がよければ……私は構いませんけれど」


    　小さな声でそう言う莉緒にタクトの心臓が跳ねる。


    「じ、じゃあその話はまた今度で……えっと、昨日のことを話そうか」


    　変に意識してしまってタクトは咄とつ嗟さに話題を変えた。照れ笑いしながら早歩きで進んでしまう。


    　そして二人は木陰にあるベンチを見つけて近づいた。周囲に人がおらず話し込むには最適な場所だった。


    　タクトが莉り緒おと共に結ゆ月づきを見送ったのは、その後に武たけ臣おみからの提案を話し合う時間を作るためでもある。


    　ベンチに腰掛けた莉緒は、そこですぐに切り出した。


    「ただ、私は思うんです……正直、結月さんと離れたままでいることもない、と」


    　その台詞せりふは硬さを帯びていた。タクトも隣に座り、彼女の言わんとしていることを悟る。


    「武臣さんの提案のことを言ってるんだな」


    　彼女は頷うなずく。


    　莉緒は既に錬金術師としての顔つきになっていた。


    「武臣さんの条件を飲めば私たちの行動には一定の制限がつくことになる。おそらく日常的な監視も始まるでしょう。それでも結月さんの治療は今よりずっとよくなる。すぐ会える距離にいられる。最新鋭の設備が整っているであろう犀さい星せい財閥直下の施設に頼ることは、決して悪い話ではないはずです」


    　その台詞の中で莉緒はあえて触れていないようだが、彼女としても母親を東京に呼び戻すことができるかもしれない。決してタクトにだけメリットのある話でもないのだ。


    「迷う必要はないと思うんです。即答できなかった理由はなんですか？」


    「いろいろあるけど……そもそも犀星財閥は信用していい相手なのかな」


    　タクトは自分の頭の中にある考えを整理しつつゆっくりと話した。


    「犀星財閥はアガスティアの支援だけしてきて、これまで争奪戦にもろくに介入してこなかった。騙だまされていたとはいえ六ろく条じようたちのことも野放しにしてた連中が、何で今更に適応者とかジオ・グラムを管理するって言いだしてるんだ。責任を取るためってのは本気なのか？」


    「嘘うそではないと思います。ただ、六条さんの暗躍を支援していた、という事実が不安材料なのでしょう。巨大な権力が一人の男に謀たばかられていたうえ、これ以上ジオ・グラムに関する不祥事や地下施設崩壊のような大事故が続けば、当然関わっていた財閥の社会的地位も危うくなる」


    「つまりもう、俺たちに何も起こさせないようにしよう、ってわけか」


    「だと推測できます。ただタクト君の疑念もわかります。犀星財閥は自みずから抗争に手を出して標的となることを避けてきた。その一貫した態度がここにきて変わったというのは私にも違和感があります」


    　莉緒の説明はタクトの漠然とした疑念を的確に言語化していた。


    「それに、タクト君の慎重になる気持ちもわかります」


    　彼女の目にふと陰りが落ちる。


    「私たちは信じていた六条さんに裏切られた。その体験はすぐに拭ぬぐいきれるものではなく疑ぎ心しん暗あん鬼きにもなる……私も、同じ立場ですから」


    　タクトが頷くも、莉緒はすぐに鬱うつ屈くつした感情を押し込めるように毅然として言った。


    「それでも、やはりここは提案に従うべきだと思います。もし犀星財閥が私たちの障害になることがあっても、内部に入らなければ知ることも止めることもできません」


    「だけど妹を預けてしまったら、危険な連中だとわかった段階じゃ遅い」


    「でしたら妹さんの安全が確保できる案を考え、犀さい星せい財閥にその条件を突きつければいい。だけど現時点の貴方あなたはそれを考慮していない。それは妹さん以外のことも考えてるからです」


    　莉り緒おに誘導される形で話を展開されてタクトは口をつぐむ。


    　沈黙の間、遠くから子供の笑い声が聞こえてきた。


    「ルナさんのため、ですね？」


    　はっきりとした声こわ音ねと鋭い眼光が放たれた。


    「ルナさんの存在は私たちだけの秘密です。監視されれば自おのずと知られてしまうから、ルナさんとは離れなければいけない。それに、タクト君が異界門顕現マグヌス・オプスの手法を探し求めているなどと犀星財閥に知られてしまえば、きっとタダでは済まされません」


    　なんでもお見通しだ、というレベルで言い当てられていた。


    「だからこそタクト君は結ゆ月づきさんの件があっても決して首を縦に振ることはできなかった」


    「……そこまでわかってるなら、俺がどうしたいかもわかるよね」


    　バレてしまっているならば仕方がない。もとよりタクトはそのことを莉緒に相談したいと考えていた。


    　犀星財閥に管理されれば、莉緒の言う通りルナの側そばにいることはできなくなる。


    　彼女は扉が崩壊した後、自分に迫る死を諦てい観かんしていた。公園で引き止めなければあのままどこかでひっそりと命を落としていただろう。


    　タクトは、自分がルナと共に異界門顕現マグヌス・オプスを追い求めることが、彼女の生きる意思をかろうじて引き止めているのかもと感じていた。


    　自分がいなくなれば彼女が再び生きることを諦あきらめてしまうかもしれない。


    　その不安を拭ぬぐいきれないでいた。


    「タクト君は治療薬開発と異界門顕現マグヌス・オプスの手法。その二つを同時に追い求めていきたいと考えているのですよね」


    「うん……できれば」


    　すると莉緒はじっとタクトを見つめた。その表情は険しい。


    「無謀だとは思いませんか」


    　事も無げに彼女は言い放った。


    「どちらの問題も解決する。それは理想です。でも、それだけのことをする余裕がタクト君にあるとは思えません。どちらかを後回しにしなくては中途半端になるだけでは？」


    　後回し。それは承服できない提案だった。しかしタクトはなぜそうできないのか、ということをはっきりと彼女に伝えることができず咄とつ嗟さの言い訳を口に出す。


    「い、いやでも、ルナには異界門顕現マグヌス・オプスのことと同時に治療方法についても調べてもらってるんだ。ルナに治療のことだけ調べてくれっていうのはフェアじゃない。俺も彼女のことを手伝わないと……」


    「なるほど。ルナさんが故郷を恋しく思うのはわかります。ですが彼女にはすぐ帰還しなければいけない事情などないでしょう？」


    　ドキリ、と心臓が跳ねる。タクトの様子に莉り緒おは眉まゆを寄せた。


    「何かあるのですか？」


    「いや別に何でも……」


    　語尾を濁してタクトは自分の足元に視線を落とす。


    　切迫した事情がある、ということを莉緒は知らない。


    　それはタクトがあえて伏せていた。


    　ルナから聞かされた寿命の件は彼に衝撃を与えた。


    　タクトはルナの生い立ちを聞いて、彼女が持つ家族愛への飢えを知った。彼女はそんな満たされない心を抱かかえたまま地球に転移して、独り孤独に過ごし心をすり減らしてきた。


    　悲惨といえる境遇にもかかわらず帰還が絶望的になったそのときでさえ、ルナは気丈に振る舞っていた。そしてタクトにも迷惑をかけないよう、独りで死ぬことを選ぼうとしたのだ。


    　そんなルナの健けな気げさが、タクトの心に深く棘とげを刺している。


    　おそらくこの寿命の件は莉緒にとってもショックを与えるだろう。


    　なぜならルナが地球に転移したのは異界門顕現マグヌス・オプスが発動したことに起因する。


    　莉緒の父親が扉を開こうとさえしなければ、ルナは地球に来ることもなく命の枷かせを付けられることもなかった。


    　莉緒は、その事実を知れば必ず関わろうとする。


    　生来の優しさと、父親の犯した罪への罪悪感から。


    　だからこそ、もし帰還に失敗したとき。莉緒は目の前でルナが命を失う光景を見て心を深く傷つけるに違いない。


    　結ゆ月づきをはじめとする昏こん睡すい病患者のことを我が責任のことと受け止める莉緒は、タクトがいくら違うと声をかけたところで、ルナが死んだのは自分にも責任があると思い込んでしまう。


    　タクトは、そんな莉緒の姿を見たくなかった。


    　ルナが帰る方法も見つけ、昏睡病の治療法も見つける。


    　夢のような解決策であることはタクトもわかっている。


    　それでもこの方法が見つかれば誰も不幸にはならない。


    　だから、このまま莉緒と共にすんなりと犀さい星せい財閥に所属するわけにはいかない。


    　せめてルナのことを何とかする目め処どが立たなければいけないのだ。


    「……俺は、もう少し慎重になったほうがいいと思うんだ」


    　さらに反論を重ねてみる。


    「ずっと気になってることもある。次元の穴を固定していた装置がいきなり爆発したことだけど、六ろく条じようが自爆のために仕掛けたようには思えない」


    「その可能性は私も考えていましたが、そのことと今の話にどう繋つながりが？」


    「考え過ぎかもしれないけど、俺たちが把握していない何かが起こったんじゃないか。六条以外の誰かがあの装置に仕掛けを施ほどこしていたとか」


    「まさかそれが犀さい星せい財閥だと言いたいのですか？　それはあまりに突飛な想像ですよ」


    「だとしても、何か別の存在が関与していた可能性があるわけだし、それを知ってるのは俺たちだけだ。いろいろ調べてからでもいいんじゃないかな」


    　もしあの装置に仕掛けを施した何者かが存在するならば、扉を閉じるだけの理由があるはずだ。その理由は皆目見当もつかないが、少なくともタクトらのことは無視した行いだ。


    　何より問題なのは、あの扉の場所を知っている存在がいた、ということだ。


    　六条の企たくらみから番人や儕ともがらについても情報を得ている可能性はある。危険が近くに潜ひそんでいないとも限らない。


    「でしたら、組織に入って調査をすべきではないですか」


    「いや、できればルナとは離れたくない。彼女は俺の契ちぎりがないと能力に制限がかかったままで危険なんだ。それに、どこにどんな意図が隠されているのかわからないのも危険だってことは、莉り緒おだってわかるだろ？」


    　莉緒に犀星財閥への加入を待ってもらうため、言いがかりに近い言葉を畳み掛ける。


    　タクトの勢いに押されて、莉緒はため息を吐つく。


    「……タクト君も結構考えているのですね。感心しました」


    　莉緒の顔には、諦あきらめともとれるような笑みが浮かんでいた。


    「それは褒ほめられたってことでいいのかな」


    「素直に受け取っておいたほうがいいこともありますよ」


    　含みのある言葉にタクトが苦笑いすると、莉緒はその場で立ち上がる。


    「ではこれから、タクト君のお家にお邪魔します」


    「え？」


    「ルナさんのことも関わっているならば彼女を交えて検討した方がいいでしょう。古文書調査の進展も聞きたいです。それとタクト君の体に、ジオ・グラムが二つ融合していることの見解も。余計なお世話かも知れませんが、犀星財閥に属せばそれも調査できると思うのですが」


    　最後はチクリとした指摘だった。


    　タクトの体には現在、儕が本来持つ「治ち癒ゆ」の力と、新たに備わった「反転」の力が存在している。その二重能力のおかげで先の地下施設崩壊を生き延びられたわけだが、原因は解明されていない。


    　どうも莉緒は、当の本人であるタクト以上にその謎なぞを気にしている様子だった。


    「そ、そんなのこそ後回しでいいよ」


    「よくありません！」


    　語気の強さに、タクトはたじろいでしまう。


    「イレギュラーな状態が貴方あなたにどんな影響を与えるのかまったくわからないんです。タクト君は自分のことを蔑ないがしろにする傾向がありますがそれはいけませんっ」


    　そうはいっても妹に加えルナのことまで背負っているタクトには自分の体のことを心配している余裕は一切ない。


    「うーん……一応、異常はなさそうだしなぁ」


    「今後もそのままという保証はありません。むしろ体内に二つもジオ・グラムを体内に宿して平気でいられることのほうが異常です。それとも儕ともがらの一族は特別なのですか？」


    「いや、違うと思う。ゼラ人ですら二重に寄生された人間はいないみたいだし」


    　それはルナから聞いていた情報だ。つまりタクト自身が特別ということになる。


    　しかしタクトは儕とはいえ普通の人間だ。まさか父親に錬金術を用いた肉体改造などをされたのでは、と過よぎったこともあったがそれらしい記憶はないし確証もない。


    　だが原因がないはずはない。タクトの中に二つのジオ・グラムを許容できる何かが存在しているのは間違いないだろう。


    　そこで莉り緒おは不安そうに眉まゆを曇らせる。


    「貴方の身に何かあるのは……絶対に嫌です」


    　その言葉はタクトの胸中に染みこんでいった。


    　純粋に自分を心配してくれているのだと伝わる。だから彼は笑みを浮かべた。


    「ありがとう心配してくれて。莉緒にそう思われてるのは、何だか嬉しいな」


    「あ、貴方だけじゃなく結ゆ月づきさんやルナさんのことも考えてのことです！　そのことを忘れないでください！」


    　頬ほおを赤く染めた莉緒がプリプリしながら歩きだす。


    　タクトは笑みを浮かべたまま彼女の後を追った。


    



    　その後タクトは、宣言通り付いてきた莉緒と一緒に自宅へと戻った。


    「ただいま」


    　玄関を開けて言うも反応はない。本来なら居い候そうろうしているルナが返事を寄越すはずだが。


    「いないのですか？」


    「そんなことはないと思うけど。もしかしたら地下にいるのかもしれないな」


    　タクトは特に気にすることなく玄関を上がり客用のスリッパを出す。莉緒は丁てい寧ねいに靴くつを揃そろえたあとスリッパを履き二人で廊下を進んだ。


    「そういえば先日伺った際は家中ボロボロでしたけど」


    「ああ、それならもう直してもらったんだ」


    　六ろく条じようらの手により御み厨くりや家に襲撃があってリビングは無残な姿に成り果てたものの、犀さい星せい財閥が修繕費や工事の手配をしてくれたおかげで今では元の姿よりも立派な部屋へと変わり、家具家電まで新調されていた。


    　このことから、タクトは決して犀星財閥に悪印象を持っているわけではない。


    　むしろ恩を感じている。


    　ただ、結ゆ月づきとルナ、どちらも救うためには組織加入に慎重を期さざるを得ない。


    　誰もが納得のいく状況を生み出せれば問題はないだろう。そんな答えはないのかもしれないが、諦あきらめることもしたくない。


    　そんなことを考えながらタクトはリビングのドアを開けた。


    　次の瞬間、部屋を見た莉り緒おは唖あ然ぜんとした。その隣でタクトは額ひたいに手を当てる。


    　部屋中にペットボトルが転がり菓子類の袋や脱ぎたての服が散らばっている。父親のものと思おぼしき古文書も開かれた状態でたくさん床に放置されていた。


    「これは……」


    「……ごめん。すぐ片付けるから」


    　タクトは特に説明しなかったが莉緒はルナの仕し業わざだと理解している様子だった。


    　彼女は気を遣ってかそれ以上何も言わなかったが、タクトが片付けを進める横で散らばっている古文書の一冊を手に取る。


    　古文書には付ふ箋せんが幾つもついている。ルナが何か考えて目印をつけているのだろう。莉緒はその付箋のあるページを熱心な目で眺めていた。


    「読めるの？」


    「まだ理解できていない文法はありますが何となくは」


    　莉緒はゼラの言語を熱心に勉強している。そのためルナがタクト以外に会話のできる唯一の人間でもあった。少ない日数でルナと日常会話までこなすようになったその頭脳は驚異的の一言だ。


    　しかし錬金術知識のある莉緒がルナと会話できることは非常に有り難い。それに自分以外の人間がルナとコミュニケーションを取ることも必要なのでは、とタクトは考えていた。


    　なにせルナは二年間ずっと誰とも会話してこなかったのだ。


    　孤独な期間の埋め合わせというわけではないが、気が楽になることもあるかもしれない。


    「やはりこの古文書は大変貴重なものですね」


    　莉緒が書物を覗のぞきながらタクトに話しかける。


    「ここにはゼラ人と錬金術師のやり取りや、ゼラ人がどんな生活を送っていたかが克明に記されています。異世界のことはずっと秘ひ匿とくされてきましたから、当時の彼らを把握する唯一の情報源になっている。そんなものがこの一軒家にあるとは、誰も思わないでしょうね」


    「ああ……確かにそういう内容もあったな」


    　この数日間、タクトはルナが読み込んだ古文書の内容を聞きつつジオ・グラムや異界門顕現マグヌス・オプスに関する情報を精査してきた。そのため既にあらかたの内容を把握している。


    　書庫にある古文書は、半分以上はゼラ人が地球に転移した後に彼らが作成したものだ。ゼラ人たちは帰還の研究を進める傍かたわら、地球人の生態や地球環境を調査してそれをまとめている。


    　また記録帳の側面もあり、ゼラ人たちの当時の境遇や帰還までの流れも記されていた。


    　しかしそれらは結局ノイズでしかない。必要なものを探すのに精一杯でその本の価値など気にも留めていなかった。


    「なんぢゃ帰っておったのか。随ずい分ぶんと遅かったのう」


    　突然の声にタクトと莉り緒おが振り向く。


    　バスルームへと続く廊下にルナが立っていた。


    　その体はバスタオルが一枚巻きつけられているだけで半裸に近い。


    　水に濡れた髪と尻しつ尾ぽからしてもやはり風呂に入っていたのであろう。


    「ああ、莉緒と話してから帰ってきたからさ」


    「ふん。そこの木刀娘のせいか」


    　ルナは肩にかかった青白色の髪を振り払いジロリと莉緒を睨ねめつける。


    「それでまた何用なのぢゃお主ぬしは。来るなら妾わらわの許可を得よと言うたであろうが」


    　しかしルナの小言に莉緒の反応はなかった。


    　彼女は口を開けて目を丸くしながらわなわなと震ふるえる手でルナを指さした。


    「な……何ですかその破は廉れん恥ちな格好はぁ！」


    　いきなり叫ぶと莉緒は脱だつ兎との如ごとくルナに走りより、強引に風呂場へと押し戻していく。


    「何をするか木刀娘！」


    「いいから戻ってください！　男の人がいるのにそんなはしたない姿を見せて恥ずかしくないんですか貴女あなたは！」


    　語気を強める莉緒は、ルナと支障なく会話している。慌てつつもゼラ語を使っているのだ。


    　ちなみにタクトにとってはどちらも日本語に聞こえている。それは儕ともがらの能力の一つで、脳内でゼラ語が自動翻訳されているためだ。


    「タクトのことなど気にしなければよかろうが！　相手を男と見なすからはしたないなどという卑ひ猥わいな連想が浮かぶのぢゃ」


    「き、気にしないって正気ですか!?　いや仮に貴女がそうだとしても健全な男子を挑発するような真ま似ねは慎むべきです！」


    「別にお主に不都合などなかろうが！　それとも何か、タクトが妾の体に興奮しておるとお主が困ると言うのか？」


    「ち、違いますそういうんじゃありません！」


    　ぎゃあぎゃあと騒ぎながら二人は廊下を進んでいき、姿が見えなくなる。


    　ルナとコミュニケーションを取れる相手が増えてよかったものの、その相手であるはずの莉り緒おとはあのように顔を合わせれば何かと口論を始める。


    　孤独は紛れても余計なストレスも抱かかえるのでは、と少し不安になるタクトだった。


    



    　格好を整え終わったルナと共に莉緒がリビングに戻ってきて三人はソファーに座った。


    　タクトは既に武たけ臣おみからの提案内容についてはルナに伝えている。


    　それを踏まえて莉緒は言った。


    「犀さい星せい財閥からの提案ですが、やはりルナさんも無関係ではない。そこで話し合いに伺いました」


    「ま、そうなるぢゃろうな」


    　肩をすくめたルナはソファーにもたれかかる。


    「その前に聞いておきたいのですが、古文書の調査はどれくらい進展していますか」


    　莉緒は散らばった古文書に視線を落とす。


    「八割方は調べ終えた。とはいえ、ゼラで読んだことのある書物も含まれておる。目新しい情報はあまりなかったがのう」


    「早い、ですね」
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    　軽く莉り緒おが驚いているがそれも無理はない。地下書庫にあった古文書は優に五百冊は保管されていた。いくら読んだことのあるものが交じっていたとはいえ、それを短期間であらかた読み終えてしまっているのだ。


    　タクトはルナの横に座りながら彼女の涼し気な顔を見つめる。


    　何気ないことのように見せているが、本当は昼夜問わず古文書解析に挑んでいる姿を間近で見てきた。


    　自分の生死が関わっているからこそ寝る間も惜しんで読破していけたのだ。


    　そして隣で見てきたからこそ、ルナの願いを叶かなえてやりたいというタクトの思いも一際強くなっている。


    　しかし必ずしもその努力が成果に結びつくわけではない。


    「それで何か判明しましたか？　治療に繋つながる情報とか」


    「適応者のことを示している文献はあった。その他にもジオ・グラムを取り込もうとして失敗した人間についてもな」


    「それは今回の眠り姫症候群のように昏こん睡すいする、という記述があったと？」


    　ルナは頷うなずく。


    「数人程度ぢゃが類似する症状が出ていたようぢゃな。地球人はジオ・グラムに適応化する手段を模索し始めたが、我わが祖先ハウローンたちも協力していたと読み取れる部分がある。どうやら地球人との混血を産み落とし耐性のある人間を作っていたようぢゃ」


    「そ、それはつまり、錬金術師の中にゼラ人との子を儲もうけた者もいたと？」


    　莉緒は驚きつつ「作れるんですね……」などと呟つぶやき、顔を赤くしている。


    「手っ取り早く耐性を受け継ぐにはそれが一番ぢゃったのぢゃろう」


    　軽く説明しているが、タクトも最初聞いたときは驚きを隠せなかった。


    　異世界人とのハーフを産み落とそうというのはどこか歪いびつな思考に思える。


    　ただ、そうまでしてでも賢者の石の力を手に入れたかったのだろう。


    　そしてこの事実から再認識することもあった。


    「……そうか、錬金術師の中に適応者が多いのはそういった混血の子孫が交ざっている可能性が高いわけですね。血、というか耐性のある遺伝情報を受け継いでいるからだと」


    「そういうことぢゃな。しかし問題なのは昏睡した人間に関する情報が少なすぎることぢゃ。ジオ・グラムを取り除く術も治療手法についてもどこにもない。なまじ混血による適応化という一つの回答が得られてしまった分、こちらの研究は疎おろそかにされてしまったのか」


    「いえ、人間を一人産むという手段は時間がかかり過ぎます。もっと単純な手法で耐性を得る研究があってもおかしくはない」


    「お主ぬしと意見が合うのは気に食わぬが、その点は妾わらわも賛成ぢゃ」


    　莉緒がムッとする。


    　今もそうだが、ルナはなぜか莉り緒おに対して突っかかるような台詞せりふを言うことが多い。タクトと二人でいるときなどは、こんな言葉まで覚えてきおった、などと感心したりやり取りを面白そうに説明しているくらいで、決して悪印象なわけではないはずだ。


    　莉緒も莉緒で、真ま面じ目めな性格だからか売り言葉に買い言葉を投げている。だが彼女も、ルナの大胆な面に驚きこそすれど嫌っているわけではない。でなければ言葉を覚えて積極的に会話しようとはしない。


    　ルナが見栄を張っているのか何なのかわからないが、ほんの少し変わるだけで仲良くなれそうなのに、とタクトはじれったく感じていた。


    「ならばいずこかにその研究内容が記された古文書があっても不思議ではない。それが残りの二割に入っているかどうかぢゃが」


    　ルナの口調は決して楽観など含まれてはいなかった。


    　むしろ半なかば結果を悟っている様子でもある。


    「……期待はできない、ってことか」


    　ルナの言葉を引き継ぐ形でタクトが言う。


    　残り二割となるともはや運頼みだ。


    　それに儕ともがらや番人、異界門顕現マグヌス・オプスという情報の一切を紙媒体として残さなかった儕の一族の秘密主義であれば、たとえ翻訳の困難な異世界語で書かれた情報源であろうと重要なものは隠いん蔽ぺいしているのかもしれない。


    　ルナもその可能性に気づきながら一いち縷るの望みをかけて探っていたのだろうが、嫌な予測ばかりが膨ふくれあがってきている。


    「とどのつまり治療に関する目ぼしい情報は今のところ見つけられておらぬ。ぢゃが、なるべく関連しそうな箇所には印を付けておいた。それは後でお主ぬしが確認しておくがよい。もしかするとお主たちにとっては貴重な情報になるやもしれん」


    「ありがとうございます……それともう一つ。異界門顕現マグヌス・オプスについてどれくらいのことがわかりましたか」


    　そこでルナが答える前にチラリとタクトに視線を投げた。


    　それは確認のためであることを気づいたタクトは微かすかに頷うなずいておく。


    　ルナは警戒したようだが、莉緒が異世界について心移りしていることなどあり得ない。


    　ただ彼女はタクトを取り巻く現状を知っておきたいのだろう。


    「残念ながら同じぢゃ。何もわかってはおらぬ。異界門顕現マグヌス・オプスの手法そのものがすぐに見つかると期待していたわけではないが、儕の一族であれば手掛かりくらいはあるやも、と思うたのぢゃがな……」


    　ルナは疲れたようにため息を吐つく。


    　すると一拍置いて、莉緒が口を開く。


    「……酷こくなことを言うようですが」


    　その声こわ音ねは一段と低くなっていた。


    「異界門顕現マグヌス・オプスの探索については一旦打ち切りにしていただけませんか」


    　ピクリ、とルナの耳が動く。


    「な、何を言いだすんだよ？」


    　前のめりになるタクトだが莉り緒おは彼に視線も向けず続ける。


    「御み厨くりや家の書庫を調べることは異界門顕現マグヌス・オプスの手掛かりを得る他にも昏こん睡すい病治療に役立てようとするため、という目的があったはずです。タクト君が協力する意味があるのはその点で、異界門顕現マグヌス・オプスを得ることに比重を置いて彼が動くのはフェアではない」


    　それは病院で言ったタクトの言い訳をそのままひっくり返した論理だった。


    「儕ともがら、という役目がどれほどの意味を持つかは私にはわかりません。ルナさんにとっては彼が協力するのが当たり前なのかもしれない。だけど彼の妹さんは昏睡したまま衰弱し続けています。他の患者もそうです。時間の猶ゆう予よなどほとんどない」


    　ルナは一言も発せず双そう眸ぼうを細めて莉緒を見つめていた。


    　タクトもまた口を挟めない。


    「何より……私の本音としては、異界門顕現マグヌス・オプスは発動させたくない」


    　タクトにとってそれは初耳だった。


    　どこか迷いがありつつも、彼女の目は厳しくなっている。


    「あの地下研究所崩壊で身に沁しみました。あれは制御を間違えれば多くの被害を生む。加えて扉を開くことで起きた一連の事件。それがまた再来する可能性だってあるんです」


    「だけどそれは、ゼラ人が帰還したときの方法を再現すれば……」


    「安全だ、と言いたいわけですか？　しかし十四世紀に異界門顕現マグヌス・オプスが発動した当時の状況が確認できていないんです。簡単に言い切るのは危険です」


    　ぶつけられた正論にタクトは言い返せなかった。


    「では、妾わらわに帰還するな、と言いたいのか？」


    　ようやく口を開いたルナの言葉は剣けん呑のんなものだった。莉緒は首を振る。


    「そうではありません。心情としては反対ですが、ルナさんのことを無視するつもりはありません。貴女あなたを元の世界に帰したい」


    「ならばどうするのぢゃ。まさか異界門顕現マグヌス・オプス抜きで妾を帰還させるとでも？」


    「いえ……そこは、扉に頼るしかないのでしょう。私が言いたいのは、異界門顕現マグヌス・オプスの安全性を確証すべきということです。そのために十分な検証が必要になりますが、私たちはそれに注力している暇ひまはない」


    「だからやめろと？　ぢゃが、探索を打ち切れという理由にはならんな。方法を探し当てること自体は問題なかろう」


    「では発見した後、安全性が確保されるまで素直に待っていてくれますか？」


    　ルナは答えなかった。その目つきは若干鋭さを増している。


    　莉り緒おの言葉はルナを試すものなのだとタクトも気づいていた。彼女にしてみればルナとの接点は僅わずかばかりで、信頼するにはまだ浅い。言げん質ちをとっておきたいのだ。


    　だがルナにそんな余裕はない。


    　一刻も早く帰還しなければいけない状況で呑のん気きに検証作業を待つことなど不可能だ。


    　しかし、ルナが返事をする前に莉緒が続けた。


    「何より、犀さい星せい財閥に属せばタクト君には監視がついて専用の宿舎に強制移住となります。ルナさんはタクト君と会うことも難しいでしょう。彼が側そばにいない状態では貴女あなたも能力制限がかかったままです。だから何もせず安全な場所に潜ひそんでいてもらいたいんです。今は不確定要素が強く、何が起こるかわからないですから」


    　む、とルナが呟つぶやく。


    　探索を打ち切れというのは能力制限という枷かせを持つルナの境遇を配慮してのことでもあったのだ。それはタクトも危き惧ぐしていたことで、おそらく莉緒自身も考えてくれたのだろう。


    「ルナさんは慣れない土地で暮らすことに抵抗があるかもしれませんが、すぐに帰らなければいけないわけではないのですよね？」


    　その言葉に、ルナは驚いたように眉まゆを上げゆっくりとタクトのほうを向いた。


    　タクトはバツの悪い顔で視線を逸そらす。


    　莉緒に寿命のことを告げていないことを、タクトはルナに知らせていないのだ。


    　全て独りで決めて、独りで抱かかえ込んでいた。


    「ですので、私たちが治療薬の開発を終えるまで待っていてくれませんか」


    　莉緒ははっきりとした口調で告げる。彼女が優先順位をルナにも認識させようとしていることが窺うかがえた。


    　タクトは寿命のことを一旦頭の片隅において再度割り込む。


    「待った、待ってくれ莉緒。犀星財閥の組織に入るって件はまだ決めてない」


    「ほぼ決まったも同然ではないですか。書庫で有益な情報が見つからなかった今、犀星財閥に与くみしてあらゆる錬金術師と協力していくほうが現実的でしょう」


    「だけど、信用しきるのは危ないって……」


    「それは十分に理解できます。だけど虎こ穴けつに入らずんばとも言います。貴方あなたは反対かもしれませんが、それなら私たちには他にどんな選択肢があるのですか」


    　タクトは小さく呻うなる。


    　治療薬研究に貢献しつつルナの帰還を果たすためには、彼女の提案が一番現実的だろう。


    　だがそれは、ルナの寿命を無視すれば、の話だ。


    　莉緒はルナがタクトと離れても何の支障もないように考えているだろうが現実は違う。


    　死の恐怖に怯おびえる彼女が、孤独に舞い戻ったときどうなってしまうだろうか。


    　少なくとも、莉り緒おのようにゼラ語を学んだ者が相手でない限り、異世界人であるルナは地球人との会話はできないし、ましてや文字を読み解くこともできない。異界門顕現マグヌス・オプスの情報を探るどころの話ではないのだ。


    　しかし、莉緒の言うことももっともだと認める自分もいた。


    　妹を助ける情報を得られないままルナに協力し続けることは、目的を履はき違えている。


    　わかっている。そんなことは。ただすぐには割り切れなかった。


    「……お主ぬしの言いたいことはだいたいわかった。つまり妾わらわの元からタクトを解放しろと、そういうことぢゃな」


    「端的に言えばそうです」


    　するとルナが口の端はを吊つり上げた。


    「嫌ぢゃ、と言うたらどうする？」


    　ピリ、と空気が張り詰めた。ルナの挑発するような態度に莉緒が眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「これだけ言ってもまだわかっていただけない、と」


    「儕ともがらは番人に付き従うのが使命。そのための一族ぢゃ。それにタクトがいなくなると妾の給仕や身支度を整える役割は誰がするのぢゃ？　おいそれと手放せぬのう」


    「たったそれだけの理由で……！」


    　目を剥むく莉緒が立ち上がる。


    「それに現地人の身勝手な理由で呼び出され、この上まだ現地人の都合で我慢しろと？　そもそも妾を呼び出す原因を作ったのが誰ぢゃったか忘れたとは言わぬよな？」


    「……そ、れは」


    「お、落ち着いて！　二人とも！」


    　思わずタクトが二人の前に立ち塞ふさがる。ルナは毅き然ぜんとした態度で言った。


    「事実を言っているのみじゃ。喧けん嘩かを売ってきたのは、この小娘のほうであろう？」


    「……よくわかりました」


    　莉緒が床に置いていた竹刀しない袋ぶくろを手にするのを見てギョッとする。何を考えているのか知らないがルナは莉緒の怒りを頂点に達させてしまっている。


    「ま、待て──」


    「ぢゃが妾も鬼ではない。譲歩せんでもないがの。差し当たっては、待機中の妾の待遇が王族級の扱いになると約束できるなら、考えぬでもない」


    　二人の目が一気にルナに向かう。ルナはふふんとせせら笑った。


    「そ、んな理由で了承してもらえるのですか？」


    「そんな理由とはなんぢゃ。言っておくが王族級とはお主が考えるほど安易な待遇と思うでないぞ。例えばゼラに住まうリブルド族の王などは凄すさまじい高さに存在する天空の城を所有しておる。さらには、そこでは世にも珍しい七色の輝きを放つ鳥獣を調理した美食や各国から呼び寄せた芸者による宴うたげが開催されておるという。まあ、そんな場所がこの世界にあるとも思えんがのう」


    　望郷の念を抱いだき遠い目をするルナとは反対に、気の抜けたような顔で莉り緒おはすとんとソファーに腰を下ろす。


    「……本当にそんな理由でよいのですか」


    　莉緒の簡単な了承にルナは少し驚いていた。


    「……くどいぞ。考える、と言うておるだけぢゃ。まずは用意してから交渉に来い」


    　莉緒は強こわ張ばった全身を解ほぐすようにため息を吐つくと、顎あごに手を添えて考え込む。


    「わかりました。できるだけ好条件をご用意します」


    　そうして竹刀しない袋ぶくろを持ったまま莉緒は立ち上がる。


    「条件が整い次第、またお邪魔します」


    　帰ろうとする莉緒を見て、そこまで呆ぼう然ぜんと成り行きを見ていたタクトは我われに返る。


    「待った莉緒！　勝手にそんなこと決めるなんて──」


    「何がいけないのですか。これは私とルナさんとの約束です」


    　立ち止まった莉緒の目は責めるようなものだった。


    「もともと、タクト君が決断できないでいるから私が交渉したのです。それとも何ですか、貴方あなたのほうこそルナさんのために動きたいというのですか」


    「いや、その……」


    　歯切れの悪い受け答えしかできずタクトは莉緒から目を逸そらす。


    　彼女が自分と結ゆ月づきのためにルナを説得しようとする気持ちは嬉しい。


    　ただ、ルナを放っておけない事情があるのだ。


    　それを伝えずにうまくこの場を収める言葉は思い浮かばない。


    　そんなタクトを莉緒はじっと睨ねめつけた。


    「……おかしいですよ。儕ともがらと番人の契約だかなんだか知りませんが、貴方は妹さんのために今まで頑張ってきたのでしょう？　優先すべきことをなぜ見誤るのです？」


    「それは……」


    　戸惑うタクトは背後にいるルナをチラリと見る。ルナは彼の本心を見定めようというように真剣な眼まな差ざしを送っていた。


    「もしくは、貴方とルナさんの間で何か引き下がれない事情があるのですか？　……そうならば教えてください」


    　強い意志を宿した莉緒の瞳ひとみの中に、タクトは頬ほおを強こわ張ばらせる自分を見た。


    　彼女の様子に、やはり言えないという思いが強まってしまう。


    　ここで莉緒に全てを話せば確実に、彼女にもルナの重たい運命を背負わせてしまう。


    　そういう少女なのだ。


    　タクト自身に答えは出ていないものの、もしも莉り緒おが共に犀さい星せい財閥の提案を突っぱねたとしたらどうなるか。


    　武たけ臣おみは暗に示した通り武力でタクトと莉緒を従えようとするだろう。


    　そんな不毛な戦いに引きずり込んだ挙あげ句く、ルナを助けられなければさらに深い傷を負わせてしまう。


    　何より犀星財閥の庇ひ護ご下にあれば、莉緒は母親を近くに呼べるかもしれないのだ。


    　彼女が幸せに暮らす権利を奪うことになるなら、ずっと口を閉ざしていたほうがマシだ。


    　なら、莉緒とはここで離れたほうが彼女のためになるのかもしれない。


    　──たとえ彼女に嫌われることになっても。


    「……ごめん。これは俺とルナの問題なんだ。莉緒には関係ないことだから」


    　莉緒は驚き眉まゆを上げた。


    「え？　それは、でも……私は、貴方あなたたちの仲間で──」


    「今までは目的が一緒だっただけで、もともと俺はルナと一緒にやってきた。ルナとは契約を交わした大事な関係がある。たぶん理解できないと思うけど……妹はもちろん最優先だ。でも、ルナのためにも役立ちたいんだよ」


    　莉緒は愕がく然ぜんとした表情でいた。


    　そのまま固まって口を開閉させる。


    「そ……う、ですか」


    　かろうじてそれだけ呟つぶやいた後、莉緒は目を伏せた。


    「関係ない……ですか……私は、仲間じゃなかった、ということですか」


    　悲嘆の響きを含んだ台詞せりふに、タクトは口元を歪ゆがめる。


    「……だとしても約束は、約束です。契約成立の際は、ルナさんのことは忘れてください」


    「莉緒……！」


    「とにかく、また来ますから……失礼します」


    　どこかふらついた足取りで莉緒はリビングを出て行った。


    　ショックを受けている様子だが、それでも彼女を突き離すしかなかった。


    　ただタクトの中ではやり場のない衝動が胸中で燻くすぶっている。


    「……よいのか？　あんな台詞を吐いて」


    　ルナが気遣うように言ったところでタクトは勢いよく振り返った。


    「ルナのほうこそ、何なんだよあの提案は！　どう考えたって実現できそうにないし……莉緒を怒らせてたのも、どういうつもりなんだ」


    　自然と声に棘とげがこもる。


    　ルナはわざと莉緒を煽あおっているようだった。それは豪華な待遇を用意すれば話はまとまると莉り緒おに納得させるためのようでもあった。


    　だがそんな提案をした意図が読めない。


    「莉緒が準備できたら、本当に言う通りにするっていうのか？」


    「まさか。ただの時間稼ぎぢゃよ」


    「時間を稼ぐって何の……」


    「お主ぬしには必要ぢゃろう？　木刀娘の声に惑わされず、自身の心を決める時間がな」


    　ルナは優しげな、それでいてどこか憂うれいを帯びた笑みを見せた。


    「お主もわかっておろう。木刀娘の言うことが理り路ろ整せい然ぜんとして反論の余地などないことが。このままではお主はせっかくの機会を棒に振るやもしれぬ」


    「だけど……ルナのことだってある。俺が治療薬に専念するにしてもそれがすぐに解決するとは限らないし、その間にルナの寿命が尽きたら……」


    「ぢゃが思い出してみよ。お主は何のために戦っておるのぢゃ」


    　そんなことはわかりきっている。妹を救い、昔のように家族として暮らすことだ。


    　そのために二年間も足あ掻がき続けてきた。


    　同時にタクトは、ルナの態度に違和感を抱いだく。


    「……ルナはまさか、また一人で出ていこうとしてるんじゃないよな」


    　三月の終わりに公園で待ち合わせをしたときの光景が過よぎる。


    　ルナはそこでゼラ・ハイヴの正装に身を包み別れを告げてきた。


    　生きることを諦あきらめ一人で死ぬことを選ぼうとしたのだ。


    「一人で出ていってどうするんだよ？　異界門顕現マグヌス・オプスを探そうにも、こっちの誰とも喋しやべれない中でどう手掛かりを見つけるんだ。それに俺なしじゃ、能力制限がかかったままじゃないか。何かあったら……」


    「見くびるでないわ。お主などいなくとも何とかなろう」


    　ルナは笑う。だがその場を取り繕つくろうために貼り付けただけの表情であることは、すぐにわかった。


    「……諦めて、死ぬ気なのか」


    　ルナは答えない。タクトは思わず奥歯を噛かみ締める。


    「なんで……そんなに俺のことばかり気遣ってっ」


    「そうさのう」


    　ルナはおもむろに立ち上がるとタクトに近づく。


    　真正面に来たかと思えば横を通り過ぎていった。


    　そして優しい感触が彼の背中を包む。


    「ル、ルナ？」


    　ルナがタクトの背中を抱きしめていた。その鼓動と体温が背中越しに伝わる。


    「何を──」


    「見るでない。そのままにしておれ」


    　意味がわからないもののタクトが言われた通りにしていると、ルナがポツリと呟つぶやく。


    「どうぢゃ、少しは楽になったか？」


    「あの、それはどういう……」


    「む、なんぢゃあまり効果はないのか？　昔に見た寓ぐう話わではこのように悲しむ男を抱きしめておったのぢゃがのう」


    　そこまで聞いて彼女の意図に気づく。


    「落ち着かせてくれてる、のかな」


    「それ以外になにがあるのぢゃ、たわけ」


    　拗すねたような台詞せりふのあと、ルナがふっと笑う。その吐息がタクトの首筋を撫なでた。


    「……お主ぬしが妾わらわを帰還させると言ってくれた言葉は心ここ地ちよかった。その言葉に救われたと言っても過言ではない。ぢゃが、それと引き換えにお主が何かを犠牲にせねばならんというのは間違っておる。特にお主と妹の未来を壊してまで、というのはな」


    　過よぎったのはルナの過去を投影する夢。兄や姉から蔑さげすまれてきたルナはタクトと結ゆ月づきの間にある兄妹の絆きずなに憧しよう憬けいを抱いだいていた。彼女にとっては何よりも眩まぶしく尊とうといのだろう。


    　だがそれは自分の命を過小評価しているようにタクトには聞こえた。


    「俺だって、ルナが犠牲になるなんて、そんなことは……！」


    「そう考えてくれるお主のことは嫌いではない。ぢゃからこそお主には不幸にはなってほしくはない。それにこの屋敷に現存する書物にも手掛かりが見つかる気配はない。何も見つからなければ、その後にお主の協力を得ても……徒労に終わるだけぢゃよ。そうは思わぬか？」


    　事実を突きつけられタクトは顔を歪ゆがめた。


    　儕ともがらの家に秘蔵された書物から手掛かりが発見できなければ、外部に目を向けることになる。だが多くの錬金術組織が今まで発見できなかった異界門顕現マグヌス・オプスの情報を、易やす々やすと手に入れられるとは限らない。


    　そして、いくらルナに通訳して情報を与えられようと、タクト自身には錬金術の知識も技術もない。そんな自分が彼女に付いて行ったところで何が好転するわけもない。


    　理想を語ることしかできない己おのれに怒りと無力感を抱く中、タクトは悟った。


    　ルナは一いち縷るの望みをかけて書物を読み漁あさっていたのだろうが、結果は伴ともなっていない。そのときに訪れた犀さい星せい財閥からの誘い。


    　これ以上はどうしようもないと、彼女は覚悟してしまっているのだ。


    「ああそれと、あの木刀娘に妾の寿命を伝えておらんようぢゃな」


    　話題が変わるも、その口ぶりから黙っていたことを咎とがめる雰囲気はなかった。


    「あの娘のことを慮おもんぱかって黙っていたのぢゃろうがそれは正解ぢゃな。言えばあの女は必ずや余計な荷物を背負う。それに黙っているからには貫くのぢゃぞ？　後々になって事実を知り妾わらわを追い出した行為を嘆かれても寝覚めが悪いからのう」


    「……わかってる」


    　やはりルナはあれだけ口喧げん嘩かしていても莉り緒おのことを毛嫌いしているわけではない。むしろ寿命の件で傷つかないようにと配慮している。


    　タクトは拳を握りしめた。ルナは自分の身が危機的状況にあろうとタクトや莉緒のことを心配する。気遣いから抱きしめてくれる。どちらが運命に怯おびえているのかわかったものではない。


    　そんな心優しいルナを見捨てたくはない。


    　それに、父親との関係を修復したいという彼女の願いを知っている。使命を果たし帰還すれば、ルナに興味を示さなかった父親も心から認めてくれるのではと彼女は期待を抱いだいている。


    　父親との確執を経験しているタクトは、だからこそ彼女を帰還させたいのだ。


    　体温がゆっくりと離れていく。タクトは振り返り痛みを堪こらえるようにして口を開いた。


    「でも俺はルナを──」


    　その途中でルナの指が彼の口を塞ふさぐ。


    「言いたいことはわかる。それがお主ぬしという男ぢゃからのう。それ故ゆえにしばらく時間を与えよう。考えぬいた結論であれば妾も従う。よいな？」


    　指を離したルナは薄く笑い尻しつ尾ぽを振った。


    　タクトはルナが独りきりで死んでいく光景を思い浮かべ、胸が苦しくなる。


    　だがそれは彼女と妹を置き換えたとしても一緒で、結ゆ月づきを放ったまま救えなかったら死んでも死にきれない。どちらも彼には耐えられないものだった。


    　結局自みずからの心を決めるしかないのだ。


    「さて飯を作ってくれタクト。離れる前にお主の味もしっかり堪能しておかんとのう」


    　ルナはそう言った。どこか気楽に、どこか寂しげに。


    　タクトはささくれ立つ心の痛みを覚えながら握りしめていた拳を開く。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　莉緒は一人きりで夜道を歩いていた。


    　その足取りはおぼつかなく、端から見れば酷ひどく頼りない。表情も虚うつろで地面ばかりを見つめていた。


    　──関係ないことだから。


    　タクトの言葉が頭にこびりついて離れない。


    　そんなことを言われるとは思ってもみなかった。


    　莉緒はタクトのためにとルナに提案した。帰還のことで悩む彼の負担を少しでも軽減させてあげようという配慮でもあったのだ。


    　結果として、その彼に拒絶された形になっている。


    　莉り緒おには理解できなかった。確かにルナの帰還を手伝いたい気持ちはわかる。彼女は彼の妹を助けるために六ろく条じようの元へ自みずから投降したとも聞いている。その恩があるのだろう。


    　だがその心情を加味したとしても、妹のことと同列に扱うのは不自然だ。


    　異界門顕現マグヌス・オプスの発動に対する危険性も説いている。それは伝わってないのだろうか。


    　本当なら発動させたくはない。だからタクトにも慎重になってもらいたかった。


    　彼女の脳裏に父親の姿が過よぎる。


    　古文書の解析に没頭して、妻と娘を置き去りにしたままこの世を去った父。


    　最後に六条に抵抗して実験を止めようとしたようだが、父親が異世界の扉を開くことに加担した事実は変えようもない。そして莉緒の平和だった日常は一変した。


    　誰かが被害にあう度たび、父を止められなかった自分の罪を自覚して恐怖した。


    　もし異界門顕現マグヌス・オプスを開いたとしてそれが失敗に終わったら。もしくはジオ・グラムが大量に転移する事態となったら。今まで以上の悲劇が起きる。


    　そんな罪をタクトに背負わせたくはない。


    　もちろん、ルナの帰還に反対するわけではない。彼女は口は悪いが根はとてもよい人なのだとわかっている。


    　莉緒がルナの無茶ともいえる要求を飲んだのは、無理を言って探索を中止している間はせめて快適に過ごしてほしいという彼女なりの気遣いだった。


    　数年という単位で待たせてしまうかもしれないが、その間は不便な思いはさせない。


    　だがそんな莉緒の願いも虚むなしく、タクトには届かなかった。


    　彼はやはり今後も異界門顕現マグヌス・オプスを探し求めるのだろうか。


    　危険と知りながらも発動させるのだろうか。


    　身み震ぶるいした。暗がりの道を歩きながら手足が冷えていく。


    　どうしたらいいのだろう。


    　本当にタクトがそうしたいと思うのであれば、そこには彼なりの重要な理由があるはず。


    （好きだから、とか……？）


    　想像した途端、莉緒はぶんぶんと頭を振って考えをかき消す。


    　確かに好きな異性のためなら献身的になり支えようとするだろう。しかしそれで冷静な判断力まで失うものだろうか。


    　生まれてこの方、恋愛経験のない莉緒にはわからない範はん疇ちゆうだった。


    　ただタクトがルナを好きなのではと考えたとき、彼女は胸がきゅっと締め付けられる感触を覚えた。


    　どこか切なく苦しい痛みに違和感を抱いだいているとき、はたと立ち止まる。


    　彼女がいたのは自宅前ではなかった。


    　そこは犀さい星せい薬理化学研究所の正門前。


    　ショックを受けていたとはいえ辿たどり着くまで気づかなかったことに莉り緒おは呆ぼう然ぜんとする。


    （駄目だ……私）


    　莉緒は深々とため息を吐ついて来た道を引き返そうとする。


    　そのとき正門前に黒塗りの車がやってきて止まった。所員の誰かだろうか、とふと視線を向けると後部座席の窓が開いた。


    「……雪ゆき城しろ君、か？」


    　顔を見せたのは武たけ臣おみだった。


    　武臣は夜道に突っ立っている莉緒を訝いぶかしげに見つめる。


    「まだ君は出入り禁止のはずだが……何か用があってのことか？」


    「い、いえ、その。か、勘違いでした。入るつもりはないので……失礼します」


    　莉緒は顔を真っ赤にして踵きびすを返す。


    　ぼんやりしていたら研究所に来てしまった、などと言えるわけがない。


    　だが歩き始めた彼女を追って車がゆっくり近寄った。


    「時間も遅い。女性が一人で夜道を歩くのは危険だ。駅まで送っていこう」


    「え、でも……」


    「遠慮することはない。それとも、こういう気遣いは嫌だということか？」


    「いえ、嫌とかではなく……私は適応者ですし。痴漢程度でどうこうなるわけでは……」


    　む、と武臣が呟つぶやく。だが真しん摯しな目で莉緒に言った。


    「それでも君は女性だ。丁てい重ちように送迎するのは男の役目だろう」


    　莉緒はきょとんとしたあと、思わず笑った。


    　キザな台詞せりふだが、美男子である武臣が至極真ま面じ目めな顔で言うものだから嫌みはない。


    「……では、お願い致します」


    　言葉に甘えて莉緒が了承すると後部座席のドアが開く。乗車すると車は駅へ向かった。


    　高級な革張りのシートで莉緒は体を縮こませて座りつつ、チラリと武臣を横目で見る。


    　武臣は足を組み、仕事の資料と思われる書類を熱心に読み込んでいた。


    　彼から話を振ってくる気配はない。どうして研究所に寄っていたのか、ということも聞いてこない。本当に莉緒を送るためだけに乗せているのだろう。


    　変わった人物だな、という印象だった。とらえどころがないのに、他人に不安感を抱いだかせないような落ち着きがある。


    　そのまま車内は沈黙に包まれていた。


    　どうしてこんな状況になっているのか、と莉緒はぼんやり考える。それから再び武臣を見た。今度はしっかりと顔を向ける。


    「あの……武臣さん」


    「何かな」


    　武たけ臣おみが資料に目を落としたまま答える。


    　莉り緒おは言葉を選びつつも告げた。


    「六ろく条じようさんが引き起こしたという異界門顕現マグヌス・オプス……その手法は今は失われていますが、もしも同種の方法が発見されたとしたら、犀さい星せい財閥はどうしますか」


    　ピクリ、と武臣は指を動かした。そしてゆっくりと莉緒に向き直る。


    「……それはどういう状況を想定しての話だろうか」


    「いえ、その……ジオ・グラムや適応者だけが社会への影響を及ぼすわけではないですから。その原因を作った禁きん呪じゆについても、当然犀星財閥は何かしら対策をとるのかと」


    　偶然とはいえ、武臣と話す機会ができたことで莉緒は確かめたくなった。


    　自分が参加しようという組織が、異界門顕現マグヌス・オプスへの対応をどうするつもりなのか。


    　武臣は顎あごに手を添えて考える仕草をした後、静かに答える。


    「あるかどうか定かではない、という前提は置いたとして。もし発見されるようであれば我われ々われの手で確保すべきだろう。そして他の錬金術組織に渡らないよう厳重に隔離しなければならない。なにせ地下施設を破壊し地盤沈下を引き起こしたほどの技術だ。それにジオ・グラムを出現させないためにも、世に出してはならない代物だろう」


    「そう、ですか」


    　莉緒は無意識にほっとしていた。


    　犀星財閥の目的が彼らの自己保身だとしても、社会への影響を最小限に食い止めようとする限りは莉緒の願いと一致する。


    「……では、犀星財閥は異界門顕現マグヌス・オプスを記した古文書を狙ねらっている人間を発見したら、どうするおつもりですか」


    「無論、阻止するだろうな」


    　武臣の返答を踏まえ莉緒は考えこむ。


    　タクトたちはまだ異界門顕現マグヌス・オプスを諦あきらめてはいない。彼の気持ちが把握できないままだが、無闇に発動する前に引き止めなければいけない。


    　例えば、莉緒は彼らがそれを探索していることを知っている。それを犀星財閥に伝えれば必ずや阻止に動くだろう。脅しになってしまうが、それならさすがにタクトもルナも諦めるだろうか。


    　ルナから提示された条件を満たそうにも時間がかかりそうではあるし、あれで頑固なタクトにわからせるには強引なくらいがちょうどいいかもしれない。


    「ちなみに、その質問は組織への参加に関連したもの、という認識でいいのだろうか」


    「……そうですね。とても参考になりました」


    「ならばよかった……それともう一人の彼。御み厨くりや君はどのような状況だろうか」


    　探りを入れられているのだとすぐにわかったが、莉り緒おは無難な返答を用意する。


    「平行線、というところでしょうか。迷っていると思います」


    「やはり彼ともじっくり話をすべきだろうな。君とはまた違った悩みを抱かかえていそうだ。一筋縄ではいかないかもしれない」


    　どうも武たけ臣おみは初見でタクトの性質に感づいているようだった。


    「タクト君は……頑固な面もありますから」


    「君も苦労するな」


    　同情の言葉に莉緒は苦笑いを浮かべる。


    「だが君としても仲間である彼とは離れたくないだろう」


    　ビクリ、と莉緒は肩を震ふるわせた。


    　仲間。彼はそう思っていない。


    　一緒に戦った経験と心の中を吐と露ろしたあの病室での一件から、莉緒はタクトのことを信頼できるパートナーのように感じていた。


    　しかしそれは単なる思い上がりだったのだろうか。タクトはルナのほうこそ重要な関係であると考え、莉緒は利害関係の一致した協力者に過ぎなかったのか。


    　莉緒は眉まゆを曇らせ俯うつむく。膝の上に置いた拳を握りしめた。


    　そのとき武臣の懐ふところから携帯の着信音が鳴り響く。


    　失礼、と告げて武臣は携帯電話を取り出し相手と喋しやべり始めた。


    　何やら小声で話し合っているがすぐに通話は切れる。


    　そして武臣は双そう眸ぼうを細め莉緒に告げた。


    「……急用が、入った。すまないが……話は、またの機会で、いいだろうか」


    「あ、はい。仕事のお邪魔をするわけにはいきませんから」


    　答えながら莉緒は眉をひそめる。武臣が顔をしかめ眉み間けんに深い皺しわを刻んでいた。


    　それはどこか痛みを堪こらえているようにも見える。


    「あの、大丈夫ですか？」


    「ああ……問題、ない……っ」


    　武臣は掌てのひらを額ひたいに当てると鷲わし掴づかみするように爪を肌に食い込ませる。


    　そして窓のほうへ顔を向けて表情を隠した。


    「もし体調がよろしくないようでしたら、お仕事は休まれたほうが……」


    　気遣いの言葉を投げかけたとき。


    「……いいや、重要な仕事だ。俺がいないと始まらん」


    　声が返ってきたが、それは不調など感じさせないような弾んだものだった。


    　しかも一人称が私、から俺に変わっている。奇妙な変化に莉緒は困惑した。


    　武臣が振り返る。その唇は弧こに吊つり上げられ笑みを浮かべていた。


    「ああ。お前か」


    　そして武たけ臣おみはジロジロと舐なめ回すように莉り緒おを眺める。その感触は真しん摯しな雰ふん囲い気きを携えた武臣とは違い、無遠慮でどこか陰湿なものだった。


    「あの、私が、なにか」


    　聞きながら彼の青みがかった瞳ひとみがより深い青に染まっていることに気づく。


    　観察じみた視線は止まらず、莉緒は思わず胸の前で両腕を組んだ。どうしてか心中から警戒心が湧き起こる。まるで武臣ではない人間を相手にしている気分だった。


    「まぁ、気にするな。俺の都合だ」


    　そう答えた武臣は薄く笑いながら前を向く。


    　何かおかしい。だが気になるのは雰囲気や一人称くらいのもので、彼の姿も声もまったく変わってなどいない。


    　それに面と向かって、変です、などと無礼なことを武臣に言えるわけもない。


    　胸中に疑問を抱かかえていると駅に到着した。


    「あの、送っていただきありがとうございました」


    　車から降りた莉緒はドアを閉めようとする。


    　そのとき武臣の手が莉緒の腕を掴つかんだ。


    　ギョッとする莉緒に武臣は笑いかける。爽さわやかさのない粗暴じみた笑みだった。


    「また会おう。雪ゆき城しろ莉緒」


    　そう言うと武臣は掴んだ手を離し車中に戻る。それから車は発進した。


    　莉緒は呆ぼう然ぜんとしながらそれを見送る。


    「何だった、の……？」


    　ポツリと呟つぶやく。


    　それから莉緒は掴まれた腕を無意識に触っていた。


    　なぜか鳥肌が立っていた。
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    　男は暗い通路を必死で走っていた。


    　汗が全身を濡らしている。それだけでなくあらゆる箇所にべったりと血が付着していた。


    　それは男が怪我をしたからではない。仲間の返り血を浴びて赤に染まっているのだ。


    「くそ、何なんだよあいつは……！」


    　男の名はイェゴール。錬金術組織ローゼンエレメンツに所属する錬金術師であり、ジオ・グラムに融合されつつも昏こん睡すいすることなく異能に目覚めた適応者。


    　その金髪碧へき眼がんのイェゴールの顔には焦あせりと恐怖が浮かび上がっていた。


    　適応者となった彼はその異能でジオ・グラム争奪戦を戦い抜いてきた戦士だ。武装した兵士を数人相手取っても引けをとらない実力を備えている。


    　その彼が今、無様に敗走していた。


    　イェゴールが走っている場所はローゼンエレメンツ日本支部の地下通路。イェゴールをはじめとする組織メンバーが集う戦略拠点であり、ジオ・グラム研究施設も付随している。


    　その施設に敵が侵入して三十分ほどが経過した。


    　その短時間で組織のほとんどの人間が殺された。


    　目の前でなすすべなく殺害されていく仲間の姿がイェゴールの網膜に焼き付いている。まるで悪魔の所業と言わんばかりの暴ぼう虐ぎやくに、誰も抵抗できなかった。


    　敵に制圧され動力が落ちた施設では照明すらも消えている。慣れ親しんだ通路も暗くら闇やみの中では森の中に彷徨さまよい込んだように不気味で、一層彼の不安感を煽あおられた。


    　──待てよ。


    　背後から声が聞こえる。体を震ふるわせたイェゴールは立ち止まり、背後を振り返った。


    　闇の中にぼんやりと浮かぶ人影がある。


    　その周囲には濃い群ぐん青じようの光がちらついていた。光は細かい粒子であり、イェゴールに近づいてくる人影からじわりと滲しみ出ている。


    　──もう少し相手になったらどうだ。


    　声が通路に反響する。恐怖で顔を引き攣つらせたイェゴールは再度逃げようとした。


    　だがいつの間にか彼の進行方向にも何者かが立っている。


    　それは白装しよう束ぞくを身に纏まとった人間だった。教会の祭さい司しが着ている祭服に似たデザインで顔はフードに覆おおわれて隠れている。


    　挟まれる形となったイェゴールは歯は噛がみした。


    　追い詰められ跳ね上がった恐怖を、彼のプライドが抑えつけた。


    　今までにもあらゆる困難を退けてきた。異能を授かり訓練を重ね人の域を超えた自負がある。


    　適応者がこのままむざむざと殺されてたまるかと、イェゴールは右手を掲げた。その掌てのひらに黄色い粒子が迸ほとばしる。


    　だが群青の粒子を纏う人影がくぐもった笑い声を上げたとき。


    　体の周囲を揺蕩たゆたっていた粒子が集積し、濁流となってイェゴールに襲おそいかかった。


    　そしてイェゴールは自身の能力を発動する暇いとまもなく群ぐん青じようの粒子に飲み込まれる。


    　暗闇に包まれた通路で絶叫が響き渡った。


    　その声もすぐに消失する。


    　群青の粒子はまるで餌えさに群がる昆虫のようにイェゴールを包んでいたが、やがて拡散して空気中に消えていった。


    　残されたのはイェゴールであったものの残ざん骸がい。


    　地面には血の海が広がり、細かな肉片がびっしりと落ちている。


    「うへぇ……すげぇなこりゃ」


    　白装しよう束ぞくの男は舌を出してフードを取った。タレ目に髭ひげ面づらの締まりのない顔で凄せい惨さんな現場を見下ろす。


    「お前は確か、東あずま、とかいったな」


    　群ぐん青じようの粒子を纏まとう人影は遠くから東に声をかけた。


    　東は即座に背筋を伸ばす。緊張が走り唾つばを飲み込んだ。


    「ジオ・グラムはどうなった」


    「既に回収済みです」


    　人影は鼻を鳴らす。


    「この体が連れてきたということだが、なるほど。それなりに使える人間というわけか。あの薬を我々に届けたことも褒ほめてやろう。なかなかに面白い兵が作れそうだ」


    「……光栄です」


    「復活の暁あかつきにはこの体も処分する。お前の雇い主はこの俺になるわけだ。せいぜい気に入られるよう貢献するのだな」


    　くぐもった笑い声を上げて人影は踵きびすを返す。


    　そこで思い出したかのように再び東へ声を投げた。


    「……それと、報告に合った適応者の女。あれは殺すな。生け捕りにしておけ」


    　そう告げると闇やみの中へ消えていった。


    　気配が消えたところで東は深々と息を吐く。


    　あの圧倒的威圧感と殺気の前では、まるで心臓を鷲わし掴づかみにされたような恐怖を感じた。


    　東はフードを被かぶり直して懐ふところからタバコを取り出し一本咥くわえる。


    　火をつけて紫煙を吐き出しながら、無感動な目で血の海を眺めた。


    　目の前で人間が肉塊に変わる光景。東は今まで散々残ざん虐ぎやくな光景を目の当たりにしてきたが、こんな凄せい惨さんさは類を見ない。


    　適応者が人を超えた力なら、それはさしずめ神のような力だ。


    　そう考えた東は口元を歪ゆがめる。


    「神か……あんなもんを崇あがめる気にはなれねぇがな」


    　根元まで吸い終わったタバコを血の海に捨てる。


    「まぁ、せいぜい頑張らせてもらうさ。俺が生き残るためにもな」


    　そうして東もまた踵を返し暗くら闇やみの中へ進んでいく。
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    　莉り緒おと口論した翌日。タクトは通っている高校の近くにある公園のベンチに座っていた。


    　公園に人ひと気けはない。時刻は一時限目の開始時間で、遠くからチャイム音が聞こえてきた。


    　タクトは授業を受けるつもりはなかった。重大な事態を抱かかえている中で通う気分にはなれなかったし、考えをまとめる時間も欲しかった。


    　ただし公園にいる理由はメールで呼び出されたためだ。


    　メールの送り主は武たけ臣おみだった。驚いたが、おそらくアドレスは間ま宮みやから聞いたのだろう。


    　要件は、話したいことがあるので小一時間ほど外に出てきてほしい、というもの。


    　指定場所は今タクトがいる公園だった。


    　どんな内容なのか書かれていないが、わざわざ直接コンタクトを取るほどであれば重要なものなのだろう、とすぐに公園に向かった。


    　そうして何の変哲もない公園のベンチで座って待っていると、公園脇の道路に黒塗りの車が停車する。


    　その後部座席の窓が開き、武臣が顔を覗のぞかせた。


    　軽く手招きしてくるためタクトは車に近寄る。その間、周囲に誰もいないことを確かめた。


    　車中には武臣の他に運転手が一人。警備をつけているわけではない。


    　この状況であれば何があっても対応はできるだろうと考え、タクトはドアの開いた後部座席に乗り込む。


    「……制服のまま来るものと想定したのだが、一度自宅に戻ったのかな」


    　それが武臣の第一声だった。視線はタクトの服装に注がれている。もともと高校に行かないつもりなので私服姿だった。


    「いや、まぁ……今日は授業を受ける気になれなかった、といいますか」


    　言葉を濁すも武臣はすぐに理解したようだった。


    「そうか。確かに君の置かれた状況では一人になりたいときもあるだろう。心労を重ねていることは私にも理解できる」


    　言葉尻から配慮が感じられた。


    　しかしすぐに武臣は目つきを厳しいものにする。


    「かといって、学業を疎おろそかにすべきではないと忠告しておく。君は家族からの金銭的援助が見込めないのであろう。ではやはり君個人の資質で道を切り開いていかなければいけない。学業はその資質を高めるものだ。授業は出ておいたほうがいい」


    　至極真ま面じ目めな武臣の言葉に、タクトは目を丸くする。


    「ええと……はい」


    　取りあえず頷うなずくしかなかった。武臣は満足そうに頷く。


    「あの……それで話ってのはなんですか」


    「ああ、そうだった。私の悪い癖くせだ。つい余計な口を挟みたくなってしまう」


    　タクトは何と反応すればいいかわからず微苦笑するに留めた。


    　最初の印象は掴つかみどころのない人物だったが、この態度が示しているように根はとても真面目でいつも真剣なのだろう。


    「君を呼んだのは少し急を要する展開になっているからだ。早めに伝えることで少しでも考慮する時間を作れればという僅わずかばかりの配慮がある」


    　どこか不穏なものを感じさせる物言いだった。


    「君にも話したと思うが。我々はジオ・グラムを所有し適応者が在籍している二つの錬金術組織にコンタクトを取ろうとしている」


    「ローゼンエレメンツと京都御領秘術教会ですか」


    「今朝方、その二組織の壊滅を確認した」


    　唐突な言葉に、タクトは驚きよう愕がくし目を見開いた。


    「壊滅って……！」


    「複数の情報筋から確認している。本日未明に某所で爆発事故が起こったのだが、それがローゼンエレメンツの拠点だと判明した。組織の人間も生き残りは確認できていない。京都のほうに関してはどうも一週間ほど前に壊滅していたらしく、我わが財閥のエージェントが今朝になって状態を確認できていた」


    　タクトは絶句した。


    　あまりの急展開に困惑が膨ふくれ上がる。


    「なんで……そんな、どこの誰が？」


    「わからない。私たちも襲撃者の形跡が残っていないか調査している。だが、その目的は推測することができる」


    　武たけ臣おみの言葉に、彼はすぐにそれを思い至った。


    「その二つの組織に共通することは、争奪戦に参加していた、ってことですよね。もしくはジオ・グラムを所有しているかどうか……つまり」


    「そう、察しの通りだ。もしも二組織が何者かに襲撃されたとすれば、次の対象はアガスティアだろう」


    　タクトは喉のどを鳴らし、ある光景を思い浮かべた。


    　不安定な異世界への扉を固定化していた装置。それが突然に爆発した光景。


    　まさか現在の異変はあのときの爆発に何か関わりがあるのだろうか。


    「何か思い当たる節でも？」


    「い、いえ。ちょっと頭の中で状況を整理してただけです」


    　不自然な爆発を起こした、あの装置の件は伏せておく。


    　武臣はまっすぐな視線をタクトに向けていたが、特に追及することなく話を続けた。


    「それで本題だ。この状況を踏まえ我々は対策を行うことにした。まず緊急措置として犀さい星せい薬理化学研究所を閉鎖する」


    「閉鎖、ですか」


    「うむ。より堅牢な警備システムのある施設にジオ・グラムを移送する。当然、研究員たちも一時的に避難することになる。治療薬研究が滞とどこおることになるのは痛手だが、仕方あるまい」


    「その、移転先での再開はいつぐらいですか」


    「申し訳ないが組織の人間でない君に正確なことは伝えられない。だが時間はかかる、とだけ言っておこう」


    　その言い方では具体的な時期は読み取れないものの、施設の移転という大掛かりなことだけに一週間やそこらで開始されるわけではなさそうだ。一か月はかかるかもしれない。


    　同時に彼は嫌な感触を覚える。武たけ臣おみから最初に告げられた、考慮する時間を作る、という言葉が何を示しているのかを薄々感づく。


    「明日には研究所を閉鎖し研究員も避難させる」


    　明日、とオウム返しに呟つぶやくタクトは目を見張った。


    「その後は我われ々われの動向を気け取どられぬよう一切の情報を遮断する。そのため君に接触できるのは今日しかない。つまり、明日には私に組織参加の可否を寄越してほしいということだ」


    　タクトは返す言葉を失った。


    　危険が迫っている中、武臣の取った指示は適切な判断なのだろう。ジオ・グラムや治療薬研究のデータ。研究に従事する間ま宮みやたち。それらを守るための最善の策だ。


    　それが逆にタクトの首を絞めることになっていた。


    　タクトは俯うつむき眉まゆ根ねを寄せる。まだルナのことをどうするか決めていない。それなのに犀さい星せい財閥に入るかどうか決断しなければいけないのだ。


    　そうして苦しむ表情を見せる少年を見つめながら武臣は静かに言った。


    「この際、正直に言ってほしいのだが」


    　ドキリとして顔を上げる。武臣の目は真しん摯しなもので、どこか熱がこもっていた。


    「君が肉親を預けることや六ろく条じようの裏切りでより慎重になっているのは理解できる。我々が適応者やジオ・グラムを管理することに懸念を抱いだいていることも」


    　武臣の洞察通りではある。しかし今のタクトが抱く感触は少し違っていた。


    　こうしてタクトが気持ちを整理する猶ゆう予よを与えようとする武臣の姿勢は誠実なものだ。


    　研究所移転という大胆な行動からも、統括者である武臣の責任感が窺うかがえる。


    「だがそれだけではないのではないか？　君は何か別の問題を抱かかえているのではないか」


    　踏み込んだ質問にタクトは口の端はを歪ゆがめる。武臣を疑っていたことを恥じつつもやはり答えることはできない。


    　ルナを守る。そのためにタクトは口を閉ざし続けるしかない。


    　黙ったままでいる少年を見つめる武臣は、ため息を吐ついて眉み間けんを揉もんだ。


    「……君の参加を促うながすことが私の仕事だ。つまり、私以外の力による解決は私の力不足でありプライドにも反する。できればそのような結果は招きたくない」


    　実力行使による拘束、を仄ほのめかしているのだろうが、武たけ臣おみからはそれを是としない強い意志が垣かい間ま見えた。


    「君に快こころよく参加してもらうための協力は惜しまない。何でもいい。私にできることはないだろうか。アドバイスできることもあるかもしれない」


    　それは悪意の混じらない純粋な善意の声のように聞こえた。あるいは人心掌握術の一つであるかもしれないが、煩はん悶もんするタクトの心には容易たやすく響いた。


    「……武臣さんは海外で活躍するすごい人だと莉り緒おから聞いてます」


    　タクトが切り出すと武臣は聞く姿勢を取る。


    「例えば、ですよ。どうしても同時に解決することのできない二つの問題があったら、武臣さんならどうしますか」


    　タクトは自分でも何をわけのわからないことを聞いているのだろう、と内心で呆あきれた。それでも武臣という他人の意見を聞いてみたくなったのだ。


    　武臣はしばらく黙り込んでいた。話の流れと関係ないことを聞いてしまえばそんな反応にもなるだろう。タクトは後悔したが、ややあって武臣は口を開いた。


    「本件とは別だが、偶然にも私はそうした類たぐいの問題を抱かかえていてね。悩みの種だが……結論は変わらない。一方を選び解決するだけだ」


    　その声は迷いのないはっきりとしたものだった。


    「……でも、俺が選ぶことで別の道にいた誰かが辛つらい思いをする。それを避けたいと思うのは我わが儘ままですか」


    「それは君の心が定まっていないから辛いと感じるだけだ。しかしその悩みは我が儘ではない。それが君の選びたい選択肢なのだから、なければそれを作ればいい」


    　タクトは眉まゆを上げて武臣を見つめる。


    「作る、ですか」


    「不可能な話ではない。現実は数式のように解が決まっているわけではない。自みずからの希望する道を生み出すこともできる……あいにく、私にはできなかったがね」


    　そこで武臣が苦笑した。いつも感情が読み取りにくい武臣だが、このときはタクトにも青年に生まれた機微がわかった。


    　それは諦あきらめと少しの悔しさ。


    「しかし自らの期待通りに導くということは相当に困難な道だ。それでも選ぶというのであれば、自分や他人を犠牲にすることも覚悟しなければいけない」


    「犠牲にする、覚悟……」


    　武臣の言葉を反はん芻すうする。


    　タクトの中で確かに何かが動いた。取っ掛かりを得た感触があった。


    「と、私の経験論からわかりにくい説明になってしまった。すまない」


    　武たけ臣おみは謝りつつも既に苦笑を引っ込めてタクトに尋ねた。


    「それで、君が抱かかえる問題を私たちに委ゆだねるということは──」


    「……すいません。それは、まだ決められません」


    　武臣の言葉を遮さえぎって答える。そしてタクトは迷いながらも宣言した。


    「だけど明日には……答えを出します」


    　武臣はしばらく黙っていたが、眉み間けんに皺しわを寄せてため息を吐ついた。


    「……わかった。君を信じよう」


    　タクトは内心で安あん堵どして頭を下げた。


    　武臣としてはタクトの抱える事情も把握しておきたいに違いない。あらゆる危険性を排除するためにも不確定な要素は減らしておきたいはずだ。


    　それでも武臣が踏み込まなかったのは信用を得るための譲歩なのかもしれない。しかし、信じるという言葉も嘘うそ偽いつわりではないと思えた。


    　そのとき、車のバックミラー越しに公園に近づく人影が見えた。


    　制服姿の莉り緒おだった。タクトは軽く動揺する。


    「り、莉緒も呼んだんですか」


    「そうだ。君が先になってしまったが二人とも呼び出している」


    　莉緒はまっすぐ車まで歩いてくる。


    　武臣が窓を開けると気づいた莉緒が会え釈しやくして、タクトに少しだけ視線を寄越した。


    　冷たい感情がこれでもかと込められている。


    「急の呼び出しとは一体どういうことなのでしょうか。それもこんな公園に」


    「授業中にすまない。既に御み厨くりや君には話したが、君たちに伝えなくてはいけない話がある」


    「なぜタクト君が先だったのでしょうか」


    「見ての通り彼は学校に行かなかった。そのため君より先に到着していたのだ」


    「へぇ……そうですか」


    　莉緒の声が一段と低くなる。タクトはバツの悪い顔でドアを開けて外に出た。


    「ど、どうぞ」


    「ありがとう」


    　感謝の言葉にしては刺とげだらけの声こわ音ねだった。


    　莉緒がドアを閉めると武臣が喋しやべり始める。タクトは車外にいるため声は聞こえてこないが、内容は先ほどのものと同一だろう。


    　しかし心なしか莉緒が不自然に身を硬くしているように見えた。話の内容で動揺していると取れなくもないがいつもの莉緒らしくない。


    　そのことをタクトが気に留めていると、聴き終えた莉緒がドアを開けて外に出てきた。


    　武臣は車中から二人に顔を向けて告げる。


    「君たちには明日にでも組織に入るか否かを回答してもらいたいのだが──」


    



    「私は加入を希望します」


    



    　一瞬の間が生まれた。


    　タクトだけでなく武たけ臣おみの表情にも珍しく驚きが浮かんでいた。


    「考慮の時間はまだ残されている。それでいいのか？」


    「はい。事前に武臣さんとも話していましたし、この状況を含めて考えが固まりました」


    「……そういうことか。早々の決断は助かる」


    　固まっていたタクトはそこで莉り緒おに近づく。視線は武臣に向けた。


    「すいません。莉緒と二人で話したいんですけど、いいですか」


    「それは構わないが」


    　タクトは莉緒の返事を待たずに彼女の手を引いて武臣から離れる。


    「……何ですか一体。私は話すことなどありません」


    　莉緒は不快そうな表情だった。彼女の怒りはまだ収まっていないのだろう。


    　自分で蒔まいた種とはいえタクトは心が痛むのを感じた。


    「……決めたんだな」


    「ええ」


    　素そっ気なく言ってから莉緒は腕を組む。


    「それで、期限は明日ということですが。貴方あなたはどうするつもりですか」


    「俺は……」


    「まだ、ということですか」


    　莉緒は嘆息するとタクトを睨にらみつけるように見据える。


    「一つだけ忠告しておきます。貴方たちがもし異界門顕現マグヌス・オプスを探し求めるつもりであれば、私はそれを犀さい星せい財閥に告発します」


    　タクトは目を見張る。


    「犀星財閥は異界門顕現マグヌス・オプスを危険視しています。だからこそ、入手に走ろうとする輩やからを見過ごすことはしません。情報を与えればすぐにでも貴方を拘束するでしょう」


    　それは牽けん制せいだった。断ればどうなるか、という事実を突きつけている。


    「それでも異界門顕現マグヌス・オプスを追い求めるのですか」


    　莉緒がずいと詰め寄る。


    　沈黙が過よぎった。黙り続けるタクトを見ながら莉緒は次第に苛いら立だちを見せ始めた。


    「貴方の行動は妹さんのためになるのですか？　それとも、ルナさんのほうが重要だというのですか？」


    　タクトは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になる。


    「考え直しては、くれませんか」


    　それは切せつ羽ぱ詰まったような声こわ音ねだった。追い詰めているのは莉り緒おだというのに、彼女のほうが懇こん願がんするように見つめている。


    　だがタクトはここまで突きつけられてもなお、固く口を閉じたままだった。


    　莉緒の頬ほおにかあっと朱が差し込む。


    「やはり、何も語ってくれないのですね……関係ないから、ですか」


    　タクトが俯うつむくと莉緒は物もの憂うげに口元を歪ゆがめる。


    「……もういいです。私は武たけ臣おみさんのところに戻ります」


    　莉緒が去っていく。顔を上げたタクトはその背中に向けて何も言えない。


    「……さよなら」


    　彼女のその呟つぶやきは消え入りそうなほど小さかった。


    　莉緒は武臣と少し喋しやべった後に車に戻っていく。反対に武臣がタクトに歩み寄った。


    「彼女は学校へ送り届ける。君はどうする」


    「……俺は、別のところに行きたいので」


    「そうか。今日のところは何も言うまい。返事のことだが決まり次第ここに電話を寄越してほしい。私のプライベート用だ」
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    　武たけ臣おみが名刺を渡す。そこには携帯電話の番号も書かれてあった。


    「明日の二十四時まで待とう。では」


    　武臣が車に戻っていく。そして莉り緒おと武臣を乗せた車は学校へと向かっていった。


    「……さよなら、か」


    　一人残されたタクトはポツリと呟つぶやく。


    　それは別れの挨あい拶さつか。それとも決別の宣告なのか。


    　タクトは曇どん天てんを見上げる。今にも雨が降り出しそうな空模様はまるで彼の心を映した鏡のようだった。


    



    　莉緒は車中で手を組み、俯うつむいていた。


    　わからない。わからない。どうしてタクトはあそこまで頑かたくななのか。


    　敵に回ると脅せばタクトも折れると思った。


    　そこまでルナとの関係を大切にしているのか。いや、さすがにここまでくればそれ以上の何かが、彼の絶対の理由として存在しているとしか思えない。


    　だが彼は何も話してはくれない。


    　言ったのは「関係ない」ということだけ。


    　彼にとって信頼に足る人間でないから部外者扱いされてしまうのか。


    　タクトのためにと考えたことは、一片も伝わりはしないのだろうか。


    　急に虚むなしくなってきた。何をしても響かないのであれば、理解されないのであれば、声を荒らげるのも無駄ではないだろうか。


    「……仲なか違たがいしている様子だが」


    　隣で武臣が呟く。視線は窓の外を眺めていた。


    「彼はこんなことを言っていた。二つの問題を同時に解決したい、と。心当たりはあるかな」


    　それはおそらくルナと結ゆ月づきのことだ。


    「……いえ」


    　すぐにわかったが莉緒ははぐらかす。


    　昨晩の急な変へん貌ぼうを見てから武臣に少しだけ警戒心を抱いだいていた莉緒だが、今の彼はいつもと何ら変わらない。だから会話することに抵抗もないのだが、今はそうする気力も湧いてこない。


    　タクトが妹を救うつもりなのは間違いない。そして同時にルナをも助けたいのだ。彼女の帰還したいという気持ちを踏みにじらないように尽くそうとしている。


    　タクトはなぜ、そうなのだろう。


    　むしろ自分はなぜ、そのことに苛いら立だっているのだろう。


    　彼が理解してくれないことが悔しくて腹立たしい。それ以上に、タクトとルナの関係には絶対に近づけないような気がして辛つらかった。


    　ようやく傷を分かち合える、心を理解してくれる人が現れたと思ったのに。


    「彼には焦あせりがあるな……期限が迫っている、ということに対してではない。何を抱かかえているのかはわからないが、危あやういと言わざるをえない」


    　その言葉で莉り緒おは顔を上げた。変わらず武たけ臣おみは窓の外を見ている。


    　彼の表情は莉緒からは見えない。


    「不可抗力とはいえ、返答の猶ゆう予よを狭めてしまったことで彼を追い込んでいる可能性がある。追い詰められた人間というのは何をしでかすかわからない。もし衝動的な行動を起こすことがあれば、彼の破滅にも繋つながる」


    「破滅……」


    　傷ついた心にその言葉は重たかった。


    「それは、タクト君が悩んだ挙あげ句くに、無茶な行動をするかもしれないということですか」


    「俺にはあの少年がどうするかまではわからない。だが」


    　ゆっくりと武臣が振り向く。


    「君ならわかるだろう？　仲間、なのだから」


    　口元には薄い笑み。


    　その青みがかった瞳ひとみはより色が濃くなっていた。


    「止められるとすれば君だけだ。彼が道を踏み外そうとしているなら、それを強引にでも修正してやればいい。気持ちなど後からついてくる」


    　青みがかった瞳に見据えられ莉緒は唾つばを飲み込む。


    　なぜか武臣から顔が背そむけられない。


    「今すぐに手を伸ばすべきだ。立ち止まっている間にもいなくなってしまうかもしれない。取り返しがつかなくなるかもしれない。そうして君は後悔したのだろう？」


    　心臓が跳ね上がる。


    　なぜ武臣が、と莉緒は考えられなかった。トラウマを抉えぐられ、浮かんだのは父の姿。


    　見ているだけで止められなかった。


    　異変に気づいていれば悲劇は生み出さなかった。


    　そうやって何度、自分を責めただろうか。


    「大丈夫、お前はもう気づいている。同じ過ちを繰り返さないためにも、何をすればいいかはわかっているはずだ」


    「わ、私は……」


    「自分の愚おろかさに気づいていない者ほど視野が狭まっているものだよ。誰かの助けがいるのだ。なに、すぐに理解して感謝もしてくれるに違いない」


    　そうだろうか。タクトはわかってくれるだろうか。


    　自分が動けば、気持ちも伝わるだろうか。


    「過去は戻らないし過あやまちも取り返せない。お前はそんな結末は嫌だろう？」


    　そして武たけ臣おみは笑みを深めた。知性や誠実さは欠片かけらも感じさせない、獰どう猛もうな顔つきだった。


    



    　気づけば莉り緒おは高校の正門前で車から降りていた。


    　ぼんやりと立っているとメールの着信音が響く。武臣から、組織移転に伴ともなう本日の予定についてが記されていた。


    　莉緒は即座に、了解、と返事をする。

  


  
    



    　第二章　決意


    



    　タクトが自宅に帰ると、すぐ雨が降り始めた。間一髪のところだった。


    　リビングに入るとルナの姿はなかった。珍しいことに食い散らかした形跡もない。


    　タクトは次にバスルームへ向かうが、やはり彼女の姿はない。


    　思い至るのは寝室か地下書庫だ。タクトは地下書庫へと足を運んだ。


    　裏口を開けると曇どん天てんから降り注ぐ雨が地面を激しく叩たたいていた。濡ぬれる石畳に設置された隠し扉を開ける。地下へ続く廊下には光が灯っていた。


    　下りていくと果たしてそこにルナはいた。


    「ん？　なんぢゃタクトか」


    　振り向いたルナは古文書を本棚に戻しているところだった。


    「呼び出されたにしては随ずい分ぶんと早い帰りぢゃな」


    「ああ……すぐ終わったんだ」


    　タクトは書庫に入る。そこで変化に気づいた。山積みになっていた古文書の数が減っている。ルナは手に抱かかえた本を片っ端から本棚に突っ込んでいた。


    「片付けてる、のか？」


    「うむ。全て読み終えたからな」


    「じゃあ何か手掛かりは……！」


    　期待の眼まな差ざしを向けるもルナは薄い笑みを浮かべながら首を振る。


    「予想通りぢゃ。特に進展はなかった」


    「そう、か……」


    　タクトはさらに暗あん鬱うつな気分になりそれ以上何も言えなくなった。


    「……一応報告しておくが、祖先のうちで帰還できなかった者がおったようぢゃ」


    　気まずい雰囲気を察してかルナが沈黙を破った。


    　その発言にタクトは眉まゆを上げる。


    「帰還できなかったゼラ人が、いたって？」


    「どうやらな」


    　ルナは片付けを止めて振り向き、気づいた点を説明する。


    　古文書にはゼラ人の名前が幾つか出てくる。ハウローンを含めた現在のゼラ・ハイヴにおいて絶大な地位を誇っている一族の祖先たちだ。


    　その中で一人だけ、帰還した祖先たちの名に連なっていない者がいた。


    　名はザイオン・ジ・ラズ・ヴォルツォルド。


    　その名はルナが初めて知るものだった。ルナが知る限りゼラ・ハイヴでもザイオンを祖とする一族は確認できていないという。要するに唯一帰還できていない人間だった。


    　考えられるのは地球で死亡したか行方不明になったか。


    　しかし奇妙なことにザイオンの死因が古文書に記されておらず、その人物の最後は明らかにはされていない。


    「どうも意図的に情報が隠されている節はあったが……逆に言えば気になったのはそんな程度しかなかったな。収穫にすらなっていない」


    　ルナは自じ嘲ちよう気味に言って肩をすくめる。


    　タクトもまた同じ感想だった。帰還できていないゼラ人のことがわかったところで、今は何の意味もないのだ。


    　そしてルナは本を棚に戻す作業に戻った。


    　あまり片付けや掃除を行わないルナが自主的に片付けを行っている。その姿はタクトにとっては殊勝な心がけとは思えず、むしろ彼女の心の変化を如によ実じつに伝えていた。


    「……出ていく、つもりなのか」


    　ルナは答えない。煤すすや埃ほこりで汚れた手を腰に当てて書庫を眺める。


    「これほどの量の書物を自由に読むのは久々ぢゃったな」


    　話題を逸そらすように彼女は言う。だが感慨深げでもあった。


    　夢の中でルナは父親から本を取り上げられていた。余計な知識をつけないよう書物が没収されていただけに、これだけの読書量は彼女にとって悪い体験ではなかったのかもしれない。


    　それがたとえ生死がかかった状況であっても。


    「しかし本の並びはてんでバラバラぢゃのう。もっと順番通りに並べればよかろうに」


    　口を尖とがらせながら収納を再開するルナの言葉に、タクトは疑問符を浮かべた。


    「順番通り？」


    「この書物は先祖たちがこの世界に来て記しておるが故ゆえに、時系列に合わせて番号が振られておる。それに棚への揃そろえ方まで注意書きされておったぞ」


    　なるほど、と頷うなずく反面、彼女の意外な一面を見た気がした。


    「ルナはそういうの気にするタイプなんだ」


    「なんぢゃ意外そうに言いおって。ぐっちゃぐちゃで妾わらわは辛抱たまらんかったぞ」


    　かなり散らかされている部屋を見ればそうは思えないものだが。というのを心の中に留めてタクトは苦笑した。


    　そして、そんな普段通りの会話が彼の心にさざ波を作る。


    　離れてしまえばこんな他愛のない会話すらも失われる。


    　そして彼女は孤独な生活の中で足あ掻がくことを止め、静かに死を待つのかもしれない。


    　タクトは歯は噛がみした。何とかして彼女の生きる希望を繋つなぎ止めたい。


    　でなければルナはこのまま出ていってしまう。


    　その様子に気づいたルナが手を止めて振り向いた。


    「そういえばお主ぬしが呼び出されたという件を聞いていなかったな。話してみよ」


    　逡しゆん巡じゆんしたタクトだったが、ルナの真剣な目にせっつかれる形で口を開く。


    「……今日、武たけ臣おみさんが会いに来た。犀さい星せいの研究所を閉鎖する、って」


    　ピクリ、とルナの眉まゆが上がる。タクトは簡潔に説明した。


    　ルナは雨音に混ざるタクトの声を黙って聞き続ける。ただ、ゆっくりではあるが本を戻す作業は続けていた。


    「だから、返事は明日までに欲しい、ってことで──」


    　そこで、期限は一日しかないという事実を再確認して声が詰まった。


    　反対にルナは軽く肩をすくめてみせる。


    「なるほどのう。なかなかに面倒な事態ぢゃな」


    「……それで、アガスティアを狙ねらってる連中がいるならどこかの錬金術組織だと思う。もしくは生き残ってた六ろく条じようの仲間とか──」


    「違うぢゃろうがタクト。そんな話をしに戻ってきたのではあるまい？」


    　話題を逸そらしたいのをすぐに見透かされていた。


    「のうタクトよ。組織が狙われておるのであれば、木刀娘や治療のためにもお主はその側に立って守らねばならん。そうぢゃろう？」


    「それは……」


    「それにもう……妾わらわのことは諦あきらめよ。妾は遠からず死ぬ。それは避けられぬよ」


    　タクトが目を見開くと、ルナは優しく諭すように首を振った。


    「いずれ死ぬ女のことなど忘れるがよい。それより木刀娘のことを気にかけたらどうぢゃ。まだ仲なか違たがいしておるのであろう？　さっさと頭を下げてこい」


    　呆あきれたように笑ったルナが本を棚に戻す。彼女の腕にあるのは残り一冊になっていた。


    　黙り込んだままタクトは拳を握りしめ、もう何度目かの考えを巡らせた。


    　犀星財閥に入るべき、なのだろう。武臣の人柄は信用に値するものだ。実力を兼ね備えた彼のもとで動けば治療薬開発もうまくいくかもしれない。


    　しかしルナはどうするのだ。犀星財閥に与くみすればルナは文字通り独りになり、自力での帰還など限りなく不可能に近くなる。


    　彼女が何もできないまま一人死ぬのを見過ごして、忘れて、治療薬に専念するなど選びたくはない。


    　タクトはあの公園でルナを引き止め、諦めかけていたルナの心を変えさせた。


    　絶対に帰すという言葉があったからこそ彼女は望みを繋つないだのだ。


    　その言葉をかけた本人であるタクトがルナと離れることを選べば、既に生きようとする意思を失いかけている彼女が、完全に諦めてしまうのは明白だ。


    　手を離してはいけない。そうわかっているものの、非力な自分が彼女の側そばについていったところで何ができるのか。


    「だけど、俺はまだ……」


    「まだ、何ぢゃ？　もし妾わらわの姿が見えることで気が散るのであればすぐに消えてやろう」


    　咎とがめるように言いながらルナが本を棚に戻す。


    　そして振り返った彼女は入り口へ向かおうとした。


    　動揺したタクトは、それでも咄とつ嗟さに立ってそれを遮さえぎる。


    「……そこをどけ」


    「どきたくない。ルナは言ってたじゃないか。考えぬいた結論に従うって……！」


    「結論など出ておろうが。それを口にしたくないだけで」


    　見透かされた感触にタクトは顔を歪ゆがめる。


    　ルナは嘆息すると、右手をゆっくり掲げた。


    　その掌てのひらに赤い燐りん光こうが生まれ、炎が発生する。埃ほこりっぽい地下書庫に熱気が充満した。


    「どけ。どかぬと燃やすぞ」


    「……嫌だ。これから死にに行こうとするルナを、黙って見過ごすなんてできない」


    　もはや意地だった。こんなものただの我わが儘ままだとわかっている。打開策だって出てはいない。


    　しかし、ルナに生きることを諦あきらめてほしくないのだ。


    　それは恩があるから、だけではない。境遇に同情してるからだけでもない。


    　いつの間にかタクトの心の幾分かを占しめるほどに、ルナの存在は大きなものだったのだ。


    　ルナはそこで寂しそうに笑う。そして炎を一段と大きくした。


    　そのときだった。


    　カチリ、という不可解な音が耳に入った。


    　緊迫した空気の中に起こった奇妙な物音に意識がもっていかれる。


    　タクトは思わず室内を見回した。


    「……なんだ？」


    　音の出どころを探そうとするも、ルナは気にした様子もなく炎を向けていた。


    「余よ所そ見みしておるということは燃やされても構わぬ、ということか？」


    「ち、違う！　この書庫は時計すらないけど、でも何かの装置が動いたような音がしたじゃないか……確か下のほうからだったかも」


    　タクトはしゃがみ込んで床を確認する。正直、異変云うん々ぬんというよりルナの気を逸そらせれば理由は何でもよかった。


    　実験器具の何かが動いたのだろうか、と予測していたタクトは机の下を覗のぞき込んで目を見張る。


    　微かすかに床が浮いている箇所があったのだ。


    　机の下に潜り込んでみると床に正方形の切れ目が生まれ、その部分だけが不自然に浮いている。まるで何かの蓋ふたをしていたかのようだ。


    　浮いた部分に爪を立てて引っ張ってみると簡単に剥はがせた。


    「なんだ、これ」


    　床の下にあったのは翡ひ翠すい色の石版だった。掌てのひらに収まるサイズで、文字も何もないただのプレートだ。


    「……何を見つけたというのぢゃ」


    　鼻を鳴らしながらも炎を消したルナがしゃがみ込む。タクトの声こわ音ねから、それがただ意識を逸そらしたいだけの虚言ではないと感じ取っていたようだ。


    　そしてルナは翡翠色のプレートを見て柳りゆう眉びを上げる。


    　彼女の細い指がプレートを取り出した。ルナは立ち上がって表と裏を眺める。その表面は滑らかで傷一つなく、そして何か描かれているわけではない。


    　タクトもまた立ち上がって確認したがやはり何もなかった。


    「ちょっと貸してみて」


    　タクトはルナからプレートを手渡される。


    　それと同時に、プレートが眩まばゆい光を放った。


    　ギョッとしたタクトの手の中で光に包まれるプレートは、その表面に白く細かい文字がびっしりと浮かび上がっていく。


    　この書庫に残された古文書と同じゼラ語だった。


    　光はやがて収束して消えていくが、文字はそのまま残っていた。


    　驚きよう愕がくしていたルナはプレートの文字を眺め、まさか、と呟つぶやく。


    「儕ともがらが触れることで発動した、のか？」


    　タクトの脳裏を過よぎったのは、二年前に書庫にあった一冊が眩い輝きを放っていた光景だ。それに触れることでタクトは儕として覚醒した。


    「俺だけに反応したってことは、ニコラ・フラメルの作った仕掛けなのかな」


    　タクトが問うが、ルナはプレートを取って凝視するだけで答えない。


    　そうして返答を待つこと一分後。ルナは体を弛し緩かんさせるように息を吐いた。


    「なにかわかったのか？」


    　うむ、と呟いたルナはテーブルの上にプレートを置く。


    「これは我が祖先の置き土産みやげぢゃ。それを儕の一族が管理しておった……」


    　そこでルナが黙る。どこか呆ほうけているような顔つきだ。中身を知りたいタクトは思わず先を促うながした。


    「それで何が書いてあった？　中身は？」


    　ややあってルナはポツリと呟く。


    「異界門顕現マグヌス・オプスについて、ぢゃ」


    　衝撃を受けタクトは二の句が続けられなかった。しかしすぐにルナの肩に手を置く。


    「本当なのか!?」


    「うむ……しかし手放しに喜ぶべきものではない」


    　言葉通りルナに興奮した様子はない。彼女はプレートに目を落とす。


    「儕ともがらの一族は異世界の扉を閉ざすのが使命。そのために発動条件や構造について把握しておらねばいざというときの制御もままならぬ。それゆえに異界門顕現マグヌス・オプスについての情報を遺のこすことにした、と記されてある。ぢゃがその情報自体を狙ねらう輩やからもおる。そこでニコラ・フラメルへ厳重に保管することを誓約させたようぢゃ」


    　ルナは書庫を見渡す。


    「おそらく番人と儕の二つがあって初めて解除される仕掛けなのぢゃろう。本を並べ替えたこともそうぢゃが、ジオ・グラムの力を発現させたことがキッカケなのやもしれん」


    　つまり、ルナの行動がニコラ・フラメルの施せ錠じようを解くことになったのだ。


    　それもタクトが引き止めなければ起こらなかった。まさに偶然が重なった結果ということに彼は身み震ぶるいする。


    　しかし進展には違いないのにルナに浮かれた様子がないことが気にかかった。


    「でも、喜ぶべきものでないってのは……」


    「このプレートで完結しているわけではない、ということぢゃ。ここに暗号文が記されておる。それを解読せねばならん」


    　ルナ曰いわく、そこには十五個ほどの単語があるという。「白い蛇」や「双頭の龍」といったそれ単体では何を示しているのかわからないものだ。


    「これはゼラ人では理解できぬであろうな。現地人、というより錬金術師にのみ通用するような隠語か何かであろう」


    「隠語……」


    　その言葉が彼の頭の中で駆け巡り、ある光景を連想させた。


    　それは莉り緒おが調べ物をしていたというデータベース。確か錬金術用語を入れていくと法則に従って図画を生成する仕組みだった。その図版から詳細な実験手法を導くこともできる。


    　そこまで辿たどり着いたとき、彼の中で閃ひらめきが起こる。


    　だがそれを言葉にする前にルナが微かすかに笑った。


    「ふふ……こんな手て土産みやげを持たされるとは。何が起こるかわからんのう」


    　すると彼女はプレートを手に取って書庫の入り口まで歩いていく。


    「ルナ？　どこ行くんだ」


    「重要なものは手に入った。これで心置きなく去れる」


    「去るって……！　手に入ったなら俺も──」


    「何を言うか。お主ぬしの役目はここで終わり。よくやってくれた」


    　入り口で立ち止まったルナは振り返りもせず尻しつ尾ぽを振った。


    「お主も厄やつ介かい事ごとは減ったのぢゃ。素直に木刀娘のところに合流すればよい」


    　この期ごに及んでルナはまだタクトの身を案じていた。


    　その心が嬉しくもあり苛いら立だたしくもあった。


    「だけど、ゼラ人だと隠語は理解できないって言ったのはルナのほうじゃないか！　一人で出ていったところで……！」


    「強情な奴ぢゃのう……やることはやった、そう思い込めばよかろうが」


    　やれやれとルナは首を振る。


    「何もかも守るなど理想論ぢゃ。お主の守りたいものは妹ぢゃろうが？　妾わらわに協力して何を得られる。自みずからの気持ちに正直になれ、タクト」


    　タクトはそこで武たけ臣おみの言葉を思い出した。


    　何もかも守ることなど理想論。本当にそうだろうか？


    　それが本当に自分の望むものであれば、理想に辿たどり着くための選択肢を作ればいい。


    　重要なのはその覚悟があるかどうか。


    　妹を救いルナを帰還させるという願いを抱いだいておきながら、自分自身がどこかで無理なのではと考えていた。だから障害にぶつかって悩むことになる。


    　自分の気持ちに正直になれ、とルナは言った。それはタクトの決意を後押しした。


    　自覚したタクトは大きく息を吸って吐く。


    　そして自らの心に問いかける。


    　決心は、すんなりとついた。


    「ルナが出ていくなら俺もついていく」


    　ピクリ、とルナの獣耳が動いた。


    「ああ、その前に古文書とかは破棄しておいたほうがいいかもしれないな。犀さい星せい財閥に見つかるといけない」


    　言いながらタクトはルナに歩み寄る。


    　ルナが怪け訝げんな顔つきで振り返った。


    「……何を言っておるのぢゃ、お主は。組織に入るのではないのか？」


    「俺は入らない」


    　意味がわからない、というふうにルナは首を振った。


    「どういうつもりぢゃ……それでは治療のほうはどうする！」


    「俺がいてもいなくても、武臣さんならきっと治療薬開発を進めてくれると思う。それに莉り緒おだって間ま宮みやさんだっている」


    　でも、とタクトは続ける。


    「ルナのことを助けられるのは俺だけだ。知識も技術もない俺がいたって役には立たないかもしれないけど……この地球で唯一の味方が俺なら、ルナの側そばにいる」


    　彼女を一人にしておけない、という気持ちは今も強くなっている。


    　ルナは自分自身の価値というものを低く見積もっている。それは生まれ育った境遇も関係しているだろう。番人としての価値しか認められてこなかったからこそ、こんな自分のために何かが犠牲になることはない、と自分を卑ひ下げする感情を抱いだいてしまう。


    　ともすれば死を選んでしまうほどに。


    　だから、彼女の生きる意志が途切れないよう支える人間が必要なのだ。


    　それはこの世界で唯一、ルナの言葉を理解し行動できるタクトのみができる役割だった。


    「それに、このプレートを解読することくらいは手伝えると思うんだ」


    「解読ぢゃと？　お主ぬしがか」


    　訝いぶかしげに聞くルナにタクトは頷うなずいてみせる。


    「アガスティアにあるデータベースを使えば、プレートを解読できるかもしれない。だから俺が研究所に忍び込んで、解読してくる」


    　犀さい星せい財閥に属せばデータベースは使えるだろう。だがＧＰＳを埋められ行動を把握されれば異界門顕現マグヌス・オプスの発動も阻止される。だから危険ではあっても今の段階で忍びこむしかない。


    「そんなことをして見つかればタダでは済まんぞ……それに組織に属さないとわかれば彼奴きやつらに追われる身にもなる」


    「でも、決めたんだ」


    　タクトは淀よどみのない瞳ひとみでルナを見つめて彼女の腕を握りしめた。


    　しかしルナは渋じゆう面めんを浮かべていた。


    「……お主が妾わらわと共に来るとどうなるか、わかっておるのか。異界門顕現マグヌス・オプスを追い求めるお主がどう扱われるかなど、想像も容易たやすかろう」


    　彼女ははっきりとは言わなかったが、犀星財閥が結ゆ月づきを巻き込むことを心配しているのは理解できた。しかし結月は都内を離れ別の病院に入院している。もちろんそれだけで安全とは言えないが、これから武たけ臣おみたちは組織再開の目め処どが立つまで隠れ潜ひそんでいるだろう。


    　狙ねらわれているからこそ目立った行動は控えるはずなのだ。


    　つまりその間が、犀星財閥の目を掻かい潜くぐり異界門顕現マグヌス・オプスを探索する期限でもある。


    　ルナの寿命はせいぜいあと一か月ほど。組織再開がそこに重なるのであれば空白期間こそが狙い目だった。


    「……妹には莉り緒おの親族もついてる。俺自身のことは、どうにかなるさ」


    「その木刀娘本人が、組織にお主の妹を売るとは考えられぬのか」


    「それはないよ」


    　タクトははっきりと断言した。


    「莉り緒おは昏こん睡すい患者のことに責任を感じて苦しんできた。その莉緒が結ゆ月づきを犀さい星せい財閥に渡すなんてことはしない。それはルナもわかってるんじゃないのか？」


    　何より結月を人質に取るという行為は六ろく条じようの考えた作戦そのものだ。たとえ犀星財閥に要請されたとしても彼女がそんな卑劣な作戦を再現するはずがない。もっと別の方法を考えるだろう。


    　そしてルナも、莉緒がそんな人間でないことはわかっているのだ。彼女がルナのことを思いやって待機しているよう頼んだことからも、その優しさを実感しているに違いない。


    　しかしルナは否定できないとわかるや、別の方向から責めてきた。


    「……ぢゃが、妾わらわが帰還した後はどうする。組織が一人残ったお主ぬしを放っておくわけがあるまい」


    「そのときは素直に投降する。俺の目的は果たせたんだ……そこからどう扱われたとしても、どうなったとしても後悔はしない」


    　組織への加入を拒み独断で動いた人間だ。厳重に拘束されることも想定できる。


    　だが、そんなことは問題ではない。


    　いくら莉緒が関わる病院にいるとはいえ、結月を預けたまま逃げ続けるのも限度がある。


    　ならばルナを帰還させた後はすぐに捕まればいい。そうすれば痺しびれを切らした犀星財閥が結月を利用しようと目もく論ろむこともない。


    　当然、ルナのことも異界門顕現マグヌス・オプスを開いた理由も絶対に喋しやべることはない。


    　犀星財閥には不信感を抱いだかせ、要注意人物として拘束されたままになる可能性もあった。


    　それでもルナを帰還させたい。父親に認めてもらうという願いを叶えさせてあげたい。


    　それが今まで助けてもらったことへの、タクトなりの誠意の形だ。


    　そして自分には成し遂げられなかった父親との和解。タクトはルナの境遇を自分のことのように重ねているからこそ、成じよう就じゆさせようとする意思も強かった。


    「それと、一つだけルナに頼みがある」


    　未いまだ戸惑いを浮かべるルナに対してタクトはしっかりと見つめる。


    「アガスティアは今、何らかの組織に狙ねらわれてる。だから、武たけ臣おみさんたちが姿を隠してる間にその組織を暴きだして、潰つぶす……ルナは異界門顕現マグヌス・オプスの発動を優先したいだろうけど、でもそこだけ俺を手伝ってほしい」


    　お願いします、とタクトは深々と頭を下げた。


    　犀星財閥には治療薬開発を進めてもらわなければならない。タクトにできることといえばそれを妨害する組織を破壊すること。それは組織に属していなくても可能なことだ。


    「お主は、たとえ追われる身になったとしてもその組織を陰から守り戦う、というのか」


    　タクトは頷うなずく。


    　ルナは言葉を失ったように沈黙していた。


    　静寂が地下書庫を過よぎる。うるさかった雨の音は聞こえず、耳が痛いほどの沈黙がその場を支配していた。


    「……お主ぬしという奴は」


    　やがてルナは呆あきれたように言ってため息を吐つく。


    　そして手刀でタクトの頭を叩たたいた。


    「いてっ」


    「阿あ呆ほうなのか。ますます自分の立場を危あやうくしようとするなど」


    　ルナは腕を振ってタクトの手をほどくと腰に手を当てる。


    　そして、笑みを必死に抑えたむず痒がゆそうな顔で言った。


    「……そこまで言うなら仕方ない。引き続き妾わらわの世話をすることを許そう」


    　偉そうな台詞せりふのわりには尻しつ尾ぽがぱたぱたと揺れていた。


    「だって、それが儕ともがらの役目でしょう」


    　タクトは頭をさすりながら笑う。


    「まったく……何もかも選ぶとは。本当、頑固な奴やつぢゃな」


    　ルナは困ったような顔で笑った。


    　いつの間にか外は雨が上がり、雲の隙すき間まからは光が漏もれていた。
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    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　夢を見ていた。それは二人きりで生きる兄妹の物語。


    　母が死に、父が消え去った家で二人は寄り添うように生活していた。お互いが家族の温もりを感じられる唯一の存在で、お互いを失うことを恐れていた。


    　しかし無情にも絆きずなは引き裂かれる。目を覚まさぬ妹の前で兄は慟どう哭こくした──。


    　目覚めたときには薄暗い天井が視界に映る。


    　ルナは目をこすりながら上半身を起こす。時刻は夜の十二時半を過ぎた頃。予定通り仮眠から目覚める頃合いだった。


    　ぼんやりとした頭でいつもの夢を見ていたことを実感する。それは契約をした少年の過去の記憶。彼の嘆きや悲しみが詰まった切ない夢。


    「あ、起きたんだ」


    　窓際から声がした。ルナが振り向くと部屋の主である少年は身み支じ度たくを済ませていた。


    「うむ。お主ぬしの調子はどうぢゃ」


    「大丈夫。いつでも行ける」


    　ルナはベッドから抜け出してタクトに近づいた。


    「……本当にやるつもりか」


    「うん。その価値はあると思うから」


    　それは仮眠を取る前に決定した作戦のことだった。


    　プレートに書かれた暗号は研究所にあるデータベースを使って解読する。


    　そのために二人は、アガスティアの本拠地に忍び込む算段を立てた。


    　今日という日を逃せばデータベースは移転され利用できない。再び稼働するまでの間にルナの寿命が尽きてしまう可能性もあるため、今をおいて他にないのだ。


    　だが急な閉鎖騒動が起こっていることは、チャンスでもあった。


    　明日の閉鎖という事態に直面して所員が夜通し移転作業を行っている可能性が高い。


    　稼働中であればデータベースを利用することもできる。


    　そう考えて侵入することを決めたのはタクトで、彼に迷いはなかった。


    　ひとえにルナを守るための彼の決意の表れだった。


    　ルナは嬉しかった。気が緩ゆるめば尻しつ尾ぽが勝手に動いてしまうくらいに。


    　だが、タクトの行為は端はたから見れば彼の立場を危あやうくする綱渡りのようなものだ。


    　それでも彼は、自みずからを犠牲にしようと全てを救う理想を貫こうとしている。


    　だからルナはその決意を尊重して一緒に行動することを了承した。


    　タクトには本当に様々なものを与えてもらってばかりだ。孤独を忘れさせてくれたし、生きることを認めて支えになってくれた。愛情の飢えも理解してくれた。


    　それに対して自分は彼に何ができているだろうか、とルナは自省する。タクトのために何かできることはないのか。そう、自然と考えるようになっていた。


    　それはルナが初めて抱かかえる感情で、彼女はそれがどんなものなのかは気づいていない。


    「じゃあ……古文書の処分。始めようか」


    　タクトの声に頷うなずき、ルナは胸中にある考えをひとまず頭の隅に追いやる。


    　そして、ルナはタクトと共に地下書庫へと向かった。


    



    　地下書庫で二人は、そこにある書物や実験器具を部屋の中心に乱雑に積んでいった。


    「では、やるぞ」


    　ルナの声にタクトは頷く。そして彼女に近寄り唇を合わせた。


    　仄ほのかな光が二人の体を包む。


    　自然と湧き上がってくる暖かさと心ここ地ちよさは、ルナの体に施ほどこされた能力制限を解放していく実感を与えていた。


    　だが今日だけは感触が違った。ルナの心臓が妙に鼓動を早めた。


    　まるで全力で走ったときのように早鐘を打つ胸に驚いて、ルナは咄とつ嗟さに唇を離す。


    「ん？　どうしたのさ」


    　タクトがきょとんとした顔つきで見ている。その眼まな差ざしが自分の顔に向けられていると思うとなぜか頬ほおが熱くなって、ルナは顔を背そむけてしまった。


    「な、なんでもない！　さっさとやってしまうぞ」


    　ルナは部屋の中央へと手を掲げる。その掌てのひらから赤い燐りん光こうが迸ほとばしり炎が放たれた。


    　火炎は古文書の山を包み込み瞬く間に炎の塊が膨ふくれ上がる。そして実験器具や本棚といった家財道具までをも焼き始めていた。


    「さぁ、はよう出るぞ」


    　激しく炎上することで天井に煙が充満している。室内の酸素を吸い尽くすまでは炎の勢いも止まらないだろう。


    　だがルナが声をかけてもタクトは動かなかった。


    　どこか呆ぼう然ぜんと焼きつくされていく古文書を眺めている。その瞳ひとみが揺れていることに感づいたルナは、彼の心境を悟った。


    　ここにあるものはいわばタクトの父親の遺品だ。思い出などなくとも家族の物を焼却することに何も感じないはずがない。


    　特に彼にとって父親は遠く理解し難い存在だ。


    　書庫は唯一、父親の抱えていたものを知ることのできた特別な空間だろう。


    　だが彼は全てを破棄することを決意した。離反を知った犀さい星せい財閥が自宅に踏み込んでくることは容易に想像できる。ルナや異世界の情報を与えないためにも隠いん滅めつしておく必要があった。


    「タクト……」


    　ルナは何と言葉をかけていいか迷った。慰なぐさめるだけで彼の心が晴れるとは思わない。


    　しかしタクトは軽く息を吐いて頭を振ると、踵きびすを返して呟つぶやく。


    「……行こう」


    　その横顔は鬱うつ屈くつしたものではなかった。彼なりに心の整理をしたようだ。


    　そして彼の手によって石畳の扉が施せ錠じようされる。


    　室内は暗くら闇やみに包まれ炎の赤だけが灯っていた。


    　父親の遺品は全て黒い消し炭となり静かにその役目を終えた。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　男は広々とした部屋の中で無言でペンを動かしていた。


    　高層ビルの一角にある部屋は薄暗く手元の照明だけが明かりとなっている。


    　ブラインドが下りたガラス張りの壁を背にして黙々と書き続ける男は、やがてその動きを止めて一息ついた。そして丁てい寧ねいに手紙を折り便びん箋せんに入れて封をする。


    　そのとき頃合いを見計ったようにドアがノックされ、一人の男が入ってくる。


    「報告です」


    　無ぶ精しよう髭ひげを生やした垂れ目の男の名は、東あずま仁じん。


    「観察班から小僧の情報が届きました。何やら動きを見せているようで、このタイミングであれば異界門顕現マグヌス・オプスに関する可能性が高いかと」


    　東がデスクの上に資料の束を置くと、男の青みがかった瞳ひとみが揺れる。


    「そうか……今日か」


    　男は短く息を吐くと、東に便箋を手渡した。


    「しかし、私にとってもいいタイミングだった。これを持っていてくれないか」


    　東は便箋の裏表を確認して怪け訝げんそうにした。


    「何ですかこれ」


    「君の任務が終わったとき、彼に渡してほしいんだ。そこに私の言葉を綴つづっておいた」


    　それだけで東は悟った顔つきになっていた。


    「では、作戦開始ですか」


    　男が頷うなずいた瞬間、その端正な顔が苦痛に歪ゆがむ。東は、男の様子を見て双そう眸ぼうを細める。


    「奴、か？」


    「……ああ。頻ひん度どは、増している。力を、蓄えた、影響だろう」


    　玉の汗を浮かべながら男は、出口を見て顎あごをしゃくる。


    「すまないが後のことは、君に任せる。此こ処こから先、私にできることは、ほとんどない」


    「まぁ、こっちも命がかかってるんでね。ベストは尽くしますよ」


    　東あずまは肩をすくめると便びん箋せんをスーツの内ポケットに入れて踵きびすを返す。


    　それからドアの前に来たところで立ち止まって、背後にいる男に声をかけた。


    「……そういや、これであんたと喋しやべるのは最後になるかもしれないわけか」


    　耐えている男は返事を寄越さない。言葉を出すのも辛つらいのだろう。


    　しかし東は、最後に一言だけ告げたかった。


    「ま、悔いのないようにな」


    　そしてドアを開けて出ていく。


    「……悔いの、ないように、か」


    　荒い息を吐く男は、東の言葉を繰り返す。


    　元よりこの道を選んだことに後悔などない。


    　一つだけ残念なことがあるとすれば、彼に直接意思を直接伝えられないことくらいだ。


    　男はとっくの昔に覚悟していた。それが自分と周囲を犠牲にする道であっても、かならず成し遂げると。


    　そして男は奥歯を噛かみ締めながら、デスクの明かりを消す。


    　そのとき同時に、男の意識もまた暗くら闇やみの中に落ちていった。


    



    　その数秒後。暗闇に閉ざされていた室内に光が入ってくる。


    　ブラインドが上がっていきガラス壁の向こうに壮大な夜景が見えた。星光を塗り潰つぶすほどの人工の光を受け入れた室内で、男はガラス壁に近づく。


    「……またここか。今までの体の中でも特にこいつは潜ひそむことが好きなようだな」


    　男の声は先ほどと変わらない。だがまるで別人になってしまったかのように丁てい寧ねいさの欠片かけらもない口調だった。


    　男はデスクの上の真っ白な手紙に目を向ける。


    　それは内容を気け取どられないよう、追跡可能なデジタルではなくあえてアナログな形式で情報をやり取りしている証あかしだ。


    「こそこそと何かやっているようだが……まぁいいだろう。何をしていようが、たかが人間ごときに俺が止められるはずもない」


    　男は口の端はを吊つり上げて笑うと、手紙の他にデスクに置いてある資料を手にとって覗のぞき込む。中身を確認してからそれを床に放り投げ、男は腕を組みながら夜景を見下ろした。


    「さて、儕ともがらに番人か。おそらくハウローンの末まつ裔えいだろうが……どう遊んでやるか」


    　男はしばし黙りこんで考える。それから何かを思いついたように頷うなずくと、携帯を取り出して電話をかけた。


    　相手はすぐに出る。男は伝えたいことを一方的に言ってから通話を切った。


    「ふふ……あともう少しだ。それで全てが叶かなう」


    　鈍い光を瞳ひとみに携たずさえた男は、そのまま部屋の外へと歩いて出ていった。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　時刻は午前一時を回っている。雑木林の中に鎮座している犀さい星せい薬理化学研究所はその時間であっても煌こう々こうと光が灯ともっていた。


    　草木の間に隠れるようにしてタクトとルナはじっと研究所の様子を窺うかがっていた。


    　正門からはひっきりなしにトラックが行き交っている。おそらく重要な機材などを運び出しているのだろう。


    　タクトは正門を確認した。警備員がトラックの通行証を確認している。当たり前だが正面から行ったとしても追い返されてしまう。


    　所員が出入りしている裏門に関しても同様だ。


    　侵入するとなれば警備員の目を欺あざむく外ほかはない。


    「……ごめん、ルナ。こんなことを任せて。危なくなったらすぐに逃げて」


    　そう言うとルナは不敵な笑みを浮かべタクトの背中を叩たたいた。


    「何を今更水臭いことを言うておる。ま、あの木刀娘が出張ってくればちと面倒ぢゃが、それでも制限の外れた妾わらわが後おくれを取ることはないわ」


    　快活に笑い飛ばすルナに気負った様子はない。その様子にタクトは心中複雑だった。


    　できれば自分の力だけで何とかしたい、というのが彼の本音だ。


    　しかし現状は武たけ臣おみが研究所の警備をさらに強化しているだろう。単独で警備の目を掻かい潜くぐり忍び込むのは非常に困難となる。


    　そこで話し合いの結果、警備の目を欺くためルナが陽動の役を買って出たのだ。


    　彼女の役割は目立つ分、危険も大きい。


    　だがルナの目的はあくまで陽動。そして警備がタクトの存在に気付くまでの足止めだ。深追いは絶対にしないと事前に取り決めていた。


    「無茶だけは、しないでくれ」


    「わかっておる……お主ぬしのほうこそ、無理ならば即座に逃げるのぢゃぞ？」


    　ルナは自分のことよりもタクトのほうがよほど心配な様子だった。


    　お互いがお互いを気遣う。くすぐったい感触に頬ほおが緩ゆるみそうになるのを堪こらえて頷うなずく。


    　そしてルナは帽子で耳を隠し、ジャケットと背中の間に尻しつ尾ぽを隠して立ち上がった。草木の間から歩み出てゆっくりと正門に近づいていく。


    　タクトは彼女の後ろ姿を見送ってから、自分も行動を開始した。


    



    「……ん？」


    　正門で警備をしていた男が、彼に近づいてくるルナの姿に気づいた。


    　警備員は正門警備員室に詰めている同僚に、無線で怪しい人物のことを伝える。それから悠然と近づいていくルナの前に出て制止した。


    「すいません。ここは現在、通行許可証のない方は立ち入り禁止となっております。何か御用でしょうか」


    　言いながら警備員がルナの全身を確認していた。


    　ルナは特に危険なものなど所持していない。


    　だが、こんな夜更けにふらりと現れた得体のしれない女に、警戒するなというほうが無理な話だ。
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    　男は一瞬呆ほうけた顔をした。


    　地球の人間にゼラ語が通用するはずはない。


    　意図して意識の空白を作ったルナは、その隙すきに跳躍して男を飛び越し敷地内に着地した。


    「え？」


    　警備員が声を上げて周囲を確認する。


    　彼女を目で追えていない。


    「あ、あそこ……！」


    　警備員室にいた同僚が声を上げた。


    　敷地内で歩き始めているルナに気づいた警備員が慌てて駆け寄る。


    「ち、ちょっと困ります！　勝手に入らないでください！」


    　そこでルナが手を掲げる。


    　掌てのひらに赤い燐りん光こうが発生し炎が膨ふくれ上がった。


    　そして放たれた炎は警備員の顔面すれすれを過ぎていく。


    　炎はそのまま警備員室に着弾する。窓ガラスやドアが炎に焼かれて破損し、室内にいた同僚が悲鳴を上げて外へと逃げ出した。


    　警備員は氷の彫刻になったかのように固まり、口をあんぐりと開けていた。
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    　彼らに言葉が理解できないことはわかっている。それでもわざわざ声をかけたのは、彼らの意識を自分に注ぎ続けるというが狙ねらいがあった。


    　こうもゆっくり行動しているのもあくまで陽動のためだ。


    　そうしてルナは炎を纏まとう手を研究所の正面玄関に向ける。


    　そこから放たれた炎の渦が正面玄関に衝突した。


    　ガラス戸が破壊され周辺を彩っていた木々を焼きつくす。炎の残ざん滓しは玄関を抜けてフロアまで達しており、ソファーが火に包まれていた。


    　直後、けたたましいサイレン音が鳴り響く。


    　警報装置が作動していた。


    　ルナは特に気にせず進んでいく。


    　彼女の後ろでは警備員が尻しり餅もちをつき呆ぼう然ぜんとしていた。


    　もはや警備員には彼女を追いかけるだけの気力はない。それだけ彼にとっては現実離れした光景だった。


    　しかしそこで、建物の周囲や内部から黒服の男たちが現れた。


    　男たちは全てサングラスで目元を隠し、拳銃を所持している。


    　ルナは歩みを止める。


    　黒服たちは即座に彼女を取り囲んで銃を向けた。


    　男たちは犀さい星せい財閥が手配したガードマンだった。


    　タクトの予想通り、施設移転という重要作業が妨害された場合に備え、武たけ臣おみが武装した人間達を配備したのだろう。


    「止まれ！　貴様、何者だ」


    　黒服の一人が銃を構えながら問う。


    　ルナは肩をすくめた。
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    　ルナが炎を生み出す光景を見てガードマンが叫ぶ。


    「奴やつを行かせるな！　撃うて！」


    　発砲音が重なる。


    　同時にルナが自分の周囲に炎を展開した。


    　炎が壁のように立ち塞ふさがり銃弾が全て焼かれて消失する。


    　その結果にガードマンたちが呆然とする暇いとまもなく、ルナが立て続けに放った炎が男たちを薙なぎ払った。


    　炎を受けたガードマンたちが吹き飛ばされ地面に転がる。尻しり餅もちをついている警備員の側そばにも一人転がってきて、彼は悲鳴を上げていた。


    　ガードマンは全身を火傷やけどして意識を失っていた。


    　ルナが手加減していたおかげで死んではいない。


    　だがそんなことを知る由よしもない警備員は、腰が抜けているのか、顔を引き攣つらせて尻餅をついたまま後ずさった。


    　そのとき建物内部から増援が現れる。


    　彼らは更に重武装していた。


    「やれやれ。退屈だけはせんで済むかのう」


    　ルナは両手に炎を生み出して迫り来る黒服たちを相手取る。


    　腰を抜かした警備員は逃げることもできず、吹き飛ばされてきた黒服の下敷きになって気絶した。


    



    　一方でタクトは研究所内に侵入することに成功していた。


    　作戦はまず、ルナが陽動として正面から攻撃を仕掛ける。そこで武たけ臣おみが手配しているであろう戦闘員が彼女のもとに向かう。これで内部の警備は手薄になる。


    　ついでに莉り緒おが警備に入っていれば彼女も外部へと向かうだろう。タクトの存在に気づき施設内部へ戻ってくる可能性は高いものの、時間は稼げる。


    　敵襲を感知すれば当然裏口は閉鎖されるが、物陰に潜ひそんでいたタクトは隔壁が下ろされる前に裏口に滑り込んだ。そこで警備員を一名気絶させたが、ルナの行動が激しいおかげでタクトの侵入は誰にも気づかれていない。


    　現在の研究所内では「非常事態の発生を確認。所員はすみやかに指定の場所へ避難してください」という非常時の音声が流れている。


    　万が一のことがあれば非戦闘員である研究者はシェルターに逃げ込む、ということを莉緒から教わっていた。研究員たちはそこへ逃げ込んでいる最中だからか廊下には誰もいない。


    　目もく論ろ見みはここまで成功していた。あとは隠し通路の向こう側にある施設に入って、データベースのある資料室に辿たどり着かなければいけない。


    　タクトは無人の廊下を慎重に進んで隠し通路のある壁の前に来た。


    　手を当ててみるが反応はない。ロックされている。


    「となると……」


    　タクトは天井を見上げる。大型の換気扇が設置されてある。


    　通路自体は閉ざされていようと、火災や爆発が起こったときのためにエアダクトまでは封鎖されてはいないはずだ。


    　そう考えたタクトは近場の実験室に向かった。警備室からマスターキーを拝借していたので室内にはすんなり入ることができる。


    　薄暗い実験室は犀さい星せい薬理化学研究所のもの、つまり錬金術組織とは関係のない部屋だ。


    　暗がりの中で部屋を見渡す。壁に設置されたエアダクトがむき出しになっていた。入り口は柵がつけられているが人一人が通れそうなスペースはある。


    　しかし、通常の手段では手が届きそうもなかった。タクトは実験室を再び見回す。


    　近くの作業用テーブルにペンが転がっていた。タクトは遠慮なくそれを掴つかみ、一息ついてから自みずからの左腕に突き刺す。


    　顔をしかめつつも痛みを堪こらえてペンを抜き地面に落とす。それから血の溢あふれ出る左腕に右手をかざして治ち癒ゆを開始した。緑色の燐りん光こうが暗い室内でタクトを淡く映し出す。


    　その能力で傷口は見る見るうちに塞ふさがれていく。


    　同時にタクトの身体能力は飛躍的に高まった。それがジオ・グラムの能力を使用した際に現れる特性だ。


    　タクトは機材を足がかりにして跳躍した。エアダクトの柵に易やす々やすと手がかかる。


    　さらに固定された柵を強引に剥はがしてそのままエアダクト内に潜り込む。


    　中はかなり窮屈だった。タクトの体がギリギリ通過できるくらいで、少しでも狭まればすぐに通れなくなる。


    　だが無理をしてでも進まねばならない。ルナが囮おとりになっていられる時間も限られるのだ。


    　そうしてタクトはエアダクトを匍ほ匐ふく前ぜん進しんで進んでいく。真っ暗の空間で彼の掌てのひらはほのかに発光し、そのおかげで少しだけ周囲が見通せた。さらに時折、換気扇が設置してある場所から直下の光景が確認できたため進む方向を調整していく。


    　やがてアガスティア施設に入った頃合いだとタクトが推測したとき、正面から明かりが差し込んだ。入ったときと同じように柵が取り付けられ、そこから先はエアダクトがない。


    　タクトは行き止まりとなっている柵の場所まで進んでその先を確かめる。そこは研究資材や材料が積み上げられた保管庫だった。


    　柵を外す。だがタクトはすぐには出なかった。


    　施設はセキュリティが作動しているはずだ。その内容が何であったかを思い出しつつ、覚悟を決めて降り立つ。


    　瞬間、けたたましい警報が鳴り響いた。扉以外の場所から侵入したためセンサーが反応したのだ。


    　タクトは即座に自動ドアを出て廊下へと出た。ここはロックされてはいなかった。


    　だが赤い蛍光灯に照らされる廊下では重苦しい音が鳴り響いた。


    　通路の奥では天井から分厚い隔壁が下りている。反対側も同様で、このままでは閉じ込められてしまう。


    「くっ……！」


    　資料室のある方向へめがけて全力で駆ける。だがタクトが通り抜けるよりも隔壁が下りる速度のほうが速い。


    　タクトは咄とつ嗟さに掌に赤い燐りん光こうを纏まとわせた。それは「反転」の異能。タクトに備わったもう一つのジオ・グラムの力だ。


    　既に隔壁と廊下の間は人がギリギリすり抜けられる隙すき間ましかない。


    　降りてくる壁に向かってタクトは掌を叩たたきつけた。


    　瞬間、動作が一瞬停止する。予期せぬ反応にモーターが鈍い音を立てた。


    　反転の力により運動エネルギーの向きを変えたことで停止できたのだ。それは戦闘においても相手の攻撃を防ぐ上で有効な手だてだった。


    　その隙にタクトは滑り込む。直後、動き出した隔壁は重い音を立てて道を塞ふさぐ。


    　しかし安あん堵ども束の間、通路の奥で再び隔壁が下りてくる。やはりここでも侵入防止用のセンサーが反応していた。


    　タクトはまた全力で疾走し、ギリギリですり抜けることを余儀なくされる。


    　そうして幾つかのセキュリティを突破した後、彼は資料室の前に辿たどり着く。


    　タクトが荒くなった息を整えながら近づくと自動ドアが開いた。


    　問題はここからだ。すぐに端末へ触れる。


    　それは問題なく動いた。タクトはほっと一息つく。


    　治療薬研究やジオ・グラムに関するデータであれば真っ先にプロテクトがかけられるのであろう。ただし、資料室のデータベースにそういった高度情報は含まれていない。だから即座に封鎖されないのではと踏んでいた。


    「よし、あとはここに入力か」


    　タクトは鞄かばんを開けて暗号文を控えていたノートを取り出す。


    　それを莉り緒おがやっていた通り見よう見まねで打ち込んでいく。


    　大型ディスプレイに変化が生じた。そこに表示されたのは一枚の図版。


    　大きな円が中央にあり四隅に小さな円が配置してある。大きな円の下段には奇っ怪な人面獣が描かれ口から炎を吐いていた。円の中心には逆さまになった木の絵が、四隅の小さな円には自みずからの尾を噛かむ竜が描かれている。円の上段には星のマークが置かれていた。


    　さらにそれを解析にかけると英語の情報がずらっと出てくる。


    「これが異界門顕現マグヌス・オプスの方法、なのか……」


    　とはいえ翻訳しなければ読めない。ただ、ここまでくれば後はタクトでも理解することは可能だった。


    　タクトは端末を操作してその図版を持ってきたフラッシュメモリにコピーする。


    　完了と同時にメモリをポケットに入れ踵きびすを返す。


    　タクトはそこで目を見開き硬直した。


    「……何をしているのですか、タクト君」


    　硬質な声が入り口から聞こえた。


    　そこには木刀を持ち青の戦闘服に身を包んだ莉緒がいた。さらに彼女は仮面で目元を隠しているため表情がわかりづらくなっている。


    　それでもタクトには彼女の感情が手に取るようにわかった。


    「何をしているのですか、と聞いています」


    　怒りが声を通して突き刺さる。


    　タクトは狼ろう狽ばいするだけで声も出せない。なぜここに莉緒がいるのか。


    「外で暴れているのがルナさんだとわかったとき、貴方あなたの姿はなかった。内部にいるものと思い引き返しましたが……まさかここで出くわすとは。所長室に戻らなくてよかった」


    　そこでタクトは顔をしかめる。


    　莉り緒おがもしタクトの存在に気づき引き返したとしても、何も知らない彼女であれば重要なデータのある所長室などに向かうと予測していたのだ。まずデータベースは気にもしないと考えていた。


    　だが莉緒の勘が勝ったというべきか、運悪く鉢合わせしてしまった。


    「で、何をしているんです。その様子だとデータベースに用があったようですが」


    　莉緒の声がどんどん冷たくなっていく。


    　タクトは服の上からメモリの感触を確かめる。渡すわけにはいかない。


    「まぁ……どのみち理由を聞いても仲間ではない私には、答えてくれないのでしょうね」


    　莉緒はため息を吐つき、ゆっくりと木刀の先端をタクトに向ける。


    「ならば貴方あなたを侵入者として、排除します」


    　瞬間、莉緒が動く。


    　同時にタクトは鞄かばんを投げつけていた。それは莉緒の眼前に迫るも腕で払いのけられる。


    　鞄を目め眩くらましにして莉緒の横を通り抜けようとしていたタクトだが、それは彼女に予測されていた。脇を通り抜けるタクトに莉緒が回転斬りを叩たたきつける。


    「があああぁ！」


    　激痛が脳を焼いた。衝撃と共に吹き飛ばされたタクトは廊下に投げ出され転がる。


    　倒れ伏すタクトは痙けい攣れんして涎よだれを垂らした。まるで骨や内臓をかき乱されたかのようなとてつもない痛みが生じている。


    　莉緒の「痛覚増幅」による影響で呼吸すらままならない。タクトは咄とつ嗟さに攻撃を覚悟していたから何とか意識を保てていた。これが予期せぬ一撃なら既に気絶している。


    「大人しく捕まってください。その後で尋問します」


    　莉緒が涼し気な顔つきで歩み寄ってくる。


    「それは……」


    　がくがくと震ふるえるタクトは、それでも倒れている間に治ち癒ゆを開始していた。


    　それに気づいた莉緒がさらに木刀を袈け裟さ斬りに振り下ろす。タクトは即座に掌てのひらを向けた。


    　赤い燐りん光こうを纏まとった掌が木刀に触れた瞬間、「反転」の力で木刀が両端からひしゃげ莉緒が呻うめく。


    「できない……！」


    　タクトは木刀を鷲わし掴づかみにして反対の手で木刀に掌底を当てる。既にひしゃげていた木刀は簡単に折れた。


    　そのまま回し蹴げりを放つ。莉緒は後方に飛び退じさり、その隙すきに、タクトは走った。


    「っ！　待ちなさい！」


    　後方から莉緒が追いかける。


    　タクトは出口へと向かったが、既に隔壁の下りていた箇所は行き止まりになっている。迂う回かいするために一度速度を落として違う通路へ出た。


    　その数秒ほどの間に莉り緒おが接近していた。彼女は跳躍から天井を蹴けって空を滑る。


    　放たれた飛び蹴りに感づいたタクトだが、頭部を腕で守るのが精一杯だった。


    「っぐう！」


    　激痛で意識がとびかける。だが廊下を転がりながら治ち癒ゆを使用してダメージを消す。痛みの発生源がなくなれば痛みを伝える電気信号も止まるため影響は軽微で済む。


    　そうして立ち上がろうとしたタクトに間かん髪はつ容いれず莉緒が蹴りを放っていた。タクトはそれを紙一重で避よけながら彼女の懐ふところに入り込んで体当たりを食らわそうとする。


    　しかし莉緒の肘ひじ打うちが彼の額ひたいを打った。


    　視界が明滅する。さらに腹に拳を入れられ回し蹴りが脇腹にめり込む。


    　タクトは声なき叫びを上げながら後方に弾かれ、壁に背中から激突した。


    「肉弾戦の訓練も受けているのは知ってるでしょう。武器がなくなったくらいで止まるほどやわじゃありませんから」


    　青のマントをはためかせながら莉緒が廊下を進む。


    「がぅ……ぐっ、はっ……」


    　タクトは喘あえぎながら何とか治癒でダメージを消す。だが増幅された痛みはいわば電気ショックのようなものだ。脳がその過負荷に何度も耐えられるわけではない。


    　改めて莉緒の強さを思い知った。こと近接戦闘においては彼女に勝る者はそうはいまい。


    　だからといって、データは渡せない。渡せばルナの寿命が尽きる前に、異界門顕現マグヌス・オプスの発動ができなくなる。


    　タクトは壁に手をついてよろめきながら立ち上がった。


    　莉緒はその様子に口元を歪ゆがめる。


    「……あまりに激しい電気パルスを受け続ければ脳内神経網はズタズタになりますよ」


    　彼女も自分の能力の効果をよくわかっていた。タクトが耐えられる回数など多くはない。


    　そしてその口ぶりは投降を促うながしている。


    　しかしタクトは壁に手をついたまま後あと退じさり、ある部屋のドアに手を置く。


    　自動ドアが開いた瞬間にそこに入り込んだ。


    　そこはトレーニングルームだった。かつて東あずまとタクトが毎日基礎訓練を行っていた場所。


    　タクトは待合室からコンクリート壁に囲まれたトレーニングルームに行き、そこで息を整えようとする。だが酷ひどい頭痛により呼吸が安定しない。


    「もう逃げ場はありません」


    　莉緒がトレーニングルームに入ってくる。タクトの間合いからギリギリ離れて立ちつつ、拳を握りしめて構えた。


    　タクトも何とか深呼吸を重ねて莉緒を見据える。


    「今、降参すれば攻撃は止やめます」


    　できない、とタクトは心の中で返答した。


    　そして、今はまだ、と付け加える。


    「……俺が、莉り緒おを傷つけてるのはわかってる」


    　タクトの声に莉緒は身じろぎ一つしない。構わずポケットに手を入れる。


    「許してもらおうとは思ってない。だけどこれが、俺のやり方なんだ」


    　そうしてポケットに入っているものを取り出そうとした瞬間、莉緒が動いていた。


    　瞬時に肉薄してタクトに蹴けりを放つ。タクトはまさに握りしめた宝石を取り出そうとしているときで、彼女の蹴りがタクトの腕を強したたかに打ち据えた。


    　衝撃で握りしめていた宝石は手放され、宙を舞う。


    　タクトが持っていたものは赤い宝石。ルナを召しよう喚かんすることのできる召喚触媒だ。それがあれば屋外にいるルナをこのトレーニングルームに呼び寄せることができる。


    　召喚触媒の特性を身を持って体感している莉緒はタクトの目もく論ろ見みにいち早く気づき、それを阻止してきたのだ。


    　だが莉緒のその行動はタクトの予測範囲内だった。


    　彼の手は既に蹴りを受けた右腕に密着している。ダメージを受けた瞬間に治ち癒ゆで消し飛ばせば、痛覚刺激も最小限に留められる。


    　しかし莉緒も第二撃を放っていた。掌底がタクトの顎あごめがけて放たれる。


    　その掌てのひらを赤い燐りん光こうを纏まとったタクトの掌が受け止めた。


    　運動エネルギーの反転で莉緒の腕が軋きしみ彼女は一瞬怯ひるむ。その隙すきにタクトは莉緒の腕を掴つかんで背負い投げた。


    　一回転して華きや奢しやな体が地面に叩たたきつけられる。背中を打ちつけた莉緒は肺から空気を吐き出して呻うめいた。


    　その隙にタクトは莉緒を押さえつける。いつぞやのトレーニングのときのように、莉緒に反撃する隙を与えないように。


    　二人は絡みあった状態のまま硬直し、しばらく荒い息だけが室内に響く。


    　莉緒は仮面越しにタクトを凝視していた。タクトもまた臆おくすることなく視線を受け止める。


    「……離してください」


    「無理だ」


    「離してください！」


    　莉緒が大きく体を動かして逃げようとするのを、タクトは必死に押さえこむ。


    「貴方あなたを絶対に止める！　こんな身勝手なことをする適応者を野放しにできない！」


    　莉緒の台詞せりふはもっともなものだった。タクトの行動は犀さい星せい財閥に危害を加えている。それはまさに敵対行為に等しい。


    　だが、タクトは最初から見つかることも計算の内ではあった。どのみち組織に属さない時点で危険人物と認識されるのだ。早いか遅いかの違いでしかない。


    　だから莉り緒おに何と恨まれようと構わない。


    　嫌われても、憎まれても、孤立したとしても、絶対に皆を救う。


    　そのためにタクトは誰にも頼ることなく計画を進める決心をしたのだ。


    　すると莉緒は唇を噛かみ締める。


    「貴方あなたたちの行為で移転の計画は滅茶苦茶です……！　そうまでして何をしようというのですか！」


    　糾弾の声を叩たたきつけられてもタクトは返事をしない。


    「いいえ、そんなのはもうこの際どうでもいい……！　私はもう、お父さんみたいな人を出したりしない！」


    　唐突に莉緒が父の名を出した。タクトはその理由をすぐに察する。


    　自分の与あずかり知らぬところで危険に身を投じようとした父。異変に気づきさえすれば異界門顕現マグヌス・オプスの発動を止められたかもしれなかった。それが莉緒の後悔と罪悪感の源だ。


    「貴方も父と同じです！　そうやって私に何も言わず好き勝手に動いて他人を傷つける……！　そんな人を許しはしないんだから！」


    　莉緒は声を絞り出すようにして叫ぶ。


    　そしてタクトは静かに息を吐いた。


    　彼女は父親の暴走を止められたのではという責任感に押し潰つぶされ今まで過ごしてきた。


    　だからこそなのだろう。異界門顕現マグヌス・オプスのことで不可解な動きを見せるタクトらを父親の暴走と重ね、理由が何であろうとも必死に食い止めようとしている。


    　その気持ちは痛いほどわかった。わかるからこそ彼女には何も言えない。


    　これ以上莉緒の傷を増やさないためにも、全て一人で背負うと決めた。


    「……妹のこと。頼む」


    　小さい呟つぶやきで莉緒が目を見開く。


    　もしも莉緒に会ったら、それだけを伝えようと考えていた。


    　だが莉緒が何か言おうとした瞬間、それは起こった。


    　室内を揺るがす爆発。


    　粉ふん塵じんと瓦が礫れきが壁から噴出してタクトたちに振りかかる。タクトは咄とつ嗟さに両手で反転能力を発動して莉緒に瓦礫が振りかかるのを防いだ。


    　視界が粉塵に染まる。


    　その粉塵の中で複数のシルエットが浮かび上がった。


    　タクトと莉緒は爆発のあった場所を見てギョッとする。


    　壁が崩壊してできた穴から、白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ人間たちが現れた。


    



    　侵入者は全員が白い服に身を包んでいた。その形状は教会で見るような祭服に似ている。頭部もやはり白いフードに覆おおわれていて口元しか覗のぞいていない。


    　白しろ装しよう束ぞくたちの数は十人ほど。その手には武骨な剣や斧おのが握られている。容姿も相まって異様さが際立っていた。


    「なん、だ、あんたたちは」


    　タクトが警戒しながら立ち上がると白装束の一人が一歩近づいた。


    「貴様が所有しているものを渡せ」


    　男の声だった。声質からして若くはなさそうだ。


    　タクトはポケットをチラリと見る。まさか異界門顕現マグヌス・オプスを示す情報だとわかって言っているのか。


    「……何が目的なんだ」


    　問いかけに男は剣を掲げて抑揚なく告げた。


    「全てはザイオン様のために」


    「ザイオン、だって……？」


    　聞き覚えのある単語にタクトが驚くと、白装束たちは袖そでをまくって腕を出す。


    　さらに懐ふところから注射器を取り出した。


    「あれは……！」


    　立ち上がっていた莉り緒おが声を上げた。


    　注射器に満たされた溶液は赤から青、緑色とめまぐるしく変化している。その様相には見覚えがあった。タクトが六ろく条じようたちに捕らえられていたときに東あずまが見せた適応化の薬だ。


    　白装束たちは腕に注射針をつきたて溶液を体内に流し込む。


    　ビクリ、とそれぞれの体が震ふるえたかと思うと細かい息を吐きながら全員注射器を捨てた。


    　そして彼らの掌てのひらから淡い燐りん光こうが迸ほとばしる。その色は青と黄色だ。


    「やれ」


    　短い指令の後に白装束たちが駆け出す。


    　それぞれに鉤かぎ爪づめ、両刃剣、手斧と近接戦闘用の武器を持っていた。


    　タクトは咄とつ嗟さに反転能力を発動するも、いつの間にか彼の背後に白装束が立っていた。


    　鉤爪がタクトの背中を裂く。


    「がっ……！」


    　激痛で膝ひざをついたところに襲いきた白装束たちの武器が振り下ろされる。


    「タクト君！」


    　莉緒がタクトの元へ飛び込む。そのまま彼の体を持って地面を転がり、各武器は地面へと突き刺さった。


    　タクトは即座に立ち上がり背中を治ち癒ゆする。そして隣で構える莉緒を横目で見た。


    「……助けて、くれたんだ」


    「さっき所有してるものを渡せって言われてましたね」


    　返事をはぐらかしつつ、莉り緒おは怒りを込めてタクトを睨にらみつける。


    「データベースから何か盗んだのですか。ならば今すぐ渡しなさい」


    「待った、今はそんな場合じゃないって」


    「私は貴方あなたを止めるためにここにいるんです」


    　莉緒が殺気を携えている。タクトはたじろぎ半歩下がった。


    　だが二人を囲むように包囲網を展開していた白しろ装しよう束ぞくが動いた。


    　タクトと莉緒それぞれに数人の敵が襲おそいかかる。


    　身体機能を上げていたタクトは斬撃の群れを避けつつ、地面を蹴けって一人の男の懐ふところに入り腹部へ掌底を放った。


    　それは避けられることなく直撃する。


    「っが!?」


    　苦く悶もんの声を上げたのはタクトのほうだった。まるで分厚い鉄の板にぶち当たったような感触で手のほうが逆にダメージを受けていた。


    　男が横よこ薙なぎに腕を振るう。痛みに顔をしかめていたタクトは飛び退ずさって回避。


    　そこへ両手剣を装備した白装束が接近した。


    　タクトは反転を発動させて剣を持つ男の手を受け止める。


    　運動エネルギーの反転で男の太い腕が軋きしんだ。しかし痛みを受けている様子はない。


    　そこで白装束の袖そでから露出した腕が垣かい間ま見えた。腕は黒い鱗うろこのようなもので覆おおわれている。


    　異様な姿が目に焼きつくのと同時、視界の端に天井に張りついている白装束が見えた。


    　タクトは確認もせずにその場を飛び退る。一瞬後、落下した白装束の振るう斬撃が空を切った。


    　回避したのも束の間、彼の下もとへ次々と敵が押し寄せる。


    　離れた場所では莉緒も数人を同時に相手にしていた。


    　莉緒は木刀もなく複数相手で防戦一方。しかも驚くべきことに何度か打撃を食らわせているにもかかわらず白装束はケロリとしている。痛覚増幅が効いていないことに莉緒は困惑した様子で戦っていた。


    　何らかの能力が発動しているのだろう。その中で天井に張りついていた能力はかつて六ろく条じように協力していた傭兵、東あずまが使用していたものと同じ種類かもしれない。いきなりタクトの背後を取れたのは、その能力で死角から接近していたためだ。


    　タクトは斬撃を受け止め、あるいは治ち癒ゆで回復しながら戦場を駆ける。だが決定打を打てない。バッゼオという適応者を倒した「治癒の反転」による破壊の一撃を使いたくても、乱戦の最中で放つことができなかった。


    　それは莉り緒おも同じで、二人は消耗するばかり。


    　打撃ではなく複数の相手を広範囲で攻撃する手段が必要だ。


    　それを可能とする人物が一人だけいる。外で陽動を行っているルナだ。


    　しかし召喚触媒は先ほど落としてしまっていた。


    　タクトは逃げながらも素早く辺りを確認する。


    　視界の隅に赤い宝石が映った。


    　召喚触媒を発見したタクトはすぐさま向かおうとするも、敵の群れに妨害される。


    　そのとき敵の斬撃を跳躍で避けていた莉緒が、宝石の落ちている地点に着地した。


    　莉緒は召喚触媒に気づきそれを掴つかみ取る。そして背後から襲い来ていた白装しよう束ぞくの攻撃を避けつつ、タクトから距離を置いた。


    「……っ！」


    　それを投げろ、とタクトは声に出そうとして留める。彼女にとっては捕らえようとしているタクトの増援を呼び寄せることになるのだ。むしろ彼女から奪いに行かなければいけない。


    　莉緒は逃げながらも赤い宝石を見つめ眉まゆ根ねを寄せていた。おそらく考えていることは同じで、彼女はタクトにそれを渡すつもりはないだろう。


    　そのとき、莉緒に気を取られていたタクトは脇腹に敵の斬撃を食らう。


    「ぐぅ……！」


    　よろめいたところに再び斬撃が来たが反転能力で阻止して飛び退じさる。すかさず治ち癒ゆに切り替えるが、今度は天井から迫り来ていた敵の手て斧おのが彼の肩に食い込む。


    　血と肉片が飛び散り激痛でタクトが叫ぶ。


    　そして着地した白装束が再び手斧を振り上げた。


    　絶体絶命の中、タクトの視界に赤の軌跡が映る。


    　手斧がタクトの頭蓋を叩たたき割る寸前、彼の手が空を滑っていた宝石を握りしめる。


    　その手は数あま多たの傷を受けて自身の血に濡れていた。


    　儕ともがらの血に反応した召喚触媒が番人の体を呼び寄せる。


    　瞬きをする間にタクトの目の前の空間が歪ゆがみ、青白色の髪を持つ女の姿が浮かび上がった。


    　その直後、手斧を振り下ろしていた白装束の体は炎に包まれて壁に激突する。


    「……何やらようわからん事態ぢゃな」


    　召喚されたルナは炎を纏まとう手を掲げながら状況を飲み込めず頬ほおを掻かいていた。


    　新たな敵の出現に白装束たちが警戒して動きを止める。その間に莉緒が二人に近寄った。


    　タクトは驚きを隠せない表情で莉緒を見る。


    「何で、俺に宝石を……？」


    「勘違いしないでください。私たち二人では形勢が不利だと判断したままです」


    　莉緒は苦々しい顔つきで言うも、ありがとう、とタクトは笑みを浮かべる。


    　そしてルナに視線を向けた。


    「ルナのほうは無事だったんだな」


    「うむ。適当に遊んでおっただけぢゃが……その様子ぢゃと同じ雇われた護衛、というわけではないようぢゃな」


    　ルナは明らかに警戒心を持つ莉り緒おの姿から、連中が仲間ではないと把握していた。


    「で、お主ぬしはどうするのぢゃ。こやつらも同じ侵入者ぢゃが」


    　莉緒は敵の動向に集中しながらもため息を吐ついた。


    「……一旦休戦です。この者たちが件くだんの二組織の壊滅に関わっているかもしれない。拘束して口を割らせます」


    　タクトはほっとした。莉緒に狙ねらわれるよりよっぽどやりやすい相手だ。


    「ならばさっさと片付けるか」


    　ルナが両手に炎を生み出して正面にいた白しろ装しよう束ぞくめがけ振り放つ。


    　炎はその場にいた連中を戦闘不能にするだけの威力を秘めていた。


    　だが次の瞬間、炎はまるで散らされるように空中で霧散する。


    「……なに？」


    　ルナが戸惑いの声を上げるその目先で白装束三人が手を掲げていた。


    　その手は青い燐りん光こうに包まれている。能力発生の証拠だ。


    「消火能力……いえ、化学反応に干渉した？」


    　莉緒が分析しようとすると白装束たちが動く。


    　タクトと莉緒はそれぞれ接近する相手に対し回避を中心とした攻防を繰り広げ、ルナが後方から炎を放った。


    　だが炎を消す適応者が防壁となり攻撃を防ぐ。その隙すきにルナへも攻撃の手が及んだ。


    　三人は敵の攻撃を回避しつつ再び寄り集まる。背中を合わせるように立って包囲を狭めてくる白装束の前で構えた。


    「対策済み、というわけか」


    　ルナの言葉に莉緒が頷うなずく。


    「おそらく私たちの能力それぞれに相性のいいものが使われているのでしょうね」


    　しかしアガスティアに属していた莉緒やタクトはともかく、ルナの能力を把握している人間は少ない。気になる点だが、そこに意識を向けている場合ではなかった。


    　白装束たちは攻撃の隙を窺うかがっている。間合いを詰めながらすぐにでもタクトたちに斬りかかろうとしていた。


    「策が見えているならば対処は容易たやすいがな」


    　不敵に笑うルナの言葉にタクトと莉緒が小さく頷く。意志は伝わった。


    　ルナが炎を放つ。それはタクトら三人を囲むような輪となって広がった。怯ひるむ白装束たちの中で分解能力を持つ人間が炎の前で掌てのひらを掲げる。


    　青い燐りん光こうと共に炎が火の粉を撒まき散らせて分解された。


    　それと同時に飛び出したのは莉り緒おだった。


    「はぁああ！」


    　放たれた蹴けりが白しろ装しよう束ぞくの胴体にめり込む。


    「ぎぃああああああ!?」


    　絶叫が響いた。白装束がもがきながら後方に倒れ伏す。


    　分解能力を有する他の白装束が慌てて後方に下がる。


    　莉緒が追撃しようとするも他の白装束が立ちはだかった。その男たちは痛覚増幅の効かない相手だ。おそらく黒い鱗うろこ状の物質が表皮や内側の筋きん繊せん維いを守っているのだろう。


    　そこで莉緒が跳躍する。


    「消え失せろ」


    　凜りんと響く声。ルナが放った炎は莉緒の直下を通り過ぎて男たちに食らいついた。


    　炎が白の衣装を焼くと男たちの腕や脚、腹に張りついた黒い鱗が露出する。その鱗ごと炎は白装束たちを焼きつくした。


    　だがルナの真上では既に鉤かぎ爪づめの男が潜ひそんでいた。その凶刃が彼女の頭部を狙ねらっていた。


    　そこへルナの背後を守っていたタクトが反応した。


    　ルナに迫る男に向けて緑色の燐光を纏まとう掌底をぶつける。間かん髪はつ容いれず赤色の燐光を纏う左手を重ねた。


    　治ち癒ゆという効果は肉体を破壊する効果に「反転」する。


    　眩まばゆい光と共に鉤爪の男が吹き飛ぶ。そのまま瓦が礫れきの中に衝突して埋もれていった。


    　さらに絶叫が室内に響き渡る。先に動いていた莉緒が分解能力者のほうも倒していたのだ。


    　これで動く者はいなくなった、と安あん堵どしかけた瞬間。新たなる足音が複数響いた。


    　破壊された壁の向こうから増援と見られる白装束たちが姿を現す。


    「まだいるのか……！」


    　ここまで大勢の侵入を許しているのであれば、シェルターにいるであろう所員たちへの被害も気にかかる。


    　室内に入り武器を掲げる白装束たちを睨にらみつけたタクトだが、ふと穴の向こうで白装束以外の人間が目に入った。


    「そ、んな……！」


    　狼ろう狽ばいの声を上げたのは莉緒だった。


    　白装束に腕を縛られた武たけ臣おみがぐったりした様子で膝ひざをついていた。髪や服は乱れ煤すすで汚れている。気絶しているのか深く目を閉ざしていた。


    「武臣さん！」


    　莉り緒おが駆け出す。ルナも即座に炎を放った。


    　白しろ装しよう束ぞくたちの中にやはり炎を分解する適応者がいたものの、炎を消している隙すきに莉緒は武たけ臣おみを拘束している白装束へと肉薄する。


    　タクトも助けに向かっていたが、そのとき穴の中に濃い青の煌きらめきが生まれた。


    　背筋がゾワリと泡立つ。


    「危ないっ！」


    　タクトの声が届くと同時、穴から放出された青い暴風が莉緒の体に激突する。


    　悲鳴を上げた莉緒の体は暴風によってあらゆる箇所に裂傷が刻まれる。青の戦闘服は無残な姿に変わり、血だまりの中に彼女は倒れ込んだ。


    「莉緒っ！」


    　叫ぶタクトは駆け寄ろうとするも白装束が立ち塞ふさがる。斬撃を反転で受け止めたが別の相手に攻撃され飛び退じさるしかなかった。


    　そうして莉緒と距離が離れる間に、彼女に近づいた白装束がその腕を拘束する。


    「やめろ!!」


    　激げつ高こうするタクトに斬撃の群れが襲う。


    　全ての攻撃を防ぎきれず体に傷が刻まれる。


    　タクトは倒れるのを堪こらえ、治ち癒ゆを行いながら前へ進む。


    　しかしその最中にも。彼に容赦なく斬撃が叩たたきつけられた。


    　腕、足、背中に加えて額ひたいに切り傷が刻まれタクトは倒れ伏す。


    「タクトっ！」


    　ルナが炎を放つ。白装束たちはそれを跳躍して回避した。


    　追撃は免れたが、タクトの体はあらゆる箇所を刻まれ出血が酷ひどい。駆け寄ったルナに肩を借りて立つのがやっとだった。


    　治癒を施ほどこして意識を保つ。だが失われた血液は戻らない。先の莉緒とのダメージも重なってタクトは満まん身しん創そう痍いだった。


    　その間に白装束たちの一部は武臣を連れて背を向けた。この場から去るつもりだ。


    「武臣さん……！」


    　タクトが呼びかけるも、武臣はついに意識を取り戻すことなくその姿が消える。


    　残る白装束たちは獲物を狙ねらう獣のように二人の周辺で姿勢を低くしていた。


    「おのれ、好き勝手にやりおって……！」


    　ルナが憤怒を滲にじませたとき、後ろ手に拘束されていた莉緒が強引に立たされた。


    　全身傷だらけの彼女も出血がひどく意い識しき朦もう朧ろうとしているが、髪を鷲わし掴づかみにされタクトたちに顔を向けさせられる。


    「お前……！」


    　タクトの怒りは頂点に達した。


    　だが莉り緒おが敵の手の内にある中では迂う闊かつに動けない。


    「こいつの命が惜しければ攻撃をやめろ」


    　案の定、白しろ装しよう束ぞくが莉緒の首筋に剣を突きつけた。


    「お前も同様だ。動くな」


    　両手を重ねプラズマ球を生み出そうとしていたルナを白装束が牽けん制せいする。


    「姑こ息そくな連中め……」


    　現地の言葉は理解できずとも何を示しているかはルナも把握していた。忌いま忌ましげに口の端はを歪ゆがめ、怒りで瞳ひとみが赤く燃えている。


    「さぁ、所持しているものを渡せ。早くしろ」


    　ジリジリとタクトの元に白装束がにじり寄る。


    　タクトは歯は噛がみしながら服の上からメモリを触った。


    　これはルナを帰還させるために絶対必要なものだ。


    　だが渡さなければ莉緒が殺される。


    　怒りと憎悪を腹の中に抱かかえタクトはぎゅっと目をつむった。


    　そして震ふるえる手でポケットの中に手を入れて、メモリを握りしめる。


    「……仕方ない」


    　そのときルナがため息交じりに呟つぶやく。


    　彼女が合わせていた掌てのひらから眩まばゆい光が放たれた。ルナのジオ・グラムが本来の力を発揮し、幾つものプラズマ球が生み出される。


    　タクトはギョッとした。白装束たちも動揺しつつ身構える。


    　だが、ルナが掌を向けたのは天井に向けてだった。


    　放たれたプラズマ球が天井に着弾して巨大な爆発が生じる。


    　破片とともに粉ふん塵じんが舞い落ちてタクトとルナの姿を一瞬だけ隠した。


    　その間にルナがタクトに近寄り彼の体を自分の胸元に引き寄せる。


    「ルナ!?　どうするつもりだよ！」


    「一度仕切りなおしぢゃ。お主ぬしの体も限界にきておる」


    「な……！　駄目だ！　莉緒を置いていけない！」


    「このままでは全員捕まるだけぢゃ！　我慢せよ！」


    　口論の間にも白装束たちが二人に肉薄する。だがルナはその直前でタクトを抱えて跳躍した。


    　二人の姿が天井に空いた穴の中へ消え去る。


    　莉緒を拘束している白装束が顎あごをしゃくった。


    　白装束の数人が跳躍し二人を追いかけていく。


    「我らはこれより撤退する。ザイオン様の御身も運ばねばなるまい。手て筈はずは済んだのか？」


    「はっ。撤退後に装置を起動させます」


    　頷うなずいた白しろ装しよう束ぞくは破壊によって開かれた道へと戻っていく。他の人間もその後に続いた。


    　そして莉り緒おもまた暗くら闇やみの中へ引きずり込まれていった。


    



    　その日、犀さい星せい薬理化学研究所は大規模な爆発によって崩壊した。

  


  
    



    　第三章　亡霊


    



    　アガスティアの本拠地が攻めこまれてから時間は経過し、朝方になっていた。


    　タクトとルナはとある雑居ビルの屋上に立っている。そこでタクトは携帯電話で結ゆ月づきの入院している病院へ電話をかけていた。


    「はい……はい、わかりました。ありがとうございます」


    　通話を切って一息つく。するとルナが近寄った。


    「どうやら、大丈夫みたいぢゃのう」


    「うん……でも、まだ安心はできない」


    　タクトは神妙な顔で答える。


    　追っ手を撒まいて研究所から脱出した後に、結月のことが心配になって安否を確認した。


    　対応してくれた看護師によれば異常などは起こっていないという。


    　敵はタクトやルナの能力を詳細に把握している。ということはタクトの家族関係も情報を入手している可能性があり、六ろく条じようのときのように人質にされないかと懸念したのだ。


    　結月に危害が及ばないようにするにしても、今はひとまず病院に任せていられる。


    　問題は研究所のほうだ。


    　タクトは携帯を操作し、テレビを映す機能でニュース番組を表示させた。


    　画面には燃え盛る建造物が表示されアナウンサーが説明をしている。


    　──本日未明、犀さい星せい薬理化学研究所にて大規模な爆発がありました。現在も消火活動が行われています。死傷者に関しての数は未いまだ不明とのことです。


    　──また、犀星ホールディングス取締役である犀星武たけ臣おみ氏が事故当時、研究所内部にいたとの情報が入っています。犀星氏は事故現場となっています研究所の統括所長に専任される予定で帰国していた模様であり、安否が心配されています。


    　アナウンサーが伝える情報は数時間前からあまり変わらない。シェルター内部にいたはずの間ま宮みやたちの消息は今も知ることができないでいる。


    　タクトたちが脱出した直後、研究所では大規模な爆発が起こった。施設はほぼ瓦が礫れきと化している。


    　それがあの白しろ装しよう束ぞくたちの仕し業わざであることはすぐにわかった。


    　だが連中の正体もその目的が何であるかも判明してはいない。


    　何より奴らが莉り緒おをどうしたのかもわからないのだ。


    　最悪なのは、爆発した研究所に彼女が取り残されていた場合。その結末を想像してタクトの胸に痛みがはしる。まだ武臣のように連れ去られていたほうがマシだった。


    「莉緒が生きてるか確かめないと……どうすればいい、どうすれば……！」


    　苛いら立だった顔つきでタクトは屋上をうろうろと歩きまわる。


    　だが焦あせりが空回りするばかりで冷静な思考ができていない。


    「落ち着け馬鹿者」


    　手刀が振り下ろされタクトの頭を打った。


    　歩みを止めたタクトに対しルナは腰に手を当てて、ふんと鼻息を吐く。


    「あの木刀娘は少なくとも生きておるはずぢゃ。奴らは殺せるはずの場面であの娘を手にかけることはなかった。利用価値があるのぢゃろう」


    「利用価値って……人質、ってことか」


    　タクトは憎悪を滲にじませ鼻頭に皺しわを寄せる。


    「妾わらわたちを誘おびき寄せる餌えさにする可能性はあるのう……して、連中はお主ぬしが解読した情報を欲していたのぢゃな？」


    　タクトは頷うなずきポケットからメモリを取り出した。


    「確かにそう言ってた。これが重要なものだってわかってたみたいだ」


    「つまり連中の狙ねらいは異界門顕現マグヌス・オプスに関する情報。そしてジオ・グラムか」


    　ジオ・グラムを所有していた二組織が壊滅した件が連中の仕し業わざだとすれば、敵の狙いは組織に共通する保有物、つまりジオ・グラム奪取であるとするのが自然だ。


    　ルナは腕組みをしながら屋上の縁まで歩く。そして眼下の街並みを見ながら考え込んだ。


    「……おそらくお主の動向と組織移転の情報を何らかの方法で把握し、彼奴きやつらはジオ・グラムと異界門顕現マグヌス・オプスの情報を同時に奪取しようとしたのぢゃろう」


    　施設移転はタクトらにとっての好機チヤンスというだけではなかった。敵によってそれをまんまと利用されてしまったのだ。


    　だが気になるのは、タクトの動向をどうやって把握していたかということ。


    　それが可能である人物に一人だけ思い至る。


    　東あずま仁じん。六ろく条じように加担しジオ・グラム争奪戦に参加していた傭兵だ。


    　東であればタクトの素性を把握している。常にルナが自宅にいる状態で盗聴器など仕掛けられる隙すきがあったとは思えないが、それでも知る方法はいくらかあるかもしれない。


    　加えて適応化の薬だ。あれは六条の研究物で、地下研究施設の崩壊により全て失われた。


    　唯一残りの薬を持っていたとすれば崩壊を生き延びた東しかいない。


    　だがその東は研究者ではない。あれを大量生産する技術などあるはずがない。


    　考えられるのはあの白しろ装しよう束ぞくたちに東が加担しているということ。であればルナや莉り緒おの能力に対応した戦術が用意されていたことも頷ける。


    　東は言っていた。とどめを刺さないことをいつか後悔する、と。


    　まさにその通りの展開となってしまった。自責の念が胸中に膨ふくれ上がる。


    　だが過ぎたことを後悔していても何も始まらない。問題はこれからのことだ。


    「だとしたら連中は俺たちを追ってるはず。それなら返り討ちにして、連中に莉り緒おのことを吐かせれば居場所がわかるかもしれない」


    「そう簡単にいけばよいのぢゃがな。ああいう統制が行き届いた連中に強固な忠誠心があった場合は、難しいことが常ぢゃ。そこに時間を食ってしまえばお主ぬしの妹が眠るあの施設も被害を受けかねん」


    　タクトは眉まゆ根ねを寄せる。確かに今は問題ないかもしれないが、時間が経てば経つほど結ゆ月づきに危険が迫る可能性も高まる。


    　ではどうやって居場所を割り出せばいいか。タクトは必死に頭を回転させ続ける。


    「……しかしどうにも引っかかりを覚えるのう」


    　ルナはビルの縁ふちで難しい顔をしている。何が、とタクトは聞いた。


    「連中が錬金術組織であれば、ジオ・グラムや異界門顕現マグヌス・オプスを求めることは何も不思議ではない。ぢゃが、なぜあの武たけ臣おみという男まで拘束した？」


    　すぐには理解できないでいると、ルナはその言葉を補足した。


    「武臣という人間は錬金術組織に関わっている。ぢゃがお主の話では研究に携たずさわる者ではなく単なる代表者のすげ替えが行われたに過ぎん。人質というのであれば木刀娘のみで事足りる」


    「……確かに」


    「あの男にも利用価値がある、ということになる。ぢゃがその目的は何か。そこに連中の思惑が隠れているように思えるのぢゃが……一向に見えてこぬな」


    　悩むルナに対しタクトも理由を考えてみる。だが彼女に把握できないことがすんなり推測できるわけもない。


    「のうタクト。奴らは他に何か言ってはおらんかったか」


    「他の何か……」


    　言われてタクトはハッとした。


    　莉緒や結月の安否で頭が一杯だったが、重要な言葉があったのだ。


    「ザイオンだ……あの白しろ装しよう束ぞくはザイオン様のためって言ってた……！」


    「なんぢゃと……？」


    　ルナが眉をひそめタクトに寄る。


    「それは本当なのか」


    「ああ。間違いないと思う」


    　ルナは信じられないという顔つきをしている。それはタクトも同じ思いだった。


    「連中の言うザイオンは、古文書に載ってたゼラ人と同じ、なのかな」


    「わからぬ……ぢゃがもし同一人物であればなぜ、彼奴きやつらはとっくの昔に死んだゼラ人などのために動くのぢゃ？」


    　彼女にしては珍しく困惑の色が濃い。


    「質たちの悪い冗談よのう。まさかザイオンが生きておるわけでもなかろうに。でなければ亡霊にでも従っておるのか」


    　タクトは思わず唾つばを飲んだ。


    　はるか昔に死んだゼラ人のために、人を殺してまで何らかの目的を遂行する人間たち。


    　その異様さが際立ち不気味さが増していた。


    「まぁ、そんな荒こう唐とう無む稽けいな話はなかろう。ザイオンというのは何かの象徴か記号のようなものかもしれん……ぢゃが、それが唯一帰還できなかったゼラ人というのは引っかかるのう。なぜ其そ奴やつでなければならなかったのか」


    　ルナはぶつぶつと呟つぶやき思考に没頭する。彼女の脳内では様々な情報が交錯し解析がされているのだろう。


    「……あるいは、番人の制限が生まれたのはこのせいなのか」


    「え？」


    「いや、独り言ぢゃ。それより今はどうやって居所を突き止めるかぢゃが」


    　タクトは頷うなずく。そしてふと思い至ったことを口にした。


    「……連中の狙ねらいは俺の持つ情報、なんだよな。てことはもしそれを隠したなら、奴らはどうするだろう」


    「それはお主ぬしか妾わらわを連れ去り拷問でも何でもするぢゃろうな。妾たちが居場所を知りたいのと同じぢゃろう」


    　ルナの答えに閃ひらめきが生じる。そしてタクトは形となった居場所を突き止めるための方法を早口で告げた。


    　しかしルナは難色を示す。


    「……かなり不確定要素の強い作戦ぢゃ。成功する確率も低い」


    「だけど結ゆ月づきに手を出させないためにも、この方法しかない」


    　ルナは眉み間けんに皺しわを寄せていた。その感情をタクトは察する。


    　この作戦はタクトこそが一番危険に晒さらされる。彼女はそのことを危き惧ぐしているのだ。


    「あんなこと言ったけどさ……莉り緒おは、仲間だから」


    　言いながら莉緒の言葉が蘇よみがえる。


    　私には関係ないからですか、と呟いた彼女の表情は悲しげに歪ゆがんでいた。


    　そんなはずあるわけがない。莉緒は大切な仲間だ。


    　彼女には幾度となく守られ、様々なことに協力してもらった。


    　そして彼女はタクトのことを考え異界門顕現マグヌス・オプスの探索をやめろとルナに提案した。


    　いつも側そばで支えようとしてくれた彼女を見捨てるなどできるはずはない。


    「たとえ危険だとしても、俺は絶対に助ける」


    　ルナはその言葉に黙り込むも、ややあってため息を吐つく。


    　そして諦あきらめたように笑った。


    「まったく……本当に頑固なやつぢゃなお主ぬしは」


    　そして真剣な顔つきに戻るルナは、作戦の段取りについてを説明する。納得してくれた、ということだった。


    　ルナは胸元から羅ら針しん盤ばんを取り出す。それはジオ・グラムの発動を感知して適応者の居場所を知らせるゼラ・ハイヴの探索機器だ。それが作戦の要かなめとなる。


    　ルナがその羅針盤の性質を説明する傍かたわら、タクトは拳を握りしめた。


    



    　その後、二人は特にあてのないまま街中を歩きまわった。身を隠すこともせずに移動だけを続け周囲に姿を晒さらし続ける。


    　太陽の沈む頃になって二人はようやく屋内に入る。ただし街外れにある潰つぶれたボウリング場を選んだ。そこならば敵を誘き寄せたとしても一般人に被害は出ない。


    　照明が落ちて設備の残ざん骸がいが散らばるフロアは、不良たちのたまり場になっていたのかスプレーの落書きや飲食の跡が見て取れる。室内は薄暗いが、幸いなことに現在は誰もいない。


    　ボロボロになったソファーに腰掛けタクトは一息つく。ルナは初めて訪れるボウリング場が珍しいのかレーンや穴の空いたボールを興味深げに見て回っている。


    「変な機械がいっぱいぢゃのう。ここは何をする場所なのぢゃ」


    「ボウリングっていって、玉を転がしてピンを幾つ倒せるか競う遊びをする場所、かな」


    「玉を転がすだけなのか？　何とも珍妙な遊戯をしておるのぢゃな」


    　ゼラ人であるルナにはその面白さはいまいち理解しづらいようだった。


    「じゃあ、ゼラ・ハイヴではどんな遊びを？」


    　作戦前の緊張感を和らげるため話題を振ってみると、そこでルナは苦笑いした。


    「妾わらわはずっと屋敷に閉じ込められておった故ゆえ、友人がほとんどおらぬ。あまり遊びらしい遊びをしたことがないのぢゃ。教えられなくてすまんな」


    「あ！　ご、ごめん……」


    　軽はずみにルナの辛つらい過去を突いてしまったことを反省する。


    　気にするな、とルナは首を振った。


    「ぢゃが、この世界の遊びというものには興味はあるぞ。なにせゼラ人の誰も知らんものぢゃからな。帰還できたら自慢話にできよう」


    　彼女が帰還後の展望を語る姿にタクトは安あん堵どした。


    　たった一日前の時点では、ルナはタクトから離れようとしていた。


    　そうなっていたならば、彼女はやはり全て諦あきらめ死を待つだけだったに違いない。


    　その心境が変わったのは、タクトの決意がルナの心に影響したからなのだろう。


    　タクトはそれが嬉しかった。


    　それにもしルナの帰還しようとするモチベーションを保てるなら、自慢話作りに付き合うのも悪くないかもしれない。


    　だが、それはこの作戦を生き延びてからの話だ。


    　ルナの言ったとおり、タクトの考えた作戦の成功率は決して高くはない。結ゆ月づきに被害を出さず莉り緒おを助けだすためには、そんな危ない橋でも渡る必要がある。


    　ただ、こうしてルナと会話するのも最後になるかもと考えると、緊張が大きくなった。


    　できるなら、彼女との最後の会話は明るいものにしたい。帰還前という場面が一番だろう。そこでタクトはふと、自分の他に彼女と会話できる唯一の相手のことを思い返した。


    「そういえばさ、ルナは、莉緒のことは嫌いじゃないんだよね？」


    　いきなりの言葉にルナがキョトンとした顔つきになった。


    「な、なんぢゃ、やぶから棒に」


    「いや、前から気になってて。結構すぐに口喧げん嘩かになるから、なんでなんだろうって」


    　最後かもしれない、と考えた途端に、気になっていたことを聞いてみたくなった。この場に相応ふさわしい話題ではないかもしれないが、緊張で体を強こわ張ばらせているよりはまだ楽だ。


    　うむむ、とルナがうめく。


    「話すのが嫌だったのか？」


    「嫌というわけではないが……」


    　珍しくルナが歯切れが悪くなっていた。


    　彼女が黙っている間に、室内に差し込んでいた陽ひの光が途と切ぎれる。既に薄暗かったがこれで更に見通しが悪くなった。


    　ここに留まるのは敵を誘き寄せるのが目的だ。視界が悪いのは不利になる。照明をつけようにも電気は止まっているはずで、タクトがどうしようか考えたときに接近する気配が合った。


    「んむ」


    　タクトとルナの唇が合わさる。


    　仄ほのかな光が二人を包み闇やみの中にぼうっと浮かび上がった。


    　ルナは唇を離すと掌てのひらに炎を生み出す。


    　暗くら闇やみを赤く暖かな光が照らした。


    　ルナはそのまま無言で炎を見つめていた。話は途中だったのだがなかなか口を開かない。


    「……その、なんぢゃ。妾わらわは友人がおらぬ。同世代の女とも遊んだ経験がない。なんと喋しやべっていいのかわからぬ……」


    　もじもじと指を絡め俯うつむくルナにタクトは眉まゆを上げた。


    「ぢゃからその、勝手がわからぬというかの……変に相手を興奮させてしまうようなやり方になってしまっただけぢゃ」


    　タクトはルナの様子を興味深げにまじまじと見つめた。


    　今の彼女はとても弱気でいつもの傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度は欠片かけらもない。


    　だがそれは彼女の本当の姿なのだった。


    　ルナが莉り緒おに強く当たるのは、どう喋しやべればいいかわからない迷いを隠すために演技をしているだけ。それはちょうど彼女がタクトと出会ったばかりの頃、寿命の件などで疲ひ弊へいしている自みずからの心を覆おおい隠していた様子と似ている。


    　本当はルナとてもっとまともに話したいのだろう。特に年の近い同性だ。気が合えばきっと良好な関係を築ける。


    　まるで初恋相手に臆おく病びようになっている少女のようなルナに、タクトは思わず笑う。


    「なんぢゃお主ぬしは！　聞いておいて笑うなど！」


    「ごめん……でも、莉緒のことは好きってことなんだね」


    　聞くとルナは口をへの字にする。


    「……気に入っておらぬわけでは、ない」


    　その頬ほおは赤い。


    「それは莉緒も同じだと思う……きっと二人なら仲良くなれる」


    　もう叶かなわないかもしれないが、という言葉は飲み込んだ。


    　しかしルナもそれがわかっているのか寂しげに笑う。


    「……そうぢゃな。もっと別の形で語り合ってみたかったものぢゃ」


    　もしも、という希望は考えたところでキリがない。それはわかっているものの、ルナと莉緒が仲良くお喋りをしている姿を見てみたかったと、タクトは心から思った。


    　そのとき、ルナの笑みが蝋ろう燭そくの火を消すようにふっと真顔に戻った。


    「さて、他愛のない話は終しまいぢゃ」


    　ルナの言葉を受けてタクトは立ち上がる。そして入り口を見た。


    　炎の光が届かない闇やみの中に気配がある。それは次第に二人へと近づき姿が露あらわになる。


    　白しろ装しよう束ぞくに身を包みフードで顔を隠した人間たちがざっと十人はいた。


    　計画通り奴らを誘おびき寄せることに成功したようだ。身を隠さず長時間移動し続けたのは、タクトらの動向をわざと把握させるためだった。


    　白兵戦用の武器を持つ白装束たちは腕に注射器をさして自らの体を適応化させる。


    　だがタクトは敵が奇襲もせずに堂々と正面から入ってきたことに違和感を覚えた。


    　二人に逃げられれば再び追跡を強いられるというのに、その行動は安直すぎる。


    　ハッとしたタクトは弾かれたように背後を振り返った。


    「囮おとりだ！」


    　瞬間、ボウリング場の窓ガラスが粉々に割れ銃弾が降り注ぐ。既に感づき動いていたルナは炎を生み出し銃弾を焼きつくして防いだ。


    　破砕された窓ガラスの向こうから人影が飛び込んでくる。その連中はやはり白装束だが手には銃を所持していた。


    　室内に銃声が響く。タクトは反転能力を発動。銃弾が全てひしゃげて地に落ちた。


    　だが彼の真上、天井には既に数人の白しろ装しよう束ぞくが張り付いていた。敵が正面から堂々と現われたのは二人の背後から銃撃するためだけではなく、天井を張って接近する白装束を気取らせないためでもあった。


    　白装束数人は天井を蹴けってタクトに強襲する。その手にある手て斧おのが振り下ろされた。


    　タクトが殺気に気づき天井を見上げた瞬間、ルナの放った炎が白装束たちを焼きつくす。


    　その二人に向けて再び銃弾が放たれた。


    　タクトは横っ飛びで回避しながら戦場を素早く見渡す。


    　ルナが炎を放ち敵を蹴散らしているが、白装束の中には炎を分解する能力者も混じっていた。ルナの炎が消滅したことで隙すきが生まれる。


    　壁や天井から鉤かぎ爪づめを装備した白装束が飛び出し彼女に凶きよう刃じんを振るう。


    　ルナは炎を展開して男たちを吹き飛ばしたが、新たな敵が接近していた。


    　タクトは即座に駆け寄り白装束に破壊の一撃を放つ。


    　眩まばゆい光と共に敵は弾き飛ばされ壁に激突した。


    　だがタクトはライフルを持つ敵に背中を見せてしまっていた。


    　彼は背後の殺気に振り返る。


    　白装束たちが引き金を引き、銃弾が空を滑った。


    　本来であればタクトは銃撃を反転の力で防げる。だが、あえてそうはしなかった。


    　回避行動を取り急所は外したものの、彼の腹部や足、腕を銃弾が貫く。


    　タクトは血ち反へ吐どを吐きながら倒れた。


    　そこで彼は咄とつ嗟さに自分の体を治ち癒ゆしようとしたが、歯を食いしばり止める。動けないということを敵に示すため、瞼まぶたを深くつむってその場に倒れたままになった。


    「タクト！」


    　ルナは叫びながら右手の炎で銃弾をかき消す。


    　そのまま敵の集団に向かって突き進む炎が空気中で拡散した。


    　銃を所持している白装束の中に、炎を消す適応者がいたのだ。


    「小こ癪しやくな……！」


    　ルナは掌てのひらを合わせる。彼女本来の力であるプラズマを発生させようとした。だが、プラズマ発生にはタイムラグがあり、発動寸前のところで銃撃をうけ、ルナはやむを得ず飛び退じさる。


    　そこでルナとタクトの距離が離れる。白装束たちは銃撃を続けながらタクトの元ににじり寄った。血の海に倒れ伏すタクトはピクリとも動かない。


    「薄汚れた手で其そ奴やつに触れるな！」


    　激げつ高こうするルナが炎を放つが敵の手によって散らされる。舌打ちした彼女に手斧を持つ白装束が接近していた。露出した素肌は黒い鱗うろこで覆おおわれている。


    「鬱うつ陶とうしい！」


    　しかし打撃に圧倒的な防御力を誇る鱗の鎧よろいも、ルナの放つ炎の熱量には耐えられない。火だるまになって苦しむ同胞を避けながら、他の敵は動揺した様子もなく次々とルナに迫った。


    　その間に銃を持つ白しろ装しよう束ぞくたちがタクトを囲んだ。銃口を向けながら彼の体をまさぐる。


    　だが目当てであるメモリを探し当てることはできない。


    「貴様たちの狙ねらいをいつまでも持ち歩くと思うたか？」


    　ゼラ語は通用しないとわかっていても、ルナは鬱うつ憤ぷんを晴らすように笑って言い放つ。


    　すると白装束たちは互いに顔を見合わせ、横たわるタクトの体に手をかけた。


    「タクトをどうする気ぢゃ！」


    　押し寄せる斬撃の群れを回避しつつルナが叫ぶ。だが他の敵が邪魔で近寄れない。


    　白装束たちはタクトの体を掴つかむと、彼らが突入してきた窓際へ引きずっていった。地面には引きずられた跡が血でべっとりと付いている。


    　そのとき轟ごう音おんと共に激しい風が吹き荒れた。そして窓の外に縄なわ梯ばし子ごが垂たれ下がる。


    　轟音の正体は、ボウリング場の直上でホバリングしているヘリだった。


    　白装束達はタクトを掴つかんだまま縄梯子に手をかける。そして三人が掴んだ途端に、ヘリが上昇を始めた。


    　この場からタクトを連れ去るつもりだ。


    「タクト！」


    　叫びが銃撃の中にかき消される。ルナはタクトを追いかけようとしたが、敵の集団が包囲を狭めた。


    「データの在あり処かを吐け。吐かねば殺す」


    　白装束一人の声が合図となって全員が畳み掛けるように突進してきた。


    　ボウリング場の中央に追い込まれたルナは忌いま忌ましげに口の端はを歪ゆがめている。


    　だが、それは不敵な笑みに変わった。


    「もしやこれが妾わらわの本気ぢゃと思うておらぬよな？」


    　彼女の両手には炎の固まりが膨ふくれ上がる。


    　白装束の一人がその様子にギョッとしてたたらを踏んだ。


    「いかん退却──」


    「遅い！」


    　ルナの両腕から放たれた極大の炎の固まりが四方へと放たれる。


    　狭い室内では白装束たちに逃げ場などない。ここに誘おびき寄せ戦闘の場とした理由の一つだ。


    　炎は男たちを容赦なく飲み込み勢いそのままに窓の外へと放出される。


    　吐き出し終わった後のフロアは全てが炎上していた。天井もレーンも球もソファーも燃え盛り炎の光を受けてルナの赤い瞳ひとみが爛らん々らんと輝く。


    　白しろ装しよう束ぞくたちのほとんどがルナの炎に焼かれて肉片一つ残っていない。


    　だが炎を分解する白装束はその力で生き残っていた。


    「うおおお！」


    　咆ほう哮こうしながらルナめがけて銃を向け引き金を引く。


    　だが銃弾が発射されるその前に、ルナの掌てのひらで生み出されていたプラズマ球が空を滑った。


    　プラズマ球は男の足元に着弾して爆発を起こす。その衝撃をまともに食らった男は全身をズタズタに裂かれて倒れ伏す。


    「こんなところか……さて」


    　周囲を睥へい睨げいしたルナは胸元に手を突っ込みそこから小型の羅針盤を取り出す。


    　彼女は一か月前、これを利用して適応者の戦闘が行われる争奪戦の場所を割り出していた。


    　この道具がタクトの、そして莉り緒お救出の命運を握っている。


    　今はまだ反応がない。計画ではそれがタクトの居場所を示すはずなのだ。


    「しばしの辛抱ぢゃぞ、タクト……！」


    　祈るように呟つぶやき、ルナは燃え盛るボウリング場を出た。


    



    　タクトを乗せたヘリは東京上空を移動していた。


    　潜ひそんでいたボウリング場からさらに都心部へと近づく。そのうち高層ビル群が立ち並ぶ地点に差し掛かって高度を落とし始めた。


    　狭いヘリの中ではタクトがうつ伏せになって倒れ伏していた。彼の両腕は後ろ手に拘こう束そくされている。


    　ヘリの振動で体が揺れ動くが、うめき声を発することも身じろぎすることもない。


    「もしや死んでいるのではないか」


    　白装束の一人が呟く。別の白装束がタクトの脈拍を測った。


    「弱まってはいるが脈はある」


    「ならばいい。異界門顕現マグヌス・オプスに関する情報の在あり処かを吐かせるまでは生かしておかねばならん」


    「しかし此こ奴やつは儕ともがら。目覚めれば即座に回復する。到着次第、治ち癒ゆできぬよう対処しなければならん。それにあの厄やつ介かいな番人もまだ捕らえられていない」


    「問題ない。奴は能力の使用に時間制限がある。制限解放に必要な儕は我らの手の内だ」


    　白装束数人はしわがれた声で物騒な会話を展開する。


    　ヘリが高層ビル群の一つに近づき屋上のヘリポートに着陸した。ドアが開き白装束たちがぐったりとしたタクトを担ごうとする。


    　屋上では突風が吹いており白装束の一人が風に煽あおられバランスを崩した。


    　その拍子にタクトがドアから転げ落ちるようにコンクリートの床に倒れこむ。


    「早く運ぶぞ」


    　冷淡な声に促うながされ白しろ装しよう束ぞくの一人がヘリから降りる。


    　その瞬間、タクトの目がかっと見開かれた。


    　近づいてきた白装束の鳩みぞ尾おちに体当たりを食らわせつつ、回し蹴げりを食らわせる。固い地面に思い切り後頭部を打ちつけた男は悶もん絶ぜつする。


    「貴様、意識が……っ！」


    　運転手を含めた白装束三人が銃を手に取り発砲。だがタクトは走りつつ、後ろ手に縛られた腕だけはわざと銃撃の前に晒さらした。銃弾を受け肉が抉えぐれ激痛が走るが、拘束具も破壊される。


    　タクトはすかさず腕を治ち癒ゆしながらヘリへ突進し、白装束の一人へ飛び蹴りを食らわせた。


    　直撃した白装束は吹き飛ばされ反対側の壁に背中を打ちつける。


    　狭い室内にタクトが入り込んだことで残りの二人が銃撃を躊躇ためらった。内部で発砲すれば流れ弾や跳弾で自分達をも傷つけるかもしれない。


    　その隙すきを見逃さなかったタクトは白装束一人に肉薄して掌底を放つ。強化された膂りよ力りよくが鳩尾を抉えぐり、白装束が苦く悶もんの声を上げながら前のめりに倒れる。


    　残るは一人、と彼が周囲を見回したときには白装束はヘリポートに飛び出ていた。


    　そして懐ふところから適応化の薬を取り出す。


    「させるか！」


    　タクトは一気に飛び出して白装束に接近し、相手の腕を蹴り飛ばした。


    　適応化の薬の満たされた注射器が地面に落ちる。


    　怯ひるむ相手の襟えり元もとを鷲わし掴づかみにして地面に押し倒し、馬乗りになった。


    「答えろ、お前らは何者なんだ」


    　詰問しながらフードを取る。中からは目の落ち窪くぼんだ三十代と思おぼしき男の顔があった。


    「一体、何を企たくらんでる？」


    　いくら問いかけても男は濁った目でタクトを睨にらみ返すばかりだ。


    「……ザイオンのためっていうのは、どういうことなんだ」


    　その問いでようやく変化があった。


    　男はニヤリと笑ったのだ。それも何かに取り憑つかれているかのような虚うつろなものだった。


    「あのお方は我々の神だ」


    「……なに？」


    「貴様も思い知るがいい。人智を超えたあのお方の力がどれほどのものかを。ここで逃げたことを後悔するのだな」


    　肩を揺らして笑う白装束は、その直後にビクンと体が跳ね上がった。


    　タクトがギョッとする前で白装束の体は小刻みに痙けい攣れんして白目を剥むく。


    　そして、舌を出しながら動かなくなった。


    　タクトは慌てて体を揺さぶるも反応はない。もしや、と脈拍を測る。


    　鼓動の一つも感じられなかった。


    「そ、んな……」


    　愕がく然ぜんとしながらタクトは立ち上がる。男の異変は突然だった。


    　自殺、という単語が過よぎる。事前に体の中に毒物が回るような仕掛けを施ほどこしていたとしたら、こんな突然の死が起こるかもしれない。


    　だが彼には意味がわからなかった。なぜ自殺する必要があるのか。捕縛を回避するにしても死という方法を選ぶのは本ほん末まつ転てん倒とうだ。


    　白しろ装しよう束ぞくたちの異常性に背筋が冷たくなる。


    　その出いで立ちや台詞せりふも相まって、宗教の狂信者のイメージが強まる。


    「ザイオンという神……」


    　はるか昔に死んだゼラ人を祀まつっているということなのか。


    　しかしそれは抽象的な対象ではなく、まるで実在する誰かを示しているようだった。


    　タクトはヘリポートを見回す。昇降口が確認できた。


    　そこに歩いていく途中に立ちくらみが襲おそう。ぐらついたもののタクトは立ち止まり、耐えながらため息を吐ついた。


    「……さすがに危なかった、かな」


    　呟つぶやきながら掌てのひらの開閉を繰り返す。


    　タクトの考えついた作戦は、まず自分たちに有利な戦場に敵を誘おびき寄せることが一つ。


    　今頃はルナの手によって戦いは終結しているだろう。


    　もう一つは敵の本拠地を探るためわざと捕獲されること。事前に異界門顕現マグヌス・オプスの情報が入ったデータを隠しておけば、連中は必ずタクトかルナを捕らえようとする。


    　しかしわざと捕まったようにすれば相手に狙ねらいを見抜かれる。


    　その点でタクトは捕縛される役に適任だった。


    　敵を油断させるためには演技ではなく、本当に致命傷を受けて倒れればいい。


    　ルナではその状態から回復するなど不可能だがタクトには治ち癒ゆがある。


    　そして作戦は成功した。タクトは敵の懐ふところに潜り込むことができたのだ。


    「でも、急がないと」


    　タクトは屋上を進み昇降口のドアを開き内部に入る。エレベーターがあったが誰かと鉢はち合あわせることを気にして非常階段を使った。


    　階段を慎重に下りていくタクトだが、ふと妙な点が気にかかった。


    　各階にある防火扉の向こうにはフロアがあるはずだ。しかしなんの気配も感じられない。


    　タクトは思い切って近くにあった防火扉を触ってみた。やはり妙なことに施せ錠じようはされておらず簡単に開けられる。


    　そして、防火扉の向こうの光景にタクトは絶句した。


    「なん、だこれ……」


    　フロアにはびっしりと得体の知れない大型の機械が設置されていた。


    　隙すき間まもなく敷き詰められた機械はシリンダーなどの駆動部から薄く青白い発光を放っている。それらが暗いフロア全体を幻想的に照らし出していた。


    　しかも、そこには床がなく、大型の機械が階を越えて下まで続いているようだった。


    　唖あ然ぜんとしていたタクトは我に返り、すぐに下のフロアへと向かった。


    　一階下のフロアでもやはり防火扉は簡単に開き、同じような光景が広がっていた。


    　唾つばを飲み込むタクトはさらに下へと下りていく。


    「どこまで続いてるんだ……」


    　まさかビル全体を打ち抜いているのか。


    　ビル一棟分の中身をまるごと何かの装置に置き換えている。そのスケールの大きさと異様さに空恐ろしくなったとき。


    　天井から声が響いた。


    



    『よく来たな御み厨くりやタクト』


    



    　静寂の中にいたタクトは心臓が止まるかと思うほど驚き、即座に構えを取る。


    『安心しろ。そこには何もいない』


    　タクトは目を凝らして天井を確認した。挙動を言い当てたということは監視カメラが作動しているということか。


    『ここはいわゆるダミー会社というものだ。俺たち以外には誰もいない』


    　タクトはふとそこで誰かの声に似ていると思った。だがスピーカー越しの声は若干のノイズが混じっていて判別できない。


    『さて、ここに侵入したことは褒ほめてやろう。褒ほう美びとして俺の姿を見せてやる』


    　背後で電子音が鳴った。タクトが振り返るとフロア前のエレベーターが到着して扉を開けていた。


    『乗れば自動で着くようになっている。拒否しても構わんが、素直に聞き入れたほうがいいこともある。俺の気分が変わらないうちはな』


    　揶や揄ゆするような口調にタクトは口を引き結ぶ。


    　罠わなだ、と理性が注意していたが、彼はエレベーターへと向かった。


    　莉り緒おがいるとすれば、ここ以外にはないだろう。助けるために向かわなければいけない。


    　そうしてタクトがエレベーターに乗ると扉は閉まり勝手に動き始めた。


    　現在の位置は三十四階だったがエレベーターは下へと下りている。


    　その表示が十六階から十五階に変わる瞬間、パネルの光が唐突に消えた。


    　そしてエレベーターも停止してドアが開く。


    　訝いぶかしむタクトの前には廊下が広がっていた。狭い通路で暗くら闇やみに塗りつぶされている。壁に設置されたほんの小さな明かりだけが頼りだ。


    　息を呑のみつつ、タクトは一歩前に踏み出した。


    　硬い床を歩く自分の靴くつ音おとが廊下に響く。その通路は延々と続くかのように思えたが、突如として開けた場所に出る。


    　タクトの視界に、ある男の顔が写った。
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    　タクトがエレベーターに乗っている最さ中なか、男は静寂の中で目を閉じていた。


    　玉座に座る男の頭には、昔の光景が展開している。


    　はるか過去、男と仲間は自分たちの世界とは異なる場所へと転位した。


    　それが全ての始まりだった。


    　現地の人間は異能を持つ彼らと、彼らの所持していた人に融合し異能を授ける石のことを、神が授けし奇跡だと崇あがめた。その時代の民衆は自分たちが住む星の法則や物質についての知識に乏しく、全ての事象は神という巨大な存在の関与があると信じて疑わなかった。


    　だから彼らは、純粋に事象を学ぼうとする一部の人間に知識を与え、技術水準の向上に貢献した。


    　石の力を与え、見返りにその世界での安全と生活が保証された。


    　しかし当時の人間にはあまりにも強大な力は、あまりにも魅力的だったのだろう。


    　石の力を求め欲に駆られる人間が続出した。挙あげ句くの果てに戦争まで引き起こしている。


    　同胞はその事態を嘆き現地の人間に関わることをやめようとした。


    　だが男だけは違った。


    　その世界に転位したことを天啓だと考えた。


    　人が石を元に争いを起こすのであれば、より高位な存在である自分たちが彼らを導き統治すべきと仲間に進言する。それが運命であり、現地の人間も望んでいると信じていた。


    　だがそう考えるのは男だけだった。


    　同胞は元の世界に帰還する術だけを追い求め、民衆が石を利用しないよう隔離した。それが原因で現地の人間の怒りを買い、神の使いと崇あがめられた彼らは迫害され土地を追われた。


    　放浪生活が始まる中で彼の考えは強固なものに変わっていく。様々な国を見ることで自分の真の役割というものを感じた。


    　そして男は世界に残り、全ての民衆のために絶対的な存在となることを決意する。


    　やがて帰還方法が確立されたとき、男は反旗を翻ひるがえした。


    　しかし結果として男は同胞に仕留められ目もく論ろ見みは失敗に終わる。


    　そして彼以外の同胞は元の世界へと帰還していった。


    　だが男は生きていた。半死半生だったが生きながらえたのだ。


    　それからどれほどの年月が経っただろう。あのときの肉体は朽くち果て魂だけがこの世界に存在している。とても安定しているとはいえず自由など皆無に等しい。


    　だが、そんな窮きゆう屈くつな思いももうすぐ終わる。


    　男は肩を揺らして笑った。失われた肉体の復活どころか、あのとき以上の力を得るまでに至っている。


    　同胞たちの必死の抵抗など無駄だったわけだ。


    　そして男はゆっくりと目を開ける。


    　玉座から見える光景の中に一人の少年が映っている。


    　困惑を浮かべる少年を見て男は慈いつくしむような目をした。


    　同胞たちが生み出した儕ともがらの末まつ裔えいがのこのこ現れたのだ。しかも神に至る最後の材料まで少年の手の内にあるという。ここまで届けてくれたわけだ。こんなに愉快なことはない。


    　何もかもが全て運命。確信を持って男は立ち上がる。
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    　そこは広大な空間だった。天井はかなり高くアーチ状に設計されている。広々とした空間の左右には白い柱が何本も立っていた。さらに中央部には長なが椅い子すが幾つも設置されている。


    　まるで教会のような場所だった。ビルの中に教会があるというだけでも異質なのだが、さらにタクトの目を釘付けにするものがあった。


    　並べられた長椅子のそのさらに奥。教会であれば祭壇のある場所に玉座がある。


    　そこに武たけ臣おみが座っていた。


    　目は閉じられなぜか祭さい司しのような服装を身に纏まとっている。


    　気を失っているのだろうか、と声をかけようとしたとき。


    　タクトの視界にあるものが飛び込んできて、彼は目を大きく見開いた。


    　玉座の後ろには巨大なガラス球があった。


    　ガラス球周辺には何らかの装置が密集してパイプやコードなどが繋つながっている。


    　そしてガラス球の中に見知った少女がいた。


    「莉り緒お……！」


    　紛まぎれもなく雪ゆき城しろ莉緒だった。


    　ボロボロの姿で両手を鎖くさりに繋がれている。


    　目を閉じたままピクリともしない。


    　様々な感情が怒ど濤とうのように押し寄せ、タクトは即座に駆け出した。


    　だがその瞬間、玉座に座っていた武たけ臣おみに異変が生じる。


    　彼は目をつむったままくぐもった笑い声を上げた。


    　タクトは思わず立ち止まり武臣を注視する。


    「武臣さん……？」


    　呼びかけると、武臣がゆっくりと瞼まぶたを開ける。


    　その青みがかった瞳ひとみはさらに青い群ぐん青よう色に変化している。


    　そして武臣は立ち上がると、彼を見下ろして言った。


    「はじめましてだな。御み厨くりやタクト」


    　言葉の意味が理解できずタクトは眉まゆをひそめた。


    　初対面であるはずもない。しかし同時に奇妙な感覚があった。


    　目の前の男は犀さい星せい武臣その人だ。それでも、そこにいるのが別人のように思えた。


    「なんだその呆ほうけた面は。そんな醜しゆう態たいを見せるために俺のもとに来たわけではあるまい」


    　声も確かに武臣のものだ。しかし理論的で紳士だった武臣のものとは違い、言葉遣いが荒々しく感情を隠そうともしていない。


    　今まで持っていた彼の人物像からかけ離れた様子に、タクトは嫌な胸騒ぎを覚えた。


    「何を……言ってるんだ、武臣さん」


    「武臣？」
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    　鼻を鳴らし武たけ臣おみは髪を撫なでる。


    「確かに俺は今、犀さい星せい武臣という人間だ……それは間違いないな」


    　何が面白いのか武臣は肩を揺らして笑う。


    「一体、何なんですか……貴方あなたは武臣さんなのでしょう？」


    　その問いかけに武臣は答えなかった。


    「お前がここに来た目的はあのゼラの小娘を帰還させるためか」


    　今度こそタクトは驚きよう愕がくで目を見開いた。


    「それともあそこにいる雪ゆき城しろ莉り緒おを救うためか」


    　武臣が振り返りガラス球を見る。その目はぐったりとした莉緒に注がれるも、まるで路ろ傍ぼうの石でも眺めるような無機質なものだった。


    「あるいは昏こん睡すいする妹とやらを目覚めさせるためか……その全部か。くっくく、忙しいことだな。そんなもののために右う往おう左さ往おうして楽しいか？　御み厨くりやタクト。自分が馬鹿げたことをしているとは思わないのか」


    　問いかけにタクトは反応できない。武臣の変へん貌ぼうぶりが困惑に拍車をかける。


    　だがその間に、彼の中にある種の実感が芽生えていた。


    「……あんたは、武臣さんじゃない、のか」


    　タクトは笑みを浮かべる武臣を見据え問う。


    「武臣さんじゃない……なら、一体何者なんだ」


    「知ったところで意味のないことだ。これから死ぬお前にはな」


    　武臣が手を掲げる。その腕だけでなく、武臣の全身に青い燐りん光こうが纏まとわりついていた。


    　それは能力発動の反応。だが、彼が今まで見てきた適応者の様子とは異なっていた。


    　青い燐光は粒子の密度を増してより濃い群ぐん青じよう色へと変へん貌ぼうする。


    　それが武臣の臀でん部ぶ辺りに集積しはじめた。


    　最初はただ粒子が集まっているようだった。


    　だがタクトの目には段々とそれがある形に見えてきた。


    　それは尻しつ尾ぽ。トカゲに似たような細長い粒子状の尻尾が臀でん部ぶから伸びている。


    「お前は俺の計画の邪魔をした。本来なら魂の髄ずいまで苦しめてやるところだが、秘術異界門顕現マグヌス・オプスの探索には役立った。だからさっさとデータを渡せば楽に殺してやる」


    　ぞっとする声こわ音ねで告げる武臣の頭部に、やはり粒子が密集する。


    　頭部の粒子はこめかみ部分に円錐の形状を作った。まるで角のようだ。


    「で？　異界門顕現マグヌス・オプスの情報をどこに隠した」


    　愕がく然ぜんとするタクトだったが、冷静な思考は残っている。


    　何も返答などせず構えを取った。それが武臣から溢あふれ出る殺気への答えだ。


    　そして、自身の内側から最大限の警戒が発せられているのもタクトは自覚していた。


    　ルナとの契ちぎりのたびにどこか懐かしさを思い出すのとは反対に、トラウマを目の前にしているような拒否感がある。


    「まぁそうするだろうな。しかしそれでこそ実験のしがいもある」


    「実験……？」


    「俺の能力はあまりに大おお仰ぎようでな。手加減というものを覚えたいんだよ。たとえばお前の手足だけをもぎ取るやり方、とかな。胴体と頭だけ残っていれば在あり処かを話すには支障あるまい？」


    　タクトの背筋に怖おぞ気けが走った瞬間、群ぐん青じようの粒子が更に煌きらめく。


    　武たけ臣おみの掲げた腕から嵐のような衝撃が放たれた。タクトと武臣の間にあった長なが椅い子すが衝撃波と共に次々に粉々となってタクトに向かう。


    　破片を巻き込む暴風に巻き込まれ、タクトの腕に破片が容赦なく突き刺さる。


    「ぐっ！」


    　痛みに顔をしかめながらも治ち癒ゆを開始。強化された身体能力で暴風圏内から飛び出す。


    　すると破片の群れが一瞬にして微粒子となって空中に舞った。まるで砂さ塵じんのようだ。


    「よく逃げた。とはいえ、今のがお前を狙ねらってのことでないことはわかるな」


    　武臣は獲物を前にした猛獣の笑みで告げる。


    　タクトは床に積もる粉ふん塵じんを見て喉のどを鳴らす。群青の粒子に真正面から衝突していれば、末路はあんな姿だというのか。


    「次はお前自身に向ける……さぁ、お前はどこまで耐えられるかな」


    　タクトの頬ほおを冷や汗が流れた。


    　教会内では逃げられる範囲も決まっている。どこまで回避し続けられるかわからない。


    「くそ……！」


    　タクトは腰を落とす。せめて策が成功するまでは生き延びなければいけない。


    　武臣は手をかざし群青の粒子を放出しようとしていた。


    （だったらイチかバチか！）


    　タクトは右手に赤い燐りん光こうを纏まとう。


    　能力の原理はわかっていないものの、自分の治癒に反転効果が作用するのであれば武臣の力に対しても影響を及ぼすかもしれない。


    　そうして咄とつ嗟さの対策に賭かけようとした瞬間。


    　耳をつんざく音と共に天井が爆発した。天井には大穴があき周辺に炎が周辺に渦巻いている。


    　そして破片とともに人影が下りてきた。


    　タクトは待ち人の名前を呼ぶ。


    「ルナ！」


    　ルナはタクトの前に着地し彼の体を確認した。


    「無事のようぢゃな」


    　安あん堵どした様子の彼女の手には羅ら針しん盤ばんが握られている。


    　タクトと武たけ臣おみの能力発動を感知して居場所を示し、それに従いルナが追いかけてきたのだ。


    「ぢゃが……これはどういうことかのう」


    　ルナは眉まゆ根ねを寄せ、群ぐん青じようの粒子を纏まとう武臣を見据える。


    「なんだ揃そろったのか。ようこそゼラの番人」


    　武臣は特に焦あせった様子もなく腰に手を当てて二人を見つめる。


    　そこでピクリ、とルナの耳が動き表情がさらに険しくなった。


    「妾わらわにも言葉が理解できるということはゼラ語……ぢゃな」


    「なんだって？」


    　タクトは武臣を凝視する。儕ともがらであるタクトは脳内でゼラ語を強制的に翻訳してしまうため、そうだとは気づかなかった。


    　だが驚きと同時に、タクトの中で妙な理解も芽め生ばえた。


    　武臣の臀でん部ぶにある尻尾のような粒子と、額にある角のような粒子。それらの形状は彼の隣に佇たたずむルナの身体的特徴に近い気がした。加えて白しろ装しよう束ぞくが発したザイオン、という言葉。


    　それらから導き出される結論は一つしかない。


    「……あり得ない、という想像ほど現実になるものぢゃな」


    　ルナは呟つぶやき、そして武臣に向かって指を突きつけた。


    「ゼラ人を崇拝する組織……貴様がその長おさであるなら、答えは一つ。抽象的な神としてではなく、現実に生きる存在に対して兵どもは付き従っている」


    　そしてルナはその名を口にする。


    「お主ぬしの正体はザイオン・ジ・ラズ・ヴォルツォルド。そうぢゃな」


    　その名の持ち主は六百年前に死亡したと思われているゼラ人。


    　常識的に考えれば、そんな人間が現代に生きているはずはない。


    　だが、武臣は笑みを深める。


    　それが何よりの答えであった。

  


  
    



    　第四章　たった一つの願い


    



    　莉り緒おの意識は暗くら闇やみの中に埋もれていた。しかし彼女の周囲の喧けん噪そうに刺激され、その意識が表層へ浮かび上がる。莉緒は薄うっすらと瞼まぶたを開けようとして、激痛に顔を歪ゆがめた。


    　全身を刻まれた莉緒の体は治ち癒ゆなどされていない。


    　傷口は空気にさらされてズキズキと疼うずき、熱を持っていた。


    　ようやく目を開けきると視界がぼやけていた。それは目の影響ではなく、自みずからがいる場所の異変を示している。


    「こ、れは……！」


    　莉緒は自分が半透明の巨大な容器の中にいることに気づく。しかも両腕が鎖くさりで繋つながれ逃げられないようになっていた。


    「わたしは……」


    　記憶を呼び覚ます。確か白しろ装しよう束ぞくたちと戦闘中、何者かの攻撃で意識を失った。


    　それから先の記憶はなく、あれからどうなったかわからない。


    （タクト君、ルナさんは……！）


    　彼らはどうなったのか。それに拘束されていた武たけ臣おみや間ま宮みやたちの安否が気になる。


    「どういう理屈かはわからんが、その肉体は武臣という男のものぢゃな。しかし、精神はザイオンのものに塗り替えられておる。まるで取り憑つかれているようぢゃ」


    　聞き覚えのある声に、莉緒はハッとした。顔を上げるとぼやけた視界の中に誰かの姿が映る。


    　タクトと、ルナだ。


    　彼らは何者かと睨にらみ合っている。顔が確認できないが敵だろう。


    　莉緒にはここがどこかも、二人がそこにいる理由もわからない。はっきりしているのは莉緒自身が敵によって拘束されていること。


    　そして二人は捕われている莉緒に接近したいようにも見えた。そこで莉緒は、もしかすると彼らの目的の一つは、自分の救出のためなのかと考えた。


    　なぜ、という疑問が湧わいた。タクトにとって自分はどうでもいい人間ではなかったのか。


    　捕まったことなど放置して逃げていればいいものを。


    　だが理性ではそう考えても、莉緒は胸の内から湧き上がる衝動と共に涙しそうになった。


    　理屈では何と取り繕つくろったとしても、嬉しさがこみ上げてくる。


    「答えよザイオン。なぜ六百年もの月日を超えてこの世界に顕けん現げんしたのかを」


    　ルナの問いかけにザイオンと呼ばれた人間は鼻を鳴らす。


    　そのとき莉緒の目にその男の顔が映り、彼女は息を呑のんだ。


    　男は、犀さい星せい武臣だった。


    　衝撃の中で彼女は気づく。その顔つきは以前送迎されたときに見たような、別人のように思える荒々しいものだった。


    　いや、ザイオンと呼ばれた男の雰囲気はあのときよりもさらに普段の彼から乖かい離りしている。


    　しかも体に群ぐん青じようの粒子が纏まとわりつき、尻しつ尾ぽや角のようなものを形成しているではないか。


    　何が起こっているか把握できないものの、二人は武たけ臣おみを敵とみなしている様子だ。


    　つまり武臣、いやザイオンと呼ばれている男が莉り緒おをこの場に拘束したことになる。


    （なぜ……武臣さんが、そんなことを？）


    　だが、理由はわからないまでも莉緒の中で警戒心は跳ね上がっていた。


    　そのとき室内に複数の足音が響いた。幾人もの白しろ装しよう束ぞくが姿を現しタクトとルナに向けて銃や剣の刃先を向ける。


    「ザイオン様。此こ奴やつらは我われ々われが処分いたします」


    「貴方あなた様のお力を使われるまでもない。どうかお引きください」


    「その通りです。貴方様はこれからの世に必要な存在なのです」


    　口々に放たれる台詞せりふは敬愛や尊敬の念がありありと込められていた。反対にタクトらに向けられる敵てき愾がい心しんは並々ならぬものになっている。


    　広い空間の左右に揃そろった白装束の数はおおよそ五十人ほどもいた。


    　タクトたちが警戒して構える前で、ザイオンは辟へき易えきしたようにため息を吐ついた。


    「なぜ勝手に入ってきている。控えていろと命じたはずだ」


    「何をおっしゃいます！　此奴らは貴方様のお命を危険にさらす敵です！」


    「奴らは純然たる妨害者！　我々の計画の妨げになります！」


    「同胞のためにも我々の手で裁きを！」


    　殺意の怒号が放出され莉緒が閉じ込められているガラス球まで揺れる。


    「黙れ」


    　ザイオンが告げた瞬間、ピタリと騒ぎが止まった。決して大きく声を張ったわけではない。その威圧感と背筋を撫なでる悪寒が有無をいわさず口を閉ざさせた。


    「貴様たちの手を借りねば俺が死ぬと言うのか？　面白い冗談だ」


    「し、しかし御身はまだ憑より代しろからは離れられず……！」


    　白装束の一人が口走ったあと、ハッとしたように自みずからの口を手で塞ふさぐ。


    　ザイオンの目がその人間に向かった。無機質で何の感情も持たない目つきのまま、軽く手を掲げる。


    　群青の光が迸ほとばしった。粒子の渦が白装束に一気に絡みつく。


    「あああがあああ！」


    　それはまるで小さな虫の集団に襲われているような絵面だった。群青の粒一つ一つが白装束の繊せん維い質しつを崩壊させていく。さらにその内側にある表皮も筋繊維も、内臓までもが貪むさぼられるように分解されていく。


    　一瞬後には人間であったものの残ざん骸がいが床に散らばっていた。


    　その光景を目の当たりにして莉り緒おは血の気が引いた。


    　タクトとルナも驚きよう愕がくしている。


    「いや、すまんな。こいつらは俺の信奉者とでもいうのか。あまり気にするな」


    　何でもなかったかのようにザイオンが言う。


    　それに仲間が一人殺されてもまったく動じない白しろ装しよう束ぞくたちが不気味でならなかった。


    「……古文書によれば確かザイオンは、分解能力者ぢゃったな」


    　莉緒はルナの声を受けて先ほどの光景を思い返す。


    「分解」というのは、あらゆる化学結合を切断し物質を崩壊させる原理なのだろう。


    　だがあの群ぐん青じようの粒子の放出もその威力も、とても今まで見てきた適応者の比ではない。


    「しかし、その威力はゼラで見たことのあるものと比べても桁けた違いぢゃ。それもお主ぬしが生きながらえていたことと関係あるのか」


    　ルナも莉緒と同じ感想を抱いだいていたようだ。


    　そして彼女はザイオンの返答を待つことなく続ける。


    「……考えてみれば番人の仕組みには不可解な点が多かった。番人がこの世界に留まることを防ぐため、現地人に影響を与えないための措置であるといわれるが、あまりにも逸脱しておる」


    　話題が変わったことに莉緒は訝いぶかしむも、ザイオンに止める気配はない。


    「妾わらわは思い至った。これらの念入りな足あし枷かせは、以前この世界に留まろうとした輩やからがいたせいではないか、と。その前例から、番人が自由に行動することを危き惧ぐして制限が設けられた……そして古文書からその結末を抜かれたザイオン。それは祖先たちによって情報を抹消すべき人間ぢゃった。つまりお主こそがこの世界に留まった反逆者なのではないか」


    　推論を語り終えたとき、ザイオンがゆっくりと手を上げて拍手を送った。


    「なるほど。あの小こ賢ざかしいハウローンの末まつ裔えいだけあって少しは頭が回るようだな」


    　ふふ、とザイオンは小さく笑う。それはまるで思い出し笑いのようでもあった。


    「そういう喋しやべりも似ている。奴とは最後まで相あい容いれなかったが、一応はこの世界に迷い込んだ同胞だ。さすがに懐かしくなる」


    「では、やはりお主が……それで異界門顕現マグヌス・オプスを発動させようというのは、故郷への帰還を考えてのことか」


    「何を言っているのだお前は」


    　ザイオンは小馬鹿にしたように嘲ちよう笑しようした。


    「今更ゼラ・ハイヴなど、どうでもいい。ただ異界門顕現マグヌス・オプスがどうしても必要だった。それだけだ」


    　真意が測りきれずルナが眉まゆをひそめる。


    「……あんたは計画を邪魔したって、言ってたよな」


    　そこでタクトが割り込む。


    　莉り緒おは半透明の壁に近づいて、彼の顔をもっとよく確認しようとした。


    　その全身はかなり痛々しいことになっている。とてもではないが万全な状態ではない。


    　莉緒の不安もよそに、彼は怯ひるむことなく一歩踏み出した。


    「武たけ臣おみさんと会ったのはここ最近だ。さっきまで何を邪魔したのかさっぱりわからなかったけど、もっと遡さかのぼって争奪戦とか、異世界の扉についてを指してるんじゃないのか」


    　莉緒はハッとした。


    　思い出すのは異世界の扉を安定化させていた装置がひとりでに爆破した光景。


    「あんたは異世界の扉を使って何か企たくらんでいる。いや……もう何かしてたんじゃないのか？　それを一か月前の俺とルナが邪魔したんだ」


    「ほう……報告にあった人物像より多少は面白いようだな」


    　ザイオンはゆっくりと歩きだした。タクトとルナは即座に警戒するも、ザイオンは攻撃の意思を見せない。


    　それどころか自みずからの体を舐なめるように見回している。


    「他人の体に居座るのももう何度目か知らんが、あくまで借り物でな。不便なんだよ。こうやって表に出ていられる時間も限られる。この武臣とかいう男の美び貌ぼうは気に入っているがな」


    　嘯うそぶくザイオンは栗色の髪の先端を指で弄もてあそぶ。


    「失った肉体のほうがはるかに馴な染じむだろう。そしてクローン技術で肉体復活の目め処どは立った。だが長い年月により我が魂の座に宿るジオ・グラムの力は衰えきっていた。これでは肉体を復元しても意味がない。そこで俺はジオ・グラムの力を復活させることにした。異界門顕現マグヌス・オプスにより歪ゆがめられた時空の壁から膨大なエネルギーを引き寄せることでな」


    「なに？」


    　ルナが反応する。理解できない、という顔つきだった。


    「異界門顕現マグヌス・オプスの発動がなぜジオ・グラムの力の復活に繋つながるのぢゃ。そんなことは伝承にも記されてはおらぬ」


    「当たり前だ。これは俺が数百年をかけて研究した結果なのだからな。それに人が気持ちよく喋しやべってるときに水を差すものじゃないぞ小娘」


    　ルナが苛いら立だたしげに舌打ちするとザイオンは肩を揺らして笑う。


    「二年前、六ろく条じようという男により異界門顕現マグヌス・オプスの発動は成された。奴は犀さい星せい財閥を金づるとして利用していたようだが、むしろ俺のジオ・グラム復活のために貢献していたことになる。奴が扉を安定化させていた場所は常に空間が歪められた状態でな、そのエネルギーを存分に吸い取らせてもらったよ」


    　つまりザイオンは犀星財閥を通して六条に援助しつつ、漁ぎよ夫ふの利を得ていたということだ。


    「失策は儕ともがらと番人への対策をあの六ろく条じようという愚ぐ図ずに任せてしまったことだな。ヘテログリフ造反を察知し米国から引き返した段階では遅かった……おかげで自爆装置など使うことになってしまってな。アガスティア内部に潜り込ませていたこいつらも、ヘテログリフとの交戦にかまけて止めるまでには至らなかったようだ。まったく使えんものだ」


    　ザイオンがチラリと振り返る。冷たい眼光を向けられた白しろ装しよう束ぞくたちは震ふるえて萎い縮しゆくした。


    「で、ではあの爆発は……貴様のせいなのか、ザイオン」


    　ルナが目を剥むいた。その赤い瞳ひとみは憎悪の光を宿す。


    　彼女にしてみれば、帰還を妨害したその張本人が目の前にいるのだ。


    「異界門顕現マグヌス・オプスの発動がお主ぬしの狙ねらいなのぢゃろうが。なぜ消滅させた……！」


    「貴様らの手中に渡れば扉は消されてしまうだろう？　それにお前が帰還できないとなれば、儕が異界門顕現マグヌス・オプスの情報を持ち出し協力することはわかっていた。なにせ番人はこの俺が原因で、地球に留まれば消滅する呪のろいをかけられているようだからな」


    　傷を抉えぐるような口調でザイオンが笑う。


    「消、滅……？」


    　ガラス球の中で莉り緒おは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    　つまりルナは、帰還できなければ死ぬ、ということなのか。


    　瞬間、莉緒の中で全てのことが繋つながった。冷水を浴びせられたように身み震ぶるいする。


    　タクトは儕だ。ルナの命の期限に関して知らないはずがない。


    　彼があそこまで組織参加を迷っていた理由は、そこにあったのだ。


    　組織に入ればルナとは離れることになる。犀さい星せい財閥の監視の中では帰還手法を探すことは困難で、ルナ一人だけで達成できる可能性も低い。


    　自分がいない間に彼女の命が尽きるかもしれないという不安があるからこそ、タクトは結ゆ月づきのことと天てん秤びんにかけても悩んでいたのだ。


    　だが、そんなこととは知らず莉緒は二人を引き離そうとしていた。あまつさえルナに待機していればいいとさえ言った。そうなれば彼女の命は期限を過ぎて失われていたかもしれない。


    　ルナが潜伏先で、絶望の表情を浮かべながら消滅していく。そんな光景が過よぎり、莉緒は顔を青ざめさせた。


    　何より、莉緒はタクトの行動を身勝手だと糾弾した。耳を貸そうともしない彼に苛いら立だち、勝手に父親の姿と重ねて彼が間違っているのだと決めつけていた。


    　その感情を武たけ臣おみに、いやザイオンに利用されていた。


    　儕とはいえタクトが異界門顕現マグヌス・オプスの術を持っているかはわからない。


    　彼を組織に引き入れる本当の目的は彼の動向を把握するためだろう。そして莉緒には彼が情報を持っていた場合に、それを奪い犀星財閥に持ってくるための駒の役割を押しつけた。


    　事実として莉緒は、研究所で彼の足止めにも一役買ってしまっていた。


    「うう……！」


    　莉り緒おは鎖くさりに繋つながれたままの手を激しく動かす。


    　すぐにでも彼のもとに行きたい。だが手首に食い込む鎖によって血が滲にじむだけで脱出することはできない。


    「タクト君……私は……！」


    　声を振り絞り叫ぶ。


    　彼は一体どんな気持ちでルナの死に向き合っていたのだろう。辛つらくて苦しくて、それでも誰にも頼らなかった。


    　莉緒に隠していたことも何らかの理由があるのだろうが、全て一人で背負っていたのだ。


    　彼は理想論とも思える道でも何とか進もうと必死にもがいてこの場に立っている。


    　声を届けたいと暴れる莉緒は、ルナが炎を生み出したのを視界に捉えた。


    「つまりぢゃ……もう一度異界門顕現マグヌス・オプスが必要ということは、お主ぬしのジオ・グラムはまだ不完全ということぢゃな？」


    「ご明察。八割程度といったところだな」


    　ザイオンが手を振る。長なが椅い子すが群ぐん青じようの粒子により塵ちりの山に変えられた。


    「俺は完璧主義なんだ。完全になるまでいかんと気がすまんのだよ」


    「随分と自分勝手な男ぢゃな……しかも六ろく条じようを利用し手下を動かすだけで貴様は悠ゆう々ゆう自じ適てきにジオ・グラムの回復を待つ。まるで王のようぢゃ」


    「王？　違うな。俺は神だ。技術は発達したとはいえ相変わらずこの世界の人間は我らゼラ人より劣っている。この俺が神として導いてやらねばいかん」


    　おおおお、と白しろ装しよう束ぞくたちから歓声が上がる。


    「……神なら、何をしてもいいのか」


    　タクトがザイオンを睨にらみつける。ザイオンは彼の間合いの外で立ち止まった。


    「今度も俺やルナを使って思い通りになったつもりだろうけど……誰がそんなことさせるか。莉緒も返してもらう」


    「ああ、あの女か？　若くて健康体な雌めすの適応者で貴重だったんでな。万が一、クローンが駄目だったとき憑より代しろの代わりを産ませないといけない」


    　莉緒の全身がゾワリと泡立った。


    　既に武たけ臣おみに起こっている異変の正体には感づいている。理屈はわからないが武臣の体をザイオンという人間が乗っ取っているのだろう。


    　そしてザイオンは莉緒に子を産ませ、武臣と同じようにその子の肉体を乗っ取るつもりだ。


    　おぞましい考えに吐き気がしてくる。


    「ザイオン……！」


    　タクトが激げつ高こうするとザイオンは肩をすくめ手を掲げた。


    「必要な女なら取り返してみろ。それができるならな」


    「その腐った性しよう根ね、我わが祖先ハウローンの代わりに叩たたき潰つぶしてやるわ！」


    　炎が放たれる。紅ぐ蓮れんの大蛇は目の前にいるザイオンへと一直線に向かう。


    　ザイオンは余裕の表情で掌てのひらを掲げた。群ぐん青じようの光が迸ほとばしり炎がザイオンの手に衝突する。


    　次の瞬間、炎が消失した。より具体的には炎の分子運動が根こそぎ崩壊させられ空間中に散らされたのだ。


    　舌打ちしたルナは掌を合わせる。


    「ならばこれはどうぢゃ」


    　眩まばゆい光とともにプラズマ球が発生する。それがザイオンめがけて空を疾走した。


    　ザイオンはまたも手を掲げ群青の光を放出させる。高エネルギーを包括するプラズマ球がザイオンに衝突する寸前、群青の光がプラズマ球を包む。


    　そして炎のときと同じように消え失せた。


    　その様子にルナすらも愕がく然ぜんとなった。


    「なっ……何でも消し飛ばすっていうのか」


    　タクトは動揺を押し殺せない。


    　一番攻撃力の高いルナの能力が通用しないという事態は、否いや応おうなく危機感を煽あおった。


    「……個別では無理ということか」


    　ルナが呟つぶやきタクトに目線を送る。タクトは頷うなずき走りだした。


    　ルナがプラズマ球を五発生み出し振り放つ。


    「どちらにしたところで」


    　ザイオンが片手を上げて群青の粒子を放出。


    　プラズマ球五発は群青の波に刈り取られて即座に消滅させられる。


    　そのザイオンの左側からタクトが接近していた。


    　右手に緑色の燐りん光こう、左手に赤色の燐光を纏まとう。破壊の一撃で仕留めるつもりだ。


    　そこへザイオンがもう片方の手を向ける。放出される群青の粒子。タクトめがけて一気に襲いかかる。だが彼はその攻撃を予測していたため咄とつ嗟さに飛び退じさって回避した。


    　同時にザイオンの反対の手が天高く掲げられる。


    　放出された群青の粒子はまっすぐ天井まで登る途中で炎の群れに衝突する。


    　跳躍していたルナが放った炎は、群青の粒子が侵食するように端から消し飛ばされていく。そして一秒足らずでルナのもとに襲いかかった。


    　ルナは壁を蹴けって別の方向へと逃げる。群青の光は天井へ衝突するとその構造物質を分解し粉々に崩壊させていた。


    「無駄だよ、無駄」


    　失笑するザイオンが視線も動かさずに掌を自身の左側に向けた。


    　そこには莉り緒おの元へと一直線に向かうタクトがいる。


    「駄目！　逃げて！」


    　莉緒が叫ぶ。だが群ぐん青じようの粒子はタクトに真正面から衝突した。


    　最悪の結果に莉緒は顔を青ざめさせる。


    　だが、異変が生じていた。


    　まるで壁にぶち当たったように群青の粒子が四方に広がる。


    　接触面では青い光が急速に消えていた。そこに混じるのは赤い燐りん光こう。両手に反転能力を発生させたタクトが、粒子の濁流を防いで立っていた。


    　タクトの無事に莉緒はへたり込む。なぜ防げたのかは一瞬後にわかった。


    　彼は治ち癒ゆの能力を反転させて破壊の力に変換できる。


    　ならばザイオンの分解の力にも影響を及ぼすのではないか。


    　つまり分解ではなく「結合」という力に変化させてしまう。おそらく空気中の成分間で化学変化を誘発しつつ、タクトには影響しないまま群青の光は消えていったのだろう。


    　その様子にザイオンが面白そうに目を大きくした。


    「ほう、反転だな。その能力はかなり貴重な部類だ。こんなところでお目にかかれるとは数奇なものだな」


    　ザイオンが喋しやべっている間にルナが背後から接近する。至近距離からプラズマ球を撃ち込もうとしたものの、察知していたザイオンが背後を見もせずに群青の粒子を放った。


    　結果としてプラズマ球は消失。ルナは余波を受けないように回避した。


    　その隙すきに、タクトは反転で粒子を防ぎながら地面を蹴けって真横に飛ぶ。粒子の奔ほん流りゆうは彼の背後にあった長なが椅い子すを巻き込みながら壁に衝突し、コンクリートを抉えぐった。


    　ザイオンは第二波を撃とうとタクトめがけて掌てのひらを向ける。


    　同時に空中からルナがプラズマ球を放っていた。


    　眩まばゆい閃せん光こうと爆発が生じる。粉ふん塵じんと熱風が教会内に吹き荒れた。


    「ザイオン様！」


    　白しろ装しよう束ぞくたちが悲鳴を上げる。端はたから見てもその攻撃は直撃しているように見えた。


    「……これでも駄目か」


    　着地したルナが舌打ちすると煙が晴れていく。そこには群青の光に包まれたザイオンが傷ひとつつくことなく微笑を湛たたえて立っていた。


    　ザイオンが優しく手を払うとその体を囲んでいた粒子は消えていく。


    　信じられないことに、ザイオンは自分の能力を防御膜として変化させたのだ。


    「なんであんなことができる……！」


    　タクトの狼ろう狽ばいの声にザイオンが人差し指を上げた。


    「そういえば正しく伝えていなかった。ジオ・グラムの劣化は本当だが八割方というのは俺の考える理想的な能力値を基準にしている。この世界に転位したときの力などとっくに超えているということを早く言っておけばよかったな」


    　ザイオンが愉ゆ悦えつを滲にじませて笑うと、タクトとルナの顔は引き攣つった。


    　物質の結合強度に影響を受けない圧倒的な分解力。形態を自由に変化できる万能性。


    　神と自称する男の力は、まさしく彼らの常識を超えたものだった。


    「俺がわざわざお前たちに会ったのは、その苦労を労ねぎらうためだ。神は人間に平等でなければいかん。お前たちはよく異界門顕現マグヌス・オプスの情報を見つけてきた」


    　そしてザイオンの目が極寒の冷たさを宿す。


    「お前たちの役目は終わった。神の供く物もつとなってその生涯を閉じるがいい」


    　ザイオンが手を掲げる。その前にルナは走りだしていた。敵の目の前に炎を放つ。


    　それはザイオンを対象としておらず床や長なが椅い子すを燃やした。火は瞬またたく間に立ち上りザイオンの周囲を囲むことで視界を一瞬だけ隠す。


    　そして炎の輪の中に飛び出したのはタクトだった。


    　接近を予期していたザイオンは即座に掌てのひらを向ける。


    　群ぐん青じようの粒子が放出される。タクトは反転の力で群青の群れを受け止めた。


    　分解の影響が結合に変わり彼自身への影響はせき止められる。


    「何が神だ……！　そんなの誰が認めるかよ！」


    「認めるのではない。あるがままを受け入れるだけだ。俺が神である事実は変わらない」


    「あんたは偉そうにふんぞり返って！　誰かを苦しめてるだけじゃないか！」


    　ザイオンが力を込めると粒子の放出が増す。タクトは押される形で半歩下がる。


    　そこへルナが攻撃を仕掛けた。が、ザイオンが即座に周囲を粒子の膜で覆おおったため、炎は膜に衝突した段階で分解される。


    　一瞬だけザイオンの意識が別の方向へ向いた。そこでタクトは群青の粒子を弾きながら横っ飛びする。


    　そしてザイオンに急接近するタクトだが、ザイオンは素早く群青の粒子を放出した。


    　またも反転で受け止めタクトは足止めを食らった。


    　だが気を取られたせいか同時展開が難しいせいか、ザイオンの防御膜も薄まっている。


    　そのときある一定の条件が満たされた。空気の組成には窒素、酸素、二酸化炭素の他に微量成分が含まれている。水素も若干ながら含まれているがこの分子は容易に他の分子と混ざり合うことはない。


    　だが今、タクトが反転能力を用いて「分解」を「結合」能力に変化させている。


    　このことにより空気組成の中でも化学変化が起こり始め、酸素と水素が混合されて微量ながら酸水素ガスが生まれた。


    　この酸水素ガスは少しの熱源にも反応する。つまり彼らの周囲を燃やす炎の矛ほこ先さきが触れた瞬間に発熱反応が起こり、連鎖反応で爆発的な熱エネルギーを生み出す。


    　結果、二人の間で爆発が生じた。


    　予期していなかったタクトは衝撃を受けて後方に吹き飛ばされる。柱に背中から直撃してめり込み、血ち反へ吐どを吐きながら落下して地面に落ちた。


    「タクト！」


    「タクト君！」


    　莉り緒おとルナが同時に叫ぶ。ルナが彼のもとに駆け寄っているが、莉緒はフラスコの中から見ているしかできず歯は痒がゆかった。


    　タクトの体は熱により火傷やけどだらけで黒く焦こげている箇所もある。


    　だが彼は僅わずかに動く右手を動かしながら手を火傷のある箇所に置いていく。治ち癒ゆによって怪我は修復され閉ざされていた瞼まぶたを開けられるまでになった。


    　そのとき、タクトの目がガラス球の中の莉緒に向けられた。


    「莉緒……！」


    　莉緒が目覚めていることに気づいたタクトは、強引にでも体を起こそうとする。


    　しかしダメージが大きくふらつき、ルナに肩を借りていた。


    「タクト君……！」


    　莉緒は鎖くさりを振り乱した。彼を助けたい。ボロボロになって傷つく姿を見ていられない。


    「今、助けに行くから……」


    　安心させようとタクトが微笑を浮かべ頷うなずく。


    　莉緒は涙を浮かべ唇を噛かみ締める。


    　そして、自覚した。こんなにもタクトのことを大事に思っている自分の本心を。


    「そんな！　ザイオン様！」


    「どうかお立ちください！」


    　白しろ装しよう束ぞくたちの悲痛な声を浴びせられているザイオンは、玉座の前で仰向けに倒れていた。タクトと同じく爆発の衝撃を正面から食らい吹き飛ばされていたのだ。


    　しかしザイオンの体がピクリと動いたかと思うと、徐々にだが立ち上がっていく。


    　所々に火傷の跡はあるもののタクトほど重症ではなかった。薄いながらも防御膜があったおかげで威力を軽減できたのだ。


    「……痛い。痛い……」


    　手を開閉させながらふらつくザイオンは口の端はを吊り上げた。


    「六百年ぶりの痛みか……まさかこの俺に再び痛みを教えてくれるとはな。お前は面白い男だ、御み厨くりやタクト」


    　ザイオンが顔を上げる。その血走った目に、莉緒は恐怖を覚えた。


    「御厨タクト。ニコラ・フラメルの魂たましいを受け継ぎし儕ともがらよ。お前自身の魂の座に反転のジオ・グラムが備そなわったのは偶然か？　それともこの俺を仕留めるためのハウローンどもの呪のろいだとでもいうのか？」


    　幽鬼のようにふらつきながら歩くザイオンは瞬まばたきもせずタクトを凝視する。


    「だが、何であろうと俺に傷をつけるものは許さない。データなどあとでいくらでも探すだけだ……お前は殺す。もはやその顔を見るのも鬱うつ陶とうしいわ」


    　そこでルナが彼の前で盾たてとなって塞ふさがる。タクトはよろめきつつも赤い燐りん光こうを掌てのひらに纏まとう。


    「死ね」


    　ザイオンの表情から感情が消える。そして手が掲げられた。


    　二人はそれぞれに自分の役割を果たそうと身じろぎする。


    　だが一向に群ぐん青じようの粒子が放たれることはなかった。


    　どういうことだ、と彼らが訝いぶかしむ中で、ザイオンの顔色が変わった。


    「んがっ……ぐっ……！」


    　ザイオンが頭を押さえ苦しみの表情を浮かべていた。


    　酷ひどい頭痛に悩まされるように眉み間けんに深い皺しわを刻んで体をくの字に折っている。


    「な、なにが……？」


    　困惑する莉り緒おのすぐ近くでザイオンが膝ひざをついた。


    　その表情に莉緒は覚えがあった。車の中で武たけ臣おみが苦しんでいたときと同じだ。


    「貴様……！　こ、こんなところで……！」


    　口から涎よだれを垂らすザイオンの目の焦しよう点てんが合わなくなる。そして小刻みに震ふるえだすと一際大声を上げ始めた。周囲の白しろ装しよう束ぞくたちもどよめきを起こす。


    「おのれ……！」


    　その瞬間、まるで糸が切れたかのようにザイオンの頭がガクリと下がる。


    　そのまま無言となり動く気配は微み塵じんもなかった。


    　タクトとルナは逡しゆん巡じゆんした様子で動けないでいる。隙すきだらけだが、何かの前触れだとしたら下手に動くのは危険かもしれない。


    　そうして彼らが警戒していると、ザイオンが顔を上げた。


    「……どうした。攻撃しないのか」


    　その顔は感情がほとんど読めないような無表情に近いものだった。


    　ただし目つきは穏やかで口調も荒々しさが感じられない。


    　その様子に莉緒はハッとした。


    「ルナ……今のは」


    　タクトが聞くとルナは首を振る。


    　何を確認していたかはすぐ悟る。ゼラ語だったかどうかを確認したのだ。


    「武臣さん……なのか」


    「そうだ」


    　依然として膝ひざをつき、腕を投げ出したような姿勢のまま武たけ臣おみは真ま面じ目めな顔で答える。


    「どうして……ザイオンは、どうなったんですか」


    「私は奴の意識を強制的に切り替える手段を構築していた。君たちがザイオンにダメージを与えた隙すきに、切り替えたのだ」


    　話を聞きながら莉り緒おは、確かに武臣だ、と実感していた。その説明口調も誠実な雰ふん囲い気きも彼のもので間違いない。


    「じゃあ、ザイオンを封じ込められたんですか……！」


    　タクトの期待を込めた問いに武臣が口を開こうとする。


    　直後、その顔が激痛を受けたように歪ゆがんだ。


    「っ……ぐ……！」


    　苦く悶もんの表情になりながら手で顔を押さえる。その額ひたいには玉の汗が浮かび上がっていた。


    「……見ての通り、一時的なものだ。私の意識が持つのはあと数分が限度だろう。その前に」


    　武臣が顔から手を離す。そして酷薄な笑みを浮かべた。


    「私を殺してくれ」


    　タクトが目を見張る。動揺したのは白しろ装しよう束ぞくも同様だった。


    「な、何を言っているのだ武臣！」


    　白装束の一人が歩み出てくる。そして被かぶっていたフードを取った。そこから出てきたのは禿とく頭とうで五十歳後半ほどの男。その顔は困惑と焦あせりと憤りが混ざっている。


    「どういうつもりだ！　ザイオン様の憑より代しろとなった貴様が自殺行為など……！　犀さい星せい財閥の理念を忘れたのか!?　我らは神に導かれここまで来たのだ！　その神を裏切ろうなどと血迷ったのか貴様はっ！」


    「叔父上……」


    　呟つぶやく武臣の瞳ひとみに寂せき寥りようが過よぎった。


    　だがすぐに真剣な表情を浮かべて言い返す。


    「何が神だ。異界の男がただ我らを利用していたに過ぎない。奴の思想は人間のエゴそのものですよ。自みずからの都合を押しつけそれが真理だと説く存在など傲ごう慢まんで悪あく辣らつだ。私はそんな偽りの神、いや過去からの亡霊を善良な人々に押しつける気は毛頭ない」


    　語りながらも武臣の体が小刻みに揺れる。そのたびに髪が揺れて崩れていく。


    　汗が床に滴したたり落ち武臣が必死に抵抗しているのが伝わってきていた。


    「馬鹿な！　どうかしてしまったのか武臣！　ザイオン様は人智を超えた素晴らしいお方なのだぞ！　その価値を愚民が理解できるわけもあるまい！　それにあの方がいらっしゃらなければ犀星財閥がここまで発展することもなかった！　恩を仇あだで返すつもりか!?」


    「やはり……貴方あなたたちには理解できないでしょうね」


    　諦てい観かんを滲にじませて呟つぶやいた武たけ臣おみは視線をタクトに戻す。


    「先ほども言ったがザイオンをせき止められるのは数分だ。その間に私を殺してくれ」


    　莉り緒おは困惑するばかりだった。


    　なぜ武臣が裏切っているのか。本当に殺すしかないのか。


    　莉緒の中に様々な疑問が湧き上がる。


    　そしてそれは、生せい殺さつ与よ奪だつを委ゆだねられたタクトも同じはずだった。


    「な、んで……そんなことしなくても！」


    「君には伝えたはずだ。私は君と同じ悩みを持っていたと。そして一方を選んだ……それが何を意味するか、わかるはずだ」


    　その台詞せりふがどんな意味を持つのかを莉緒は知る由よしもない。


    　だがタクトはハッとした様子で喉のどを鳴らしていた。武臣の意思を理解したのだ。


    　それでも彼は踏みだせない。むしろさらに迷いが増している様子だ。


    「御み厨くりや君」


    　戸惑うタクトに武臣は優しげな笑みを浮かべていた。


    「これが私の選んだ選択肢なんだ。済まないが、手伝ってくれないか」


    　タクトが大きく目を見開く。そして俯うつむいた。


    　今、彼の胸中にどんな感情が渦巻いているのかは莉緒にはわからない。


    　しかし彼が、何とか武臣の意思を尊重しようと葛かつ藤とうしていることは感じられた。


    「……其そ奴やつが何を言っているのかは聞き取れぬ。ぢゃが何をしてほしいかはわかった」


    　答えたのはルナ。彼女は掌てのひらを掲げ武臣に向けると炎を発生させる。


    　その様子に武臣が満足気に頷うなずいた。


    「ル──」


    　タクトが声を上げる間もなく、炎が一直線に武臣に向かう。


    　その瞬間、そこに人影が躍り出た。


    　白しろ装しよう束ぞくを着た男が武臣の壁となって炎に焼かれる。


    　全身を炎に包まれた男は地面を転がった後に動かなくなった。


    　教会が一瞬だけ静寂に包まれる。


    　だが直後には白装束が一斉に動き出した。五十人近い人間が武臣の前に揃そろい防壁を作る。


    「我らの手でザイオン様をお救いするのだ！」


    「この身を捨ててでも我が主を守るべし！」


    　雄お叫たけびのような声を発しながら白装束たちが武器を掲げる。中には注射器を持った人間も交じっていて適応化を果たしていた。


    「馬鹿な……」


    　目の前の光景に武臣が愕がく然ぜんとして声を漏もらす。


    「小こ癪しやくな連中が。邪魔するなら端から焼くまでよ！」


    　ルナが炎を両手に生み出しながら突進していく。


    　反対にタクトは足を止めていた。彼の表情は痛みを堪こらえているように歪ゆがんでいる。


    　しかしそれも徐々に消えていき、彼はまっすぐ前を向いた。


    　それが覚悟を決めた表情なのは莉り緒おにもわかった。


    　タクトもまた走りだす。そこで武たけ臣おみに異変が生じた。


    「ごっ……ぐぅ！　まだ、少しは……！」


    　武臣が苦しみながら胸を掻かきむしる。


    　こめかみに浮かんだ血管は青黒くなり、武臣の体に群ぐん青じようの粒子が纏まとわり始めた。


    「に、げろ……！」


    　頭を抱かかえた武臣がその言葉を吐いた直後。弾かれたように顔が上がる。


    　そこには理知的な武臣の表情はない。凶悪性を塗り固めたような表情の男が現れていた。


    「消え失せろぉ！」


    　ザイオンの右手から群青の光が放出される。その粒子の束は戦っているルナとタクトに向かっていた。二人は接近に気がついて咄とつ嗟さに回避するが、避よけきれない白しろ装しよう束ぞくたちが暴風の如ごとき粒子の群れに細胞の山と分解され血の海ができ上がる。


    　そしてザイオンは反対の手でタクトへ粒子の束を放出した。


    　タクトは両手で反転能力を発動。粒子の束を血の海の上で受け止める。だが強烈な勢いの前には、地面を踏み込むだけで進めなくなる。


    「ふ、はは……まさか宿主に造反されるとはな。こんなことも六百年のうちで初めてだ」


    　ザイオンはひとしきり笑った後、憎悪をたぎらせながら歯を剥むいた。


    「やはり借り物の肉体など必要ない。すぐにでも我わが肉体を取り戻す。魂の連鎖はここで終わりだ……武臣よ、あとで連中の無様な死体を拝ませてやろう！」


    　ザイオンが残る左手を掲げる。群青の粒子をさらにタクトに向けるつもりでいた。


    　タクトの顔に苦しげな表情が浮かぶ。


    「最大級の爺じいが気張るでないわ！　さっさと眠りにつけ！」


    　空中に跳躍していたルナが手を合わせる。彼女の周囲にはプラズマ球が精製された。


    　それらが一斉にザイオンに向かう。


    　ザイオンは左手の放出を止めて身の回りに防御膜を展開し攻撃に備えた。プラズマ球の幾つかは膜に衝突することで分解されていく。


    　だが残りのプラズマ球は、ザイオンではなくその周囲の床めがけて衝突した。


    　耳をつんざく轟ごう音おんと爆発が空間を揺るがす。それでもザイオンは防御膜のおかげで傷ひとつつきはしなかったが、粉ふん塵じんが周囲を包み視界をくらませる。


    　ザイオンの視線が塞ふさがれた隙すきにタクトは群青の粒子を弾きながらザイオンへと向かった。そこへ立ち塞ふさがる白しろ装しよう束ぞくの群れ。


    　しかし白装束たちはルナの炎に焼かれ弾かれる。


    　彼の進む道は開かれた。


    「おおおぁ！」


    　タクトが咆ほう哮こうを上げながら突き進む。ザイオンが即座に粒子を放ち、タクトはそれを両手で受け止めた。


    　拮きつ抗こうする両者。だが、


    「仕留めよタクトっ！」


    　ルナの叫び声がタクトの背中を押す。粒子の性質を反転しながら一歩、また一歩と近づく。


    　初めてザイオンの顔に驚きが浮かぶ。


    「何度も何度も……！　往生際の悪い薄汚れた愚民が！　足あ掻がくだけ無駄だ！」


    「足掻くさ何度でも……！　足掻かなきゃ新しい選択肢は作れないんだ……！」


    　その瞬間だった。


    　ザイオンの顔が引き攣つったかのように歪ゆがむと、苦く悶もんの声を出しながら頭を抱かかえだした。当然タクトを押し留とどめていた群ぐん青じようの粒子が消失する。


    　彼は二、三歩進むだけであっという間にザイオンに近づくことができた。


    　ザイオンは荒い息を吐きながら両りよう膝ひざをついてうなだれている。タクトが前に立つとザイオンはゆっくりと顔を上げた。


    　酷薄な笑みを浮かべた武たけ臣おみは、全てを受け入れる目で自みずからの胸を指さす。


    「わかり、ました……！」


    　震える声で告げたタクトは、緑の燐りん光こうを纏まとう右手を武臣の胸に置いた。


    「ザイオン様ぁ！」


    「止めろ！　止めろ！」


    　彼らの背後では生き残った白装束が喚わめき散らしているが、ルナが炎の壁を造り動きをせき止めていた。


    　そしてタクトは何の障害なく右手に赤い燐光を纏う左手を重ねる。


    　刹せつ那な、眩まばゆい閃せん光こうが迸ほとばしった。


    　絶叫を上げた武臣は白目を剥むいて仰向けに倒れる。タクトの治ち癒ゆ能力が反転して破壊の力に転じた結果、武臣の肉体は凄すさまじいダメージを受けている。


    　口の端から血を吐いている武臣を見下ろしながらタクトは顔を歪めた。


    　背後では白装束たちが攻撃を止やめ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。


    「そんな、ザイオン様が……」


    　白装束の誰かが愕がく然ぜんとして呟つぶやく。


    　誰もが立ち止まる前で、タクトは静かにガラス球の前まで歩いていった。


    「待たせてごめん、莉り緒お」


    「タクト君……！」


    　満まん身しん創そう痍いといった体ていでタクトは破顔する。


    　堪こらえきれず莉緒は涙を流した。あらゆる感情が押し寄せて止められなかった。


    「少し離れて。今からこれを壊す」


    　そうしてタクトがガラス球を割ろうとした瞬間だった。


    「終わってもいねぇのに余よ所そ見みとは余裕だな」


    　聞き覚えのある声だった。タクトと莉緒は弾かれるように振り返る。


    　そこには白しろ装しよう束ぞくの男が立っていた。手には拳銃がある。


    　そしてフードを取ったそこには無ぶ精しよう髭ひげを生やした三十代ほどの男の顔。


    「東あずま、さん……！」


    　かつてアガスティアの一員として共に戦い、最後は敵対した男。


    　その男が再び彼らの前で皮肉げな笑みを浮かべて立っていた。


    



    　タクトは即座に飛びかかったが、東はそれをするりと抜けるとタクトの腹部に強烈な拳を叩たたきこむ。


    「今からの作業にお前は邪魔だ。少し離れて見てろ」


    　前のめりに崩れたタクトの腕を掴つかんで東が投げ飛ばした。


    「タクト！」


    　ルナは駆け寄って落ちてきたタクトの体を受け止める。


    　その様子を見ていた白装束たちはにわかに浮き足立った。


    「おお、でかしたぞ傭兵！」


    「すぐに御おん身みを治療するのだ！　間に合うやもしれん！」


    　次々にまくしたてながら武たけ臣おみの元へ集まろうとする白装束たちに向け、東は人差し指を唇に当ててしーっと小さく呟つぶやいた。


    「少し黙ってみてろよおっさんども」


    　その直後だった。ドクン、と一度武臣の体が弾む。


    　そして眩まばゆいばかりの青い光が体中から放出され始めた。


    　光は体表だけでなく目や口などの部位からも放出され続ける。


    「お、ぐご、ごおああああああああ！」


    　武臣が、いやザイオンのものと思われる声こわ音ねで不明瞭な叫びを上げる。倒れていたザイオンは背中に集まる粒子に押される形で再び立ち上がった。


    　ルナの手を借りながら地面に降り立ったタクトはギョッとした。武臣の目が青く塗りつぶされ、そこから延々と粒子が放出されている。体を包む青い粒子は体表に留まることなく周囲の空間へと拡散し続けた。


    　そして膨大な粒子が壁や地面に当たるとそこがボロボロと崩れ落ちていく。


    　暴走とも呼べるような状態に白しろ装しよう束ぞくたちも言葉を失っていた。


    「調べたところ小僧の能力はかなりイレギュラーで、回復を反転させた破壊の力はジオ・グラムまでもぶち壊すようだな。バッゼオもそれで異能を失っていた」


    　東あずまは粒子の余波が来ないよう少し離れた位置に立ちながら説明する。そして銃じゆう槍そうにある弾丸を確認していた。


    「武たけ臣おみの狙ねらいはそれだった。ザイオンは自分の魂をジオ・グラムに運ばせている。肉体が滅んだとしても万が一魂が抽出されればまた別の憑より代しろに移るだけだ。その運搬物を小僧の手で阻止させたわけだな」


    　なおも叫び続ける武臣は両腕を乱暴に振るう。そのたびに粒子が放出され近くにいた白装束が巻き添えになった。だが彼らにとっての神が死に絶えようとしている様を、白装束たちは呆ぼう然ぜんとしながら見ているしかできない。


    「ごぉおおお……ああまっぁごろぉおおじじじじでぇあああ」


    　不明瞭な叫びの中に何らかの意志が混じったような感じがあった。


    　ザイオンは立ちすくむタクトらにゆっくりと腕を向けていく。


    「まだ意識が……！」


    　死の間際であろうとザイオンはタクトらを殺そうと動いていた。


    　だがその腕が彼らに向けられる直前。


    　東が銃口をザイオンの頭部に向ける。


    「そしてこれも武臣の狙い。いや、望みだ」


    　ザイオンの肉体は激しい粒子の中にある。だがそこにはムラがあった。東は頭部を包む粒子が一旦消え去った瞬間を見逃さなかった。


    　引き金が引かれ銃弾が発射される。


    　それはいとも容易たやすく武臣の頭部を打ち貫いた。


    　血と脳のう漿しようを垂らしながら武臣の体が前のめりに倒れる。なおも粒子は放出されているが徐々にその量は減っていき、最後にはひと欠片かけらも出ていかなくなった。


    「作戦終了……いや、浄化終了、とでもいうのかな」


    　皮肉ぶった台詞せりふを発し東が銃を懐ふところにしまう。そして教会は静寂に満たされた。


    　傍ぼう若じやく無ぶ人じんを発揮したザイオンという亡霊の猛威は終わった。呆あつ気けない最期だった。


    「こんな、ことが……」


    　白装束の一人が膝をつきうなだれる。だが他の白装束は東に向けて銃口を向けた。


    「貴様が、貴様が我らの神を殺しただと!?　一体何なのだ！　たかが傭兵風ふ情ぜいが何の権利を得てこんな……！」


    「頭が堅いなおっさんども。狂信者のお前らには理解できねぇだろうが俺は仲間になったつもりはない。金で雇われただけだ。そして雇い主はザイオンじゃない。武たけ臣おみだ」


    　そこで囚とらわれたままの莉り緒おが、ハッとした様子になっていた。


    「もともと、武臣さんはザイオンを殺すつもりだった……？　それを私たちに任せ、貴方あなたは我々のバックアップを任されていた、というわけですか」


    「お、さすが嬢ちゃんは理解が早い。やっぱり年寄りの凝こり固まった頭じゃ差は出るな」


    「これが全て武臣の仕組んだことだというのか？　ふ、ふざけるな……！」


    　白しろ装しよう束ぞくの一人が激げつ高こうし、東あずまに向けて銃口を向ける。


    「どうしてくれるのだ貴様！　我らが神を！　神を返せ！」


    「そりゃあ、お前らにとっては紛れもなく神だったんだろうよ、奴は。だがこれも任務と俺の命のためだ。悪いが、これで全部忘れてくれ」


    　東は懐ふところから銃の代わりに何らかのスイッチを取り出す。それを躊躇ためらいもなく押した。


    　直後、巨大な爆発が起こる。天井が崩壊し瓦が礫れきが降り注いだ。同時に振動が起こり床の上に立っていられなくなる。


    「武臣の指示でな。死体であっても誰にも触れさせるな。このビルに仕込まれたジオ・グラム活性化装置も他の組織に転用されないよう潰つぶせ、というものだ。面倒なんでここを破壊して埋めちまうことにしたよ」


    「なっ、この、貴様──」


    「そしてここから先は俺たちの保険のためだ。厄やつ介かいな因縁がつけられないよう見たものは全員殺しておく」


    　一際大きい振動が響く。壁が破壊されそこから覆面を被かぶり武装した集団が現れた。


    　その人間たちにタクトは見覚えが合った。御み厨くりや家を襲撃した人間たちと同じ、つまり東の仲間だ。


    「……証しよう拠こ隠いん滅めつ、というわけですか」


    　莉緒はガラス球の中で東を睨にらみつける。東は肩をすくめていた。


    　タクトもまた構えを取る。話がまったく理解できていないルナは、周囲の様子に事態を把握したのか両手に炎を纏まとった。


    　侵入してきた覆面たちが白装束たちを銃撃していく。既にルナによって半分以上が倒されていた上にザイオンの攻撃に巻き込まれた白装束も多く、制圧されるのは容易たやすかった。


    「ザイ、オン、様……」


    　武臣の叔父も凶弾を受けて倒れ伏す。


    　残るはタクトとルナ。そして身動きの取れない莉緒のみ。


    　もし囚われている莉緒が真っ先に狙ねらわれるのなら即座に動く。


    　タクトはそう腹に決めて姿勢を低くした。


    「さっきので最後ですか隊長」


    　だが覆面の一人がそう言って銃を肩に担いだ。他の隊員も次々に銃を下ろす。


    　銃弾一つ飛んでこない光景にタクトは呆あつ気けにとられる。


    「ああ終しまいだ。撤収するぞ」


    　武たけ臣おみの死体を眺めていた東あずまは教会中央まで歩いてくる。そしてタクトの前に立った。


    「……どういうことなんだ。また何か企たくらんでるのか」


    「なに、依頼主の命令には背そむけないってだけだ」


    　一瞬理解できなかったタクトだが、すぐに東の肩越しに倒れた武臣を見て気づく。


    　彼が事前にタクトたちを対象外にしていたのだ。


    「取りあえず嬢ちゃんを出してやるんだな」


    　タクトは東から拳銃を手渡される。ズシリと重い感触を確かめながら、タクトはガラス球に近寄った。


    　そして莉り緒おに当たらないよう注意して引き金を引く。


    　銃弾が、ガラス壁を砕く。


    　それからタクトは内部に入って莉緒の自由を奪っている鎖くさりも拳銃をつかって外す。


    「……タクト君」


    　泣きはらした顔で莉緒が見つめる。タクトは彼女に近寄りすぐに治ち癒ゆを施ほどこした。


    「酷ひどい怪け我がだ。すぐに治すか──」


    　言葉の途中で莉緒がタクトを抱きしめた。


    「り、莉緒？」


    「……ありがとう」


    　タクトは柔らかい感触に赤面しつつ頬ほおを掻かき、頷うなずく。


    　そのとき縦揺れの振動が室内を襲った。揺れは徐々に激しくなりさらに瓦が礫れきが降ってくる。


    　天井はそのまま上の階ごと落下してきそうなほどにたわみ始めていた。


    「隊長、そろそろ限界点です。脱出ルートはあちらに」


    「ってことだ。そのままでいたいなら別に止めねぇが、生き残りたければついてこい」


    　東はそういって覆面たちと一緒に爆破してできた穴の中に入っていった。


    「なぁ……妾わらわだけ蚊か帳やの外なのぢゃが、一体どうなっておる」


    　一人だけ疎外感を受けていたルナが近づき、渋い顔でタクトの袖そでを引っ張る。


    　莉緒はタクトから身を離し涙を拭ふいた。


    「……行きましょう。それぞれに事情はあると思いますが、まずは、無事にここを出てからの話です」


    　頷いたタクトは、もう一度倒れる武臣の遺体を見た。


    　武臣は既に瓦礫に隠れてしまい、見えなくなっている。


    （……ありがとうございました）


    　心の中だけで感謝の言葉を呟つぶやいたタクトは莉り緒おと共に走りだす。


    「何か前もこんなのぢゃったな……」


    　疲れたように言うルナも彼らの後を追った。


    



    　そして、本当に誰もいなくなった教会の中。


    　瓦が礫れきと粉体の山と血の海と無残な顔で息絶えた多くの死体。


    　それらは全て壮絶で悲惨な光景としか言いようがない。


    　だが一人だけ場違いな笑みを浮かべている男の死体があった。


    　犀さい星せい武たけ臣おみ。彼だけが生前滅多に浮かべることのなかった、満足気な笑みを浮かべて事切れている。その笑顔は全てを成し遂げ充足に満ちていることを示していた。


    



    　犀星薬理化学研究所が崩壊してから一日が経過した。


    　このニュースとは別に犀星財閥が管轄している商業ビルが一棟倒壊したというニュースが報じられる。同日中に犀星財閥当主の実弟である犀星銀次の行方不明も報じられ、犀星武臣の消息未確認の件も合わさって犀星財閥に対する何らかのテロ活動が行われたのではないか、という見解がまことしやかに流れていた。
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    　だが真偽は依然として闇やみの中であり世間を騒がすちょっとした騒動に留まっていた。


    「ま、そのうち犀さい星せい財閥の情報処理が始まってこの件は有う耶や無む耶やに終わるだろうよ」


    　都内繁華街にある雑居ビルの中で東あずまはそう言った。


    　風俗店や雀ジヤン荘そう、金融機関などの事務所が連なるさも怪しいビルの中。その一フロアは一見、事務所ふうにはなっているがあくまで営業実態のないダミー会社で、東たちの隠れ家となっている場所の一つだ。


    　そのフロアにあるソファーに東が座り、反対側にタクト、ルナ、莉り緒おが座っていた。三人は煤すすや埃ほこりで汚れ、服には血の跡が生々しく残っている。


    　ビル崩壊を何とか逃げ切った後、東たちに連れ回されて辿たどり着いたのがこの雑居ビルだった。時間としては約六時間経過しており三人ともに心身が疲ひ弊へいしている。


    　だが決して気を抜いてはいけない相手であることがわかっているため、タクトは油断なく東を見つめていた。


    「といっても犀星財閥もこれからが大変だろうがな。当主の犀星宗そう十じゆう郎ろうは病床に伏せてるって話だし跡継ぎも死んだ。何より奴らに絶対的な指針を示していた神気取りの野郎がいなくなっちまったんだ。右う往おう左さ往おうした末に崩壊しちまうかもな」


    　東は他ひ人と事ごとのように語りながらタバコを吸っている。


    「……貴方あなたは今まで、どこで何をしていたのですか」


    　莉緒が硬い声で聞く。タクトは彼女が憎悪を必死に抑えているのを感じた。


    　それを感じ取っているのかそうでないのか、相変わらずの飄ひよう々ひようとした態度で東は答える。


    「アガスティアの地下研究所から逃げ延びてすぐに武たけ臣おみ、この場合はザイオンか。そいつが指揮する白しろ装しよう束ぞくどもに拘束されたんだよ。俺たちが適応化の薬を持っているのを知ってたからな。奪った薬で連中は適応化薬を量産化し始めた」


    　東は吸っていたタバコを灰皿でもみ消す。


    「俺たちの処遇は単なる傭兵ってことで、戦闘要員として駒になるのであれば命までは取らないってことだ。生き延びるためには飲むしかない。しばらくは連中に従ってローゼンエレメンツや京都御領秘術教会の連中を狩り、奴らが所持しているジオ・グラムを奪取していた」


    　やはり二組織が崩壊したのもザイオンの仕し業わざだった。ジオ・グラムを手に入れようとしたのは適応化薬の開発のためだろう。


    「だがある日、武臣が俺たちの元にやってきた。そいつはザイオンではなく武臣自身のままだった。そして俺たちにある依頼をしたんだ」


    　東は懐ふところから新しいタバコを取り出して火をつけ、一息吸って吐く。


    「奴の依頼は自分もろともザイオンを殺すこと。そしてお前らの補助だ」


    「……そのことについて疑問があります。それは貴方たちがその場で彼を殺す、ということでは意味がなかったのですか」


    　莉り緒おの問いに東あずまはすぐに答えずタバコを吸い続ける。


    　莉緒はやきもきしている様子だったが、対照的にルナは話がまったく理解できないのだから頭の後ろで手を組んで事態を傍ぼう観かんしているだけだった。


    「ザイオンは魂だけの存在だ。もし肉体である武たけ臣おみが死んだところでその遺体から魂が抽出されれば別の憑より代しろが作られる。それに奴は死に敏感のようでな。普段は憑代の中で眠っているが肉体に危険が迫っている段階では表層に出てくる。そうなれば俺たちなど一瞬で消されちまう。ザイオンと交戦できるだけの術と環境が必要だったんだよ」


    「それがあの教会のあった場所だった？」


    　タクトが会話に入ると東が視線を向けニヤリと笑った。


    「お前もまた強くなったようだな坊主。俺の特訓にも少しは感謝しろよ」


    　いきなりの軽口にどう反応すべきか迷うと東は肩をすくめた。


    「そう警戒すんな。もうお前たちに敵対するつもりはねぇよ」


    「それはどうでしょうか」


    　莉緒が鋭い眼光を送る。膝の上に置かれた手はぎゅっと拳を握りしめていた。


    　東はため息交じりに紫煙を吐き出す。


    「……ま、話を続けるぞ。それで、武臣はザイオンを完璧に葬ほうむれる条件を探した。その方法の一つはお前だ」


    　東がタバコの先端部でタクトを指し示す。


    「先にも言ったが、お前の治ち癒ゆプラス反転てやつはジオ・グラムすらも破壊することがわかった。ジオ・グラムの性質を利用して魂を受け継がせているのがザイオンだ。奴のジオ・グラムを破壊すれば魂の消滅、最悪でも継承は不可能になる。そして第二に、場所だ」


    　そこで東がテーブルにおいてあるリモコンを取ってフロアの窓際にあるテレビをつけた。


    　そこには商業ビルが大量の粉ふん塵じんと共に崩れ落ちていく様子が映し出されている。


    「ザイオンはジオ・グラムを活性化させる装置をあのビル一棟に仕掛けていた。できるならそいつも同時に潰つぶしてしまいたい。そしてザイオンという男の性格であれば、異界門顕現マグヌス・オプスの手法とジオ・グラム全て入手する、あるいはそれに近い条件であれば自おのずと表層に出てくると予測した。奴の魂が回収されることも防ぐためあそこでまとめて葬ほうむることにしたのさ」


    「でも、なんで武臣さんは自分ごとザイオンを殺そうだなんて……」


    「それについては、ほれ。これに書いてある」


    　東は懐ふところから便びん箋せんを取り出してタクトに差し出した。


    　眉まゆを上げたタクトはそれを受け取って中身を見る。二枚の手紙が入っていた。


    「タクト君宛あて、ですね」


    　莉緒がタクトにぐいと顔を近づけて覗のぞき込む。


    「……読んでみる」


    　タクトはゆっくりと武たけ臣おみからの手紙を読み始める。


    



    　拝啓　御み厨くりやタクト様


    　この手紙を君が読んでいるとき、この世に私は存在していないだろう。だが悲観はしないでほしい。それは私の作戦の成功を意味している。


    　他に三十六の手を使って同様の手紙を送っているが、おそらく東あずま君から直接手渡されるのが一番確実な方法だろう。よって彼から作戦の詳細を聞いているものとしてここでは省はぶく。


    　君に手紙を残したかったのは、おそらく死ぬまで私は私の気持ちを誰にも伝えることは不可能だろうと考えたからだ。


    　最初に君には謝罪したい。君の力をザイオン討とう伐ばつの切り札とさせてもらった。相談もせず苦しく辛つらい思いをさせてしまったことを恨んでいることだろう。ぜひとも憎んで罵ののしってくれて構わない。私は君を道具扱いしたのだから。


    　だが私は君に心から感謝している。君という存在がいたからこそザイオンを屠ほふる算段を、私が生きている時代で実行することができた。そもそも六ろく条じようを追い詰めた君の功績がザイオンを表舞台に引っ張りだすことにもなった。君の絶え間なき努力と諦あきらめない意志が鍵かぎだったともいえる。本当にありがとう。


    　我が犀さい星せい財閥はとある錬金術師の家系から端を発している。


    　その錬金術師が半はん死し半はん生しようだったザイオンを拾い、ゼラ人の研究成果を元に魂の分離とジオ・グラムを使った魂の継承方法を生み出した。


    　そこから連綿と錬金術師の子孫がザイオンの魂とそこに巣食うジオ・グラムを継承してきた。どうも君の一族のような儕ともがらの継承システムを真ま似ねしているようだ。


    　そして、長い年月をかけてザイオンの思想が我が一族の間に浸透していった。


    　私の祖父も父もザイオンの憑より代しろでありザイオンの命令通りに行動してきた。奴を神として崇あがめ神の受肉を遂行し、この地に唯一神をつくり上げることを目的とする愚かな一族だ。


    　私も幼少期からザイオンの魂を受け継いでいた。体内に異物を飼っている気分だった。そして時折意識を失う。その間にザイオンが命令を下し大人たちはその通りに動いた。


    　そんな場面を何度も見るうちに私は正気を失いそうになった。ザイオンは非道な錬金術実験についても命令していた。それを知らぬ間に私の口から伝えているのだ。


    　民を導く神として君臨しようとする過去の亡霊。悪夢のような話だろう。


    　しかし誰も私のような危機感を抱いだいている者はいなかった。


    　だからこそ私はザイオンを葬ほうむる計画を密かに進めるようになった。それがたとえ私の代で成し得なかったとしても次の世代、その次の世代において怨おん念ねんの暴ぼう虐ぎやくを止めたかった。


    　君たちのおかげでその準備は無駄になったようだが、嬉しい誤算だ。


    　この手紙では最後になるが、私は私の死を嘆いてはいない。正義を果たすということは存外に気分のいいものでもある。


    　だがそれは逆に守るべき者がなかった、とも言い換えられる。だからこそ私は犀さい星せい財閥を崩壊させてでもこの選択肢を貫くことができたのだ。


    　しかし御み厨くりや君。君には守るべき者がある。それも複数あるだろう。そのいずれかを選ぶという道は君には過酷な試練だ。


    　だが公園で話したように、君が望み足あ掻がけば第三の選択肢が生み出せるはずだ。


    　二枚目に記した情報は今後の君の参考になると思っている。役立ててほしい。


    



    　手紙はそこで終わっていた。


    　読み終えた後、室内は静寂に包まれていた。


    「……武たけ臣おみさんは、自分の正義を貫いたんだな」


    　ポツリ、とタクトは呟つぶやく。その手は手紙を強く握りしめていた。


    　莉り緒おも沈痛な表情で俯うつむいている。


    　彼は自分の命や肉親、犀星財閥、そうした多くの犠牲を払ってでも過去から続く呪じゆ縛ばくを断ち切った。


    　その選択を取ることは並大抵の覚悟ではなかっただろう。武臣も悩んだかもしれない。


    　それでもタクトという切り札の登場で実行に踏み切る決心がついた。


    　同じ立場だったとき、タクトに同様の決断ができたかどうかと問われれば自信はない。


    　それだけ武臣の意志の強さを感じる。


    「それで、二枚目は何が書いてあるのぢゃ」


    　腕組みをしていたルナの声かけでタクトは我に返る。もう一枚の手紙を開けるとそれはメッセージというよりは何かの説明文で、しかも難しい単語や技術用語が並んでいた。


    　タクトが難しい顔をすると横合いから莉緒が手を差し出す。


    「貸してください。私なら読めるかもしれません」


    　助け舟がきてそのままタクトは手紙を渡す。莉緒はすらすら読み進めている様子だった。


    「これは……ジオ・グラムについての研究情報ですね」


    「ジオ・グラムの？」


    「ええ。なぜザイオンが異界門顕現マグヌス・オプスを利用してジオ・グラムを活性化することができたのか。その原理が記されています」


    　莉緒は手紙に書いてあった内容を掻かい摘つまんで説明する。


    　もちろんルナにも伝わるようゼラ語でだ。


    



    　ジオ・グラムとは人に寄生し異能力を発現させる、変動し続ける奇妙な鉱物。


    　その活動エネルギーは人体の生命エネルギーを摂取しているものと思われていた。


    　だが計算すると生命エネルギーの量では決して発現できないような化学反応、物理現象を引き起こしていたのだ。


    　では足りないエネルギーはどこから調達しているのか？


    　ザイオンは長年の研究の成果である結論に辿たどり着いた。


    　それは五次元の余剰エネルギー。この世界と隣にある別の世界、つまり地球とゼラ・ハイヴに挟まれた五次元の隙すき間まがあり、重力はそちらに引っ張られ大きく歪ゆがんでいる。


    　超ひも理論などでも存在が想定されている五次元には、重力子や四次元世界から流入した素粒子に満ちている。その余剰エネルギーを引っ張ってきているという。


    　むしろジオ・グラムは五次元へチャンネルをのばす「触媒」として人間の生命エネルギーを利用している節があり、それこそがジオ・グラムが人に寄生する目的なのだった。


    　ではジオ・グラムを活性化させるにはどうするのか。


    　答えは異界門顕現マグヌス・オプスにより次元の狭はざ間まを極端に刺激して歪みを広げる。しかも中途半端な発動により歪みはかなり大きなものになった。


    　そこでザイオンはあのビル一棟を利用してジオ・グラムへのエネルギー供給システムを組み上げ、二年間もエネルギーを摂取し続けたのだ。


    



    　と、莉り緒おにより長々と説明されたがタクトには半分程度の理解度だった。


    　だが莉緒はさらに先のことまで考えていた。


    「もしジオ・グラムの活性化というのが人為的に行えるのであれば……治療に役立つかもしれません」


    　予期せぬ言葉にタクトが振り向く。だが莉緒は至し極ごく冷静に付け加えた。


    「もちろん仮説です。人体に寄生したジオ・グラムが正常にエネルギーを摂取できないのであればそうするように仕向ければいい、という単純な話です」


    「で、でもそれは何か説得力があるよ」


    「だけどそれには……」


    　莉緒はチラリと東あずまを見る。


    　その視線に気づいた東は口の端はを吊り上げ言葉を引き継いだ。


    「ジオ・グラムそのものを使って研究しないといけない、ってわけだ。だが坊主。肝心のジオ・グラムはどうしたと思う？」


    　言われた瞬間にタクトは悟る。ここまで用よう意い周しゆう到とうに計画していた武たけ臣おみがジオ・グラムのことを東たちに伝え忘れていることなどあり得ない。


    「……あんたたちが回収してる、のか」


    「その通り。今はとある場所で保管してるところだ」


    　タクトは思わず顔をしかめた。


    「……渡してくれ、って言ってもそうはいかないんでしょうね」


    「当たり前だ。武たけ臣おみにはジオ・グラムを確保しろとは言われたが誰にも渡すなとかお前らに譲渡しろなんて一言も言われてねぇからな」


    「屁へ理り屈くつを……！」


    　莉り緒おが目を剥むくと東あずまは鼻を鳴らす。


    「こっちもいろいろと割りを食ってんだ。少しくらいの褒ほう美びはあったっていい。それにジオ・グラムという賢者の石を手に入れたがる錬金術組織は数あま多たとある。高値で買い取ってくれる連中は多いだろうな」


    「……させると思うのかよ」


    　急激に空気が張り詰めた。


    　しかしそれを弛し緩かんさせるように東が手をひらひらと振って言う。


    「だが、お前らも客人にならないわけじゃない」


    　東は二本目のタバコをもみ消すとテーブルに肘ひじをついて手を組み、三人を眺めた。


    「俺と取引をするのであればジオ・グラムを全て渡そう。異界門顕現マグヌス・オプス発動までの支援もオプションで組み込んでやる」


    　どういうつもりか知らないが交渉の余地があるようだった。


    　しかし要望する条件とは何か。大金の要求か、それ以外のことか。


    「そちらの希望は？」


    　莉緒が努めて冷静に声を出す。東はニヤリと笑った。


    「俺たちをゼラ・ハイヴに連れていくことだ」


    　タクトと莉緒が固まった。異変にルナが眉まゆをひそめる。


    「おい、どうしたのぢゃ。此こ奴やつはなにを言うておる」


    　ぎこちなく振り向いたタクトは東の言葉をそのまま伝えた。


    　やはりルナも目を丸くする。そして東をビシッと指さした。


    「ど、どういうつもりなのぢゃ此奴は！　何を企たくらんでおる！　まさか我がゼラ・ハイヴに侵攻しようなどというつもりではないぢゃろうな！」


    　聞き出せ、とせっつかれてタクトは東に翻訳して伝えてみせた。


    「いや姐ねえさん。別に侵攻するつもりはねぇよ。行くっていっても俺を含めて二十人弱ってところだ。全部俺の仲間だし国を滅ぼそうなんて気はさらさらない。ただ移住したいだけだ」


    　という東の言葉をそのままルナに伝える。


    「移住ぢゃと？　意味がわからぬ。異世界に留まるのがお主ぬしらの得になるというのか」


    　東がそれを聞くとすぐには答えず、大きくため息を吐ついた後に口を開いた。


    「……俺たちは六ろく条じようの思想に賛同していた。適応化薬を作って全人類を変革させるってやつだ。異世界ゼラ・ハイヴの価値観に変えればこの世界も少しは変わるっていう奴の口車に乗った」


    　東あずまはソファーにもたれかかるとシニカルな笑みを浮かべる。


    「そのためにジオ・グラムの収集とゼラ人である姐ねえさんを捕らえる役目を請うけ負っていた。だが六ろく条じようは極秘にヘテログリフなんていう錬金術組織を作って俺たちと戦わせていた。奴は俺たちをもマッチポンプの道具に使っていやがった、騙だましてたんだ」


    　笑いながらも東の目には怒りが滾たぎっているようだった。おそらくそれは偽りのない感情なのだろう。


    「となると奴が語ったゼラ・ハイヴって世界が本当に俺たちの目指す理想的な世界かどうかもわからない。それも嘘うそかもしれんからな。だったらこの目で確かめようという気になった」


    「……本当にそれだけですか」


    　莉り緒おが懐疑的な目つきで言い放つ。東は苦笑いを浮かべた。


    「俺みたいな裏切り者の言葉は素直に聞けはしない、か」


    「……」


    「確かに俺は嬢ちゃんすらも騙し利用して適応化の計画を進めようとした。だがその計画はもういい。終わった話だ」


    「なんで、ですか」


    　今度はタクトが聞くと東は肩をすくめる。


    「何でって俺たちじゃ薬の量産化なんぞできん。ザイオンたちが完成させたところで連中は支配階級のみの利用に留めるだろう。それは俺たちの目指すところじゃない。それにな、実際に使ってみてわかった。あの薬を使ったところで人類は変わりはしない。結局新しい価値観をいつものようにエゴで塗り替えるだけだ。そんな世界にはもう飽き飽きしたんだよ」


    　あけすけな白状だった。


    「だったら、まったく違う価値観のある世界に行ったほうがマシだ。そこでなら俺たちはもう少し違った生活ができるんじゃないかと思う。ゼラ・ハイヴってのはまだ俺たちのような人間も受け入れられるんじゃねぇか？」


    　莉緒は不満顔になるも東の動機を知って口をつぐむ。それは偽りのない本心だろうとタクトも感じていた。


    「う、む。うむむむ、それは……」


    　タクトは東の言葉を全て伝えた。するとルナは難しい顔で俯うつむく。


    「確かに我が世界には戦力を贔ひ屓いきにする国家も種族もおるが……しかし此こ奴やつらを連れて帰還するというのか」


    　そこで東が身を乗り出した。


    「おい小僧。姐さんは何と言ってるんだ」


    「いやどうも迷ってるみたいで」


    「何でだよ」


    「何で迷ってるんだルナ？」


    　聞くと眉み間けんに皺しわを寄せたルナは腕を組んでぐぬぬと唸うなる。


    「……できたらお父様に凱がい旋せん帰国を見てもらいたい。使命を無事に果たしたと伝えての」


    「うん、わかる」


    「あんな現地人を連れ帰れば、お父様に不信感を抱いだかせ嫌な顔をされるのではないか」


    　悩みの種がわかった。ルナは父親に認められたいという願望を胸に秘めている。使命を果たして堂々凱旋帰国すれば印象はよいだろう。それが余計なものを引き連れて帰るとなると、話は変わってくる。


    「でも首謀者は倒してるわけだし。ザイオンていう亡霊もいなくなった。東あずまさんたちはちょっと事情があってとか伝えればいいんじゃないか？」


    「ぢゃが、うーん……」


    「でもルナの命がかかってるんだ。悩んでいる場合じゃないと思う」


    　そこまで言ってようやくルナは決心をしたようだった。


    　重たいため息を吐つきつつ渋々といった様子で顎あごを引く。


    「……よかろう。連れ帰ることを許可する」


    　翻訳すると東は満足気に頷うなずいた。


    「よし。なら今後についてだが──」


    「ちょっと待て。妾わらわからも条件がある」


    　唐突の言葉にタクトは驚き、咄とつ嗟さにルナに耳打ちした。


    「条件てなんだよ？」


    「お主ぬしの妹を助けるまで妾は帰還せん。つまり妹が目覚めるための研究に尽力せよ、というのが条件ぢゃ」


    　タクトは目を瞬しばたたかせる。ルナは照れくさそうに頬ほおを掻かいて視線を逸そらした。


    「こうでも言わんと連中は異界門顕現マグヌス・オプス発動のためにしか動かんぢゃろうからな。それに妾もお主の妹が目覚めるのを見届けぬまま帰還するというのも何とも後味が悪い。全て終わったときにこそ帰還できるというものぢゃ」


    「ルナ……」


    「……お主にはよくしてもらった。せめてもの礼ぢゃ」


    　すぐに言葉は出なかった。それだけ胸が熱いもので満たされている。


    　ようやくありがとう、と呟つぶやくとルナは頬を赤らめながらもまんざらでもない顔だった。


    　そしてタクトは莉り緒おのほうを見る。莉緒は仏頂面で東を睨にらみつけている。


    「そういう展開なわけだけど……莉緒は、どうかな」


    　しばらく黙っていた莉緒だが鼻から大きく息を吐いた。


    「……もう二度と顔も見たくないと思っていました」


    　東あずまは何も言わない。表情は険しくもなく冷たくもなく、ただ素のままで彼女の言葉を受け止めている。


    「だけど……最善の策を放り投げることはできません」


    「じゃあ……！」


    「ただ、決断する前に貴方あなたとは話したいことがあります」


    　険のある声でそう告げると莉り緒おが急に立ち上がった。


    「少し彼と喋しやべらせてください。廊下で話してきますのでお待ちを」


    「お、おう……」


    　東の了承を得て莉緒が出ていく。タクトは首を捻ひねりながらついていった。


    　廊下では莉緒が壁を背にして立っていた。事務所のドアを閉めて彼女の前に立つ。


    「……どうして私にルナさんの死の件を黙っていたのですか」


    　タクトは絶句した。なぜそれを知っているのか。


    「ザイオンと貴方たちの会話を聞いていました。ルナさんは帰還できない場合、消滅するのでしょう？　しかも近いうちに」


    　しまった、とタクトは顔をしかめる。


    　確かにその手の会話をしていた。そのとき莉緒に意識を払っていなかったが、彼女は既に目覚め事実を知ってしまっていたのだ。


    「どうして、ですか」


    　再度彼女が問うてくる。タクトは視線を逸そらし何とか誤ご魔ま化かす言葉を探す。


    「言っておきますけど、もう騙だまされませんから。ちゃんと事実を語ってください」


    　莉緒の剣幕にタクトは呻うめく。


    　既にルナの寿命は知られてしまっている。となればどんなに取り繕つくろっても矛む盾じゆんを見つけ出し看破されてしまうのだろう。


    　タクトは眉み間けんに皺しわを寄せて悩んだ。


    　だがじっと見つめる莉緒の視線を前に、ついに観念する。


    「わかった……話す」


    　そしてタクトは現在のルナの状況を語った。


    　ある程度予測がついていたのか、莉緒の表情に変化は乏しい。だが受け入れているわけではなく、莉緒の瞳ひとみは何らかの感情で揺れていた。


    「……では、お父さんのせいでルナさんも、命を危険にさらされているのですね」


    　掠かすれた声だった。


    「そうじゃない……莉緒も責任を感じることは──」


    「いいえ。私にも罪があります」


    　はっきり言い切ると、莉緒は深呼吸した。


    　そしてキッとタクトを睨にらみつける。


    「私にはルナさんの命を救う理由があります！　どうして私を外そうとしたのですか!?」


    「そ、それは……」


    「タクト君ばかりが一人で背負って！　苦しんで傷ついて、なのに私はそんなこと知りもせずに馬鹿なことをして……！」


    　莉り緒おの口元が歪ゆがむ。目元には薄うっすらと涙が浮かんでいた。


    「私はそんなに頼りなかったですか？　必要ではないのですか？　私はルナさんが好きなんです。あの人を死なせたくない気持ちは貴方あなたと同じはずで──」


    「……だからなんだ」


    　タクトは莉緒の言葉を遮さえぎる。そしてきつく目をつむりため息を吐つく。


    　それからゆっくりと目を開き、告げた。


    「莉緒がすごく責任を感じることはわかってた。だから、もしルナを救えなかったとき。莉緒は今まで以上に傷つく……そんな姿は見たくなかった」


    　莉緒は目を見開く。そして悲しげにまつ毛を伏せた。


    「……私のためだと、言うのですか」


    「あのときは、俺と一緒に行動したら犀さい星せい財閥に反抗することになって莉緒の生活も崩れることになると思った。余計なことに気をとらわれず、過ごしてもらいたいと思ってたんだ」


    「それならば言わせてもらいますけど……！」


    　ずいと莉緒がタクトに近寄る。そして指を突きつけた。


    「貴方は私がどれだけ不安に駆られていたかわかりますか？　異界門顕現マグヌス・オプスの危険性について散々忠告したり治療薬に専念すべきと言ったのに、聞く耳を持たないままずっと先に進んでいこうとする……！　私には意味がわからなかったし理由も話してもらえないし挙あげ句くの果ては仲間じゃないみたいに言うから！」


    「いや、それは言葉のあやといいますか……」


    「もし貴方が異界門顕現マグヌス・オプスを発動させて失敗したらどうするのです？　ジオ・グラムが大量に流入してしまったら？　貴方はその責任が取れるのですか!?」


    　畳み掛けるような言葉の嵐にタクトはたじろいでしまった。


    　莉緒は荒い息を吐きながら顔を歪ゆがめる。それは泣き出してしまいそうな表情だ。


    「貴方がお父さんみたいに罪を背負うことになるのが、怖くて仕方なかったんです……！」


    　タクトはそこで気づいた。


    　タクトは莉緒の心を守ろうと全てを黙っていた。


    　それは莉緒も同じで、彼女もまたタクトのために必死に止めようとしていたのだ。


    　お互いがお互いを思いやる行動を取っていた。それがすれ違い、こじれていた。


    　タクトは黙り込む。莉緒もまた黙り込む。


    　静寂が二人の間を支配した。


    「……でも、結果としては私が間違っていました。もしタクト君が私の言うことをすんなり聞き入れていたとしたら、武たけ臣おみさんの願いも叶かなわなかったでしょう」


    　小さい声で呟つぶやき、莉り緒おは上目遣いでタクトを見つめる。


    「タクト君が何も見捨てなかったからこそ、この結果があると思います。私は端はなから諦あきらめるのが早かった。それを痛感しました」


    「……違うよ。俺だって土壇場まで迷ってばかりだったから。武臣さんの計画とか偶然がなければこうはならなかった」


    「だとしても、それを呼び込んだのは貴方あなたの意志の強さだと思います」


    　そして莉緒はゆっくり手を差し出す。


    「私はあなたの理想を最初から否定していた。でも、今度は一緒に信じさせてください」


    　彼女は笑う。とても柔らかく、穏やかに。


    「そして、私のことも信じてください。私はルナさんのことを背負って折れたりなんてしません。だって貴方がいるから。二人ならきっと、荷物は軽くなるはずです」


    「莉緒……」


    「だから……今度こそ私を仲間に迎え入れてくれますか？」


    　タクトは莉緒の大きく綺き麗れいな瞳ひとみを見つめる。


    　その中に見える自分は、もう迷いのない顔をしていた。


    「もちろん。よろしく」


    　タクトはその手を握りしめ、破顔した。


    



    「……ま、一件落着、ということかのう」


    　頭の後ろで腕組みをしているルナは、その獣耳で廊下の声を拾いながら密かに笑った。

  


  
    



    　エピローグ


    



    　その日タクトは動物園にいた。


    「おおーなんぢゃあの生き物は」


    　耳と尻しつ尾ぽを隠したルナは象のいる柵さくに向かって一直線に走っていく。その様子をタクトと莉り緒おは後ろから笑って見ていた。


    　ルナから以前に、地球での遊びを体験してみたいと言われていた。


    　それと莉緒とももっといろいろ喋しやべりたいとも。


    　ザイオンの一件があって状況は一変し、叶かなわないと考えられていたそれらは可能なものになった。そこでタクトは二つのことを一挙に叶えるプランを考え実行したのだ。


    　とはいえ悠長にしていられる状況にはない。


    　武たけ臣おみが死亡して現在のアガスティアを取り巻く状況はかなり慌ただしいものになっている。間ま宮みやたちも武臣の計らいでシェルターに避難していて全員無事だった。そのため活動は再開できるのだが、犀さい星せい財閥の騒動により今後の方針は決まっていない。


    　今日はその空白にできた空き時間の利用ということだが、明日からはまた緊迫した日々が始まるのだろう。
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    「でも、俺もついてきてよかったのかな」


    「いいんです。私もまだ翻訳には自信がありませんし、もしものときがあればルナさんにはタクト君との契ちぎりが必要になるでしょうから」


    　確かに莉り緒おの言う通りだ。ザイオンのこともあった上では何が起こるかわからない。


    　それに妹が昏こん睡すいしたままの状態で、心の底から楽しむこともできない。


    　結ゆ月づきが眠っている限りタクトはどこまでも現実から逃のがれることはできない。


    「なぁ鼻が長いぞ！　あれでどうするのぢゃ！」


    　ルナは柵さくの前で子供のようにはしゃいでいる。周囲の人たちはゼラ語など把握できないので外国人が騒いでいるように見えるだろう。


    「というか遊びのプランは動物園、なんですか」


    「うーん……ルナは耳も尻しつ尾ぽもあるから服を買いに行くのも無理だし、文字も読めないからゲームっていうのもなぁ。視覚的にインパクトのあるものといえば地球の動物を見せるくらいしか思いつかなかったんだよ」


    　異世界人をもてなすということがどれほど大変か身に沁しみてわかった。


    「なるほど……でも、結構楽しんでるからいいんじゃないですかね」


    　ルナは動物園に来た瞬間からその物珍しさでテンションが高い。彼女にとってはいい土産みやげ話になるだろう。


    　そのとき柔らかい風が吹いた。なびく黒髪を押さえ莉緒は遠くにいるルナを見つめる。


    「ルナさん……帰れるといいですね」


    　その言葉には彼女の様々な感情が込められているようだった。寿命があと僅わずかしかないことを知った後でも彼女のルナに対する態度は変わりない。だが離れているときはこうしてルナの未来を案じている。


    　莉緒にとってはルナはもはや決して他人ではない。大事な仲間だからこそ、その胸中も複雑だろう。


    「……帰すよ。絶対に」


    　そう呟つぶやいてからタクトは気になっていることを口にした。


    「でも、莉緒は異界門顕現マグヌス・オプスの発動には反対だったわけで……大丈夫なのか」


    「確かに今も不安はあります。でもルナさんもいわばこの騒動の被害者です。それを助けないというのは本ほん末まつ転てん倒とうですから」


    　そして莉緒は振り向き、タクトに笑いかける。


    「何より貴方あなたの理想論に付き合うと決めました。ルナさんの寿命が尽きる前に異界門顕現マグヌス・オプスの準備を万端にして問題をなくす。治療薬も進める。そのために、努力は惜しみません」


    　現在、莉緒はタクトが入手したプレートに刻まれた異界門顕現マグヌス・オプスの手法を解読中だ。


    　東あずまたちがその支援を行いルナ帰還計画は進行している。


    　同時にジオ・グラムの制御方法に関しても何とか間ま宮みやたちの手で完成できないかと模索を始めている。


    　状況は決して芳かんばしくはないものの着実に前進している。


    　だが気を抜いてはいられない。ルナの寿命は今も減り続けている。


    　だから足あ掻がかなければいけない。どんなに困難な壁が立ち塞ふさがっても。望むべき選択肢がなかったとしても。


    　自分にできることをやり遂げることで、見えてくる第三の選択肢がある。


    　タクトはそのことを武たけ臣おみから身を持って教えてもらった。


    　もし武臣が生きていたらもっといろいろなことを教えてもらえたかもしれない。


    　武臣にもよりよい未来が待っていたかもしれない。


    　あの結末を変えられなかっただろうかと、考えてしまうことはある。


    　だが武臣は選んだ。自分の道を。ならばそれを胸に秘めて忘れないことが、彼に対する最大の礼なのだとタクトは思う。


    「私も、タクト君を手伝いますから。ずっと側そばにいて、助けます」


    　その言葉にタクトは心臓が跳ね上がる。微ほほ笑えむ莉り緒おの顔は大人びていて綺き麗れいだった。


    　そのタクトの高揚を知ってか知らずか莉緒がタクトの手を握る。


    「結ゆ月づきさんが目覚めてルナさんのことも解決したら、もう一度皆でここに来ましょう！」


    「……そうだな」


    　タクトは微笑する。そのときこそ心の底から笑えるのかもしれない。


    　そして莉緒がタクトの手を握り、歩き始める。


    「あ！　何を手を繋つないでおるのぢゃ木刀娘！　離れぬか！」


    「それも契約だからですか？」


    「そうぢゃ！」


    「なら証明できるもの出してください」


    　莉緒がすました顔で言い切りルナがぐぬぬと唸うなる。


    　それからまた二人で言い合いを始めた。


    　端はたから見ているタクトは苦笑いを浮かべた後、澄み切った青空を見上げる。


    　この日をいつか思い出すときがくるかもしれない。三人で笑い合ったこのときを。


    　そのときもまた笑っていられることを、タクトは願った。


    



    
      〈了〉

    

  


  
    あとがき


    



    　お久しぶりです。伊い神かみ一かず稀きです。


    　ありがたいことに『クロスワールド・アルケミカ』二巻の発売となりました。


    　つい最近口内炎が三つほどできまして、それなのに何を血迷ったのか昼飯にカレーを選ぶという暴挙に出てしまい、一口食べるごとに悶もだえ苦しむという体験をしました。


    　痛みといえば作中に出てくる「痛覚増幅」も非常に危険ですね。生み出しておいてなんですがわりと鬼畜です。タクトもなかなか大変だったのではないでしょうか。


    



    　さて、本作の出版に関しお礼の言葉を。


    　担当編集の小こ山やま様。今回もたくさんご迷惑をおかけしてしまいました……すいません。頑張ります。精進します。


    　イラストの加か藤とういつわ様。今回も美び麗れいなイラストの数々をありがとうございます。表紙のルナが凄すごく素敵でお気に入りです。


    　ガガガ文庫編集部及び出版に携たずさわっていただいた皆様にもお礼を。


    　そしてこの作品を手に取っていただいた皆様。あなた方なくして作品は世に出ないと言っても過言ではありません。ありがとうございます。それでは、またどこかで。

  


  
    伊神一稀


    Kazuki Ikami


    



    最近「スリッパを１か月で履き潰す異能」に目覚めました。他には「雨降りを頭痛で感知する異能」、「食堂のおばちゃんに注文しても放置プレイされる異能」があります。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    クロスワールド・アルケミカ　２
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